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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータであって
、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレームを示すエッセンスマー
クが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマークを表すテキストおよび
前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示を制御するリスト表示制御
手段と、
　前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマークについての前記テキストおよび前記
時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマークにより示される前記注目フレー
ムを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代表画として、前記木構造の構成を示
す階層メタデータに設定する代表画設定手段と、
　前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御手段
と、
　前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映像の
前記代表画の表示を制御する代表画表示制御手段と
　を備える映像編集装置。
【請求項２】
　前記映像の所望の時刻に、前記映像における前記注目フレームを示す前記エッセンスマ
ークを設定するマーク設定手段をさらに備える
　請求項２に記載の映像編集装置。
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【請求項３】
　前記マーク設定手段は、画面に表示されているボタンへの操作に対応して、前記ボタン
に応じた前記エッセンスマークを設定する
　請求項２に記載の映像編集装置。
【請求項４】
　前記マーク設定手段は、前記映像のジャンルに対応する前記ボタンを前記画面に表示さ
せる
　請求項３に記載の映像編集装置。
【請求項５】
　音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータであって
、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレームを示すエッセンスマー
クが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマークを表すテキストおよび
前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示を制御するリスト表示制御
ステップと、
　前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマークについての前記テキストおよび前記
時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマークにより示される前記注目フレー
ムを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代表画として、前記木構造の構成を示
す階層メタデータに設定する代表画設定ステップと、
　前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御ステ
ップと、
　前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映像の
前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップと
　を含む映像編集方法。
【請求項６】
　音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータであって
、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレームを示すエッセンスマー
クが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマークを表すテキストおよび
前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示を制御するリスト表示制御
ステップと、
　前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマークについての前記テキストおよび前記
時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマークにより示される前記注目フレー
ムを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代表画として、前記木構造の構成を示
す階層メタデータに設定する代表画設定ステップと、
　前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御ステ
ップと、
　前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映像の
前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップと
　を含むことを特徴とする映像編集処理をコンピュータに実行させるプログラムが記録さ
れている記録媒体。
【請求項７】
　音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータであって
、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレームを示すエッセンスマー
クが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマークを表すテキストおよび
前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示を制御するリスト表示制御
ステップと、
　前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマークについての前記テキストおよび前記
時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマークにより示される前記注目フレー
ムを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代表画として、前記木構造の構成を示
す階層メタデータに設定する代表画設定ステップと、
　前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御ステ
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ップと、
　前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映像の
前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップと
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は映像編集装置および方法、記録媒体、並びにプログラムに関し、特に、映像の
編集を行う映像編集装置および方法、記録媒体、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハードディスクなどに映像を記録して、記録されている映像を編集する、いわゆるノン
リニア編集の技術が広く利用されるようになってきた。
【０００３】
　また、コンピュータの制御によって、記録再生装置に設けられた第１及び第２の記録再
生手段の記録動作及び再生動作を制御して一方の記録再生手段に記録されているビデオデ
ータを他方の記録再生手段に記録し、コンピュータのユーザインターフエイス手段を介し
て指示情報を入力しさえすれば、例えば外部より持ち込まれた第２の記録媒体に記録され
ているソースビデオデータを編集素材として第１の記録媒体に容易にダビングし得ると共
に、編集の結果生成された最終ビデオプログラムのビデオデータを第１の記録媒体から例
えば放送時に使用する第２の記録媒体に容易にダビングし得、編集素材のダビング及び最
終ビデオプログラムのダビングを効率的に行うことができるようにした編集システムもあ
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】国際公開第９８／２９８７３号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、いちいち映像を再生して表示しなければ、映像の編集者は、映像の特徴
を知ることはできず、所望の特徴を含むように映像を編集するには、映像を何度も繰り返
して再生することが必要であった。その結果、映像の編集には、時間がかかるという問題
があった。
【０００６】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、所望の特徴を含む映像を迅速に
編集することができるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の映像編集装置は、音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関
係するメタデータであって、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレ
ームを示すエッセンスマークが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマ
ークを表すテキストおよび前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示
を制御するリスト表示制御手段と、前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマークに
ついての前記テキストおよび前記時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマー
クにより示される前記注目フレームを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代表
画として、前記木構造の構成を示す階層メタデータに設定する代表画設定手段と、前記階
層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御手段と、前記
階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映像の前記代
表画の表示を制御する代表画表示制御手段とを備える。
【０００８】
　映像編集装置は、前記映像の所望の時刻に、前記映像における前記注目フレームを示す
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前記エッセンスマークを設定するマーク設定手段をさらに設けることができる。
【００１０】
　マーク設定手段は、画面に表示されているボタンへの操作に対応して、前記ボタンに応
じた前記エッセンスマークを設定するようにすることができる。
【００１１】
　マーク設定手段は、映像のジャンルに対応するボタンを画面に表示させるようにするこ
とができる。
【００１２】
　本発明の映像編集方法は、音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関
係するメタデータであって、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレ
ームを示すエッセンスマークが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマ
ークを表すテキストおよび前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示
を制御するリスト表示制御ステップと、前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマー
クについての前記テキストおよび前記時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンス
マークにより示される前記注目フレームを、前記木構造の所定の階層における前記映像の
代表画として、前記木構造の構成を示す階層メタデータに設定する代表画設定ステップと
、前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御ステ
ップと、前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記
映像の前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップとを含む。
【００１３】
　本発明の記録媒体のプログラムは、音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデ
ータに関係するメタデータであって、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された
注目フレームを示すエッセンスマークが設定されている映像メタデータを基に、前記エッ
センスマークを表すテキストおよび前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリス
トの表示を制御するリスト表示制御ステップと、前記リストにおいて、所定の前記エッセ
ンスマークについての前記テキストおよび前記時刻が指定されたとき、指定された前記エ
ッセンスマークにより示される前記注目フレームを、前記木構造の所定の階層における前
記映像の代表画として、前記木構造の構成を示す階層メタデータに設定する代表画設定ス
テップと、前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示
制御ステップと、前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定さ
れた前記映像の前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップとを含むことを特徴
とする。
【００１４】
　本発明のプログラムは、音声を含む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係
するメタデータであって、木構造をなす前記映像においてユーザに注目された注目フレー
ムを示すエッセンスマークが設定されている映像メタデータを基に、前記エッセンスマー
クを表すテキストおよび前記エッセンスマークが付されている時刻を示すリストの表示を
制御するリスト表示制御ステップと、前記リストにおいて、所定の前記エッセンスマーク
についての前記テキストおよび前記時刻が指定されたとき、指定された前記エッセンスマ
ークにより示される前記注目フレームを、前記木構造の所定の階層における前記映像の代
表画として、前記木構造の構成を示す階層メタデータに設定する代表画設定ステップと、
前記階層メタデータによって示される前記木構造の表示を制御する木構造表示制御ステッ
プと、前記階層メタデータに基づいて、表示された前記木構造において指定された前記映
像の前記代表画の表示を制御する代表画表示制御ステップとをコンピュータに実行させる
ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の映像編集装置および方法、記録媒体、並びにプログラムにおいては、音声を含
む映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータであって、木構造を
なす映像においてユーザに注目された注目フレームを示すエッセンスマークが設定されて
いる映像メタデータを基に、エッセンスマークを表すテキストおよびエッセンスマークが
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付されている時刻を示すリストの表示が制御され、リストにおいて、所定のエッセンスマ
ークについてのテキストおよび時刻が指定されたとき、指定されたエッセンスマークによ
り示される注目フレームが、木構造の所定の階層における映像の代表画として、木構造の
構成を示す階層メタデータに設定され、階層メタデータによって示される木構造の表示が
制御され、階層メタデータに基づいて、表示された木構造において指定された映像の代表
画の表示が制御される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明によれば、映像を編集することができる。
【００１７】
　また、本発明によれば、所望の特徴を含む映像を迅速に編集することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　まず、映像プログラム制作支援システムについて説明する。映像プログラム制作支援シ
ステムは、例えば、テレビ放送局や、ビデオコンテンツ、または映画等の制作会社などに
設けられ、ＴＶ番組、ビデオコンテンツ、または映画などの映像作品である映像プログラ
ムを制作するためのシステムである。映像プログラム制作支援システムは、映像プログラ
ムの制作を分担する複数の部署間で、電子ファイル形式の構成表メタデータを一貫して利
用できるようにすることにより、映像プログラムを効率的に作成できる。
【００２９】
　ここで、図１に基づいて、本発明に係る映像プログラム制作支援システムの構成につい
て説明する。なお、図１は、本発明に係る映像プログラム制作支援システムの概略的な構
成を示すブロック図である。
【００３０】
　図１に示すように、本発明に係る映像プログラム制作支援システム１は、例えば、企画
用端末装置１１、ネットワーク１２、撮像装置１４およびフィールドＰＣ（Personal Com
puter）１５などからなる取材用端末装置１３、並びに編集用端末装置１６を含む。
【００３１】
　ネットワーク１２は、例えば、企画用端末装置１１、撮像装置１４、フィールドＰＣ１
５、および編集用端末装置１６を相互に双方向通信可能に接続する電気通信回線網である
。ネットワーク１２は、例えば、ＲＳ－４２２またはＲＳ－２３２Ｃなどの規格に準拠し
た有線通信回線、ＩＥＥＥ（Institute of Electrical and Electronic Engineers）８０
２．１１ａ規格などの規格に準拠した無線通信回線などから構成される。
【００３２】
　なお、ネットワーク１２は、かかる例に限定されず、この他にも、例えば、ＦＤＤＩ（
Ｆｉｂｅｒ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｄａｔａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）などの光ファイ
バ網、衛星通信網、イーサネット(登録商標)、ＬＡＮ（Local Area Network）、またはイ
ンターネットなどの各種の専用または公衆回線網を利用して構成するようにしてもよい。
【００３３】
　ネットワーク１２は、例えば、構成表メタデータ（またはその一部）を、企画用端末装
置１１から、撮像装置１４またはフィールドＰＣ１５（即ち、取材用端末装置１３）など
に伝送する。また、ネットワーク１２は、例えば、撮像装置１４が記録した映像コンテン
ツデータや、撮像装置１４およびフィールドＰＣ１５が編集した構成表メタデータなどを
、撮像装置１４またはフィールドＰＣ１５から編集用端末装置１６に伝送する。
【００３４】
　また、企画用端末装置１１、取材用端末装置１３、および編集用端末装置１６のそれぞ
れは、例えば、映像プログラムの制作を分担する複数の部署のうち、それぞれ、企画構成
部署、取材部署、または編集部署などによって利用される端末装置である。
【００３５】
　企画用端末装置１１は、例えば、パーソナルコンピュータなどの情報処理装置およびそ
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の周辺装置などで構成されており、企画構成部署に設けられる。この企画構成部署とは、
映像プログラムの制作全体を統括する部署であって、制作する映像プログラムの企画およ
び構想を行ってシナリオ（筋書）を作成するとともに、取材部署および編集部署等の他部
署に制作作業内容を指示する部署である。
【００３６】
　企画用端末装置１１は、例えば、電子ファイル形式の構成表メタデータを映像プログラ
ムごとに作成する（即ち、後述するプログラムメタデータを作成する）機能を有する。ま
た、企画用端末装置１１は、例えば、企画構成部署担当者の入力に基づいて、制作指示情
報を生成し、作成したプログラムメタデータの該当する欄に、制作指示情報を書き込む。
制作指示情報は、例えば、他の部署に対して映像プログラムの制作内容を指示する情報で
あり、企画構成部署によって作成されたシナリオに対応するものである。
【００３７】
　さらに、企画用端末装置１１は、例えば、制作指示情報を記述したプログラムメタデー
タを、ネットワーク１２を介して取材用端末装置１３等に送信する。このように、企画用
端末装置１１が制作指示情報を含む構成表メタデータ（プログラムメタデータ）を取材用
端末装置１３などに提供することにより、企画構成部署は、取材部署などに対して取材ま
たは撮影すべき場面や内容を指示することができる。
【００３８】
　取材用端末装置１０は、取材部署によって利用される端末装置群であり、例えば、撮像
装置１４およびフィールドＰＣ１５から構成される。取材部署は、例えば、企画構成部署
による制作指示またはシナリオに従って、制作現場で実際に取材を行う部署であって、映
像プログラムを構成する各場面の映像を撮影するとともに、撮影状況を取材する部署であ
る。
【００３９】
　撮像装置１４は、撮像機能付き映像記録装置、すなわち、ビデオカメラ（カムコーダ）
である。撮像装置１４は、放送用のニュース番組の画像、スポーツなどの試合の模様の画
像、映画などの映像コンテンツを撮像する。
【００４０】
　撮像装置１４は、例えば、企画用端末装置１１からネットワーク１２を介して構成表メ
タデータを取得する。撮像装置１４は、例えば、取得した構成表メタデータを所定の表示
部に表示して、カメラマン等の撮影スタッフに撮影すべき内容を認識させる。
【００４１】
　撮像装置１４は、構成表メタデータの制作指示情報に基づいて、映像プログラムを構成
する各場面を撮影する。撮影処理は、例えば、撮像を複数回繰り返すことによって、進行
していく。例えば、撮像装置１４は、ある場面について１または２回以上の撮像を行い、
次いで、異なる場面についてさらに１または２回以上の撮像を行う。なお、この撮像は、
テイク（クリップ）とも称し、撮像装置１４による１回の記録開始から終了に至るまでの
連続した撮影処理をいう。
【００４２】
　撮像装置１４は、撮影した映像（音声を含む。以下、同じ。）の映像コンテンツデータ
を、光ディスク１７等の記録媒体に記録する。映像コンテンツデータは、撮像装置１４に
よって撮像された画像または取得された音声を表す映像データまたは音声データである。
映像コンテンツデータは、映像データおよび音声データの少なくとも一方を含む。映像コ
ンテンツデータは、例えば、ＴＶ番組、映画などの動画像データ、写真や絵画などの静止
画像データ、ラジオ番組などの音声データ、或いはこれらの組合せなどから構成されるデ
ータである。撮像装置１４は、映像コンテンツデータを光ディスク１７にクリップごとに
記録する。即ち、撮像装置１４が、例えば、クリップを２回実行すれば、光ディスク１７
に、２つの映像コンテンツデータが記録される。
【００４３】
　また、この映像コンテンツデータが記録される光ディスク１７は、例えば、大容量（例
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えば数百ギガバイト）の映像コンテンツデータを記録可能な大容量・次世代光ディスクな
どで構成される。しかし、光ディスク１７は、かかる例に限定されず、例えば、ＤＶＤ（
Digital Versatile Disc）－Ｒ（Recordable），ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－ＲＡＭ，ＣＤ
（Compact Disc）－Ｒ、またはＣＤ－ＲＯＭ等の各種の光ディスクであってもよい。また
、撮像装置１４が映像コンテンツデータを記録する記録媒体としては、光ディスク１７の
例に限定されず、例えば、ＭＯ（Magneto-Optical disk）等の光磁気ディスク、フレキシ
ブルディスク等の磁気ディスク、デジタルＶＴＲフォーマットのビデオテープ等の磁気テ
ープ、各種の半導体メモリであるＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ（Read Only 
Memory）などであってもよい。
【００４４】
　また、撮像装置１４は、例えば、オリジナル映像だけでなく、ローレゾリューション（
ｌｏｗ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ：低解像度）映像を光ディスク１７に記録することができ
る。ここでいうオリジナル映像とは、撮像装置１４が撮像した生の映像コンテンツデータ
である。このオリジナル映像は、大容量であり、高画質であるので、映像プログラムの完
成品に用いられる。一方、ローレゾリューション映像は、オリジナル映像を圧縮した映像
コンテンツデータである。このローレゾリューション映像は、比較的低画質だが小容量で
あるので、送信が迅速かつ容易であるという利点を有し、主に粗編集段階で用いられる。
【００４５】
　撮像装置１４によって映像コンテンツデータが記録された光ディスク１７は、後述する
編集部署に搬送されて、映像コンテンツデータの編集に利用される。しかし、かかる搬送
にはある程度の時間を要する。このため、例えば、撮像装置１４は、映像コンテンツデー
タをネットワーク１２を介して編集用端末装置１６に迅速に提供できるように構成されて
いる。
【００４６】
　即ち、撮像装置１４は、例えば、ローレゾリューション映像を、ネットワーク１２を介
して編集用端末装置１６、企画用端末装置１１、またはフィールドＰＣ１５などに送信す
ることができる。かかるローレゾリューション映像の送信は、撮像装置１４による撮影と
略同時並行して行ってもよいし、或いは撮影後に一括して行ってもよい。これにより、編
集部署は、搬送された光ディスク１７が到着していなくとも、比較的早い段階で（例えば
、撮影と同時並行して）、編集作業を行うことができるので、映像プログラムの制作効率
を高めることができる。なお、ローレゾリューション映像がネットワーク１２を介して伝
送される場合、撮像装置１４は、例えば、オリジナル映像のみを光ディスク１７に記録す
るようにしてもよい。
【００４７】
　一方、フィールドＰＣ１５は、例えば、ノート型のパーソナルコンピュータまたはＰＤ
Ａ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）などの携帯可能なコンピ
ュータ及びその周辺装置などで構成される。フィールドＰＣ１５は、撮像装置１４と各種
の有線または無線回線などで接続されており、例えば、構成表メタデータや記録した映像
コンテンツデータを共有することができる。
【００４８】
　フィールドＰＣ１５は、例えば、企画用端末装置１１からネットワーク１２を介して構
成表メタデータを取得することができる。また、フィールドＰＣ１５は、例えば、構成表
メタデータを撮像装置１４から取得することもできる。フィールドＰＣ１５は、例えば、
取得した構成表メタデータを所定の表示部に表示して、取材部署担当者に取材・撮影すべ
き内容を認識させることができる。
【００４９】
　さらに、フィールドＰＣ１５は、例えば、取材部署担当者の入力に基づいて、取材・撮
影状況に関する情報である撮影状況情報を生成し、この撮影状況情報を構成表メタデータ
内の該当欄に追加することができる。この撮影状況情報は、例えば、クリップごとや取材
場所ごとに多様な観点で記載されたテキストデータなどであり、後段の編集時に有用とな
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る情報である。このように、フィールドＰＣ１５は、撮影状況情報を書き込むことにより
、構成表メタデータを編集することができる。
【００５０】
　撮像装置１４およびフィールドＰＣ１５から構成された取材用端末装置１３は、さらに
、例えば、クリップの撮像時における撮像状況に関するメタデータであるクリップメタデ
ータを構成表メタデータの一部として作成することができる。このクリップメタデータに
ついては後に詳説する。
【００５１】
　取材用端末装置１３は、例えば、制作指示情報（シナリオ）に対して、映像コンテンツ
データおよびクリップメタデータをクリップ単位で関連付ける情報であるクリップ関連付
け情報（詳細は後述する。）を生成し、このクリップ関連付け情報を構成表メタデータ（
プログラムメタデータ）に追加することができる。これにより、取材用端末装置１３は、
例えば、構成表メタデータを用いて、実際の撮影結果である映像素材（即ち、映像コンテ
ンツデータ）等を、企画部署の企画・構想であるシナリオ（即ち、制作指示情報）に対し
て割り当てることができる。
【００５２】
　以上のようにして、取材用端末装置１３は、例えば、取材・撮影状況に応じて各種情報
を書き込むことなどにより、構成表メタデータを編集することもできる。
【００５３】
　編集用端末装置１６は、例えば、パーソナルコンピュータなどの情報処理装置及びその
周辺装置などで構成されており、編集部署に設けられる。この編集部署とは、例えば、企
画構成部署による制作指示、シナリオや取材状況を反映した構成表メタデータに基づいて
、撮像装置１４が記録した映像コンテンツデータを編集して、映像プログラムを完成させ
る部署である。
【００５４】
　この編集用端末装置１６は、例えば、取材用端末装置１３から、ネットワーク１２を介
して構成表メタデータおよびローレゾリューション映像を取得するとともに、光ディスク
１７を介してオリジナル映像を取得する。また、編集用端末装置１６は、例えば、企画用
端末装置１１から制作指示をネットワーク１２を介して直接受信することもできる。
【００５５】
　また、編集用端末装置１６は、構成表メタデータに基づいて、映像コンテンツデータを
好適に再生して表示できる。例えば、編集用端末装置１６は、ネットワークを介して受信
したローレゾリューション映像や、光ディスク１７に記録されたオリジナル映像を、シナ
リオに従った順序で連続表示したり、所望のクリップの映像コンテンツデータだけを表示
したりできる。なお、オリジナル映像を再生する際には、例えば、光ディスク１７を読み
書きできる記録再生装置であるディスク装置などが利用される。
【００５６】
　さらに、編集用端末装置１６は、例えば、構成表メタデータに基づいて、必要な映像コ
ンテンツデータを好適な順序で再生して表示できるとともに、かかる映像コンテンツデー
タの編集処理を支援することができる。この編集処理は、例えば、粗編集処理と本編集処
理とからなる。
【００５７】
　粗編集処理とは、次のような処理である。まず、クリップごとに記録された複数の映像
コンテンツデータの中から、本編集で使用すべき映像コンテンツデータを収集する。さら
に、収集された映像コンテンツデータの中から、必要な映像部分を選択（Ｌｏｇｇｉｎｇ
）する。次いで、選択された映像部分に対応した編集開始位置（Ｉｎ点）または編集終了
位置（Ｏｕｔ点）を例えばタイムコード等によって設定して、映像コンテンツデータの中
から必要部分を抽出（Ｉｎｇｅｓｔｉｎｇ）する。
【００５８】
　また、本編集処理とは、粗編集を経た映像コンテンツデータのオリジナルデータを繋ぎ
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合わせ、最終的な画質調整等を施し、番組などで放映するための完全パッケージデータを
作成する処理である。
【００５９】
　なお、フィールドＰＣ１５において、粗編集処理を実行するようにしてもよい。
【００６０】
　以上、映像プログラム制作支援システム１およびその構成要素の概略について説明した
が、映像プログラム制作支援システム１は上述した例に限定されるものではない。
【００６１】
　例えば、上記企画用端末装置１１、撮像装置１４、フィールドＰＣ１５および編集用端
末装置１６などの各装置は、必ずしも１台だけから構成されなくともよく、複数台から構
成される場合であっても実施可能である。例えば、複数台の撮像装置１４が撮影した映像
コンテンツデータを、光ディスク１７またはネットワーク１２を介して、編集用端末装置
１６に提供することも可能である。
【００６２】
　また、企画用端末装置１１、撮像装置１４、フィールドＰＣ１５および編集用端末装置
１６は、必ずしもハードウェア的に別体に構成されなくともよい。例えば、企画用端末装
置１１と編集用端末装置１６は、双方の機能を兼ね備えた同一のハードウェアとして一体
構成されてもよい。また、撮像装置１４とフィールドＰＣ１５も、例えば、撮像装置１４
にキーボードなどの入力装置を設けるなどして、双方の機能を兼ね備えた同一のハードウ
ェアとして一体構成されてもよい。
【００６３】
　また、映像プログラム制作支援システム１は、例えば、企画用端末装置１１、取材用端
末装置１３および編集用端末装置１６の間に、センターサーバ（図示せず。）を設けるこ
とで、企画用端末装置１１、取材用端末装置１３および編集用端末装置１６をクライアン
トとした、クライアント／サーバ（Ｃｌｉｅｎｔ／Ｓｅｒｖｅｒ）のネットワークシステ
ムとして構成することも可能である。
【００６４】
　ここで、本発明の実施の形態の説明に用いる用語を定義する。
【００６５】
　「メタデータ」とは、あるデータに関する上位データであり、各種データの内容を表す
ためのインデックス（しおり）として機能するデータをいう。具体的には、このメタデー
タは、例えば、映像プログラムに関する制作指示情報データ、撮影状況情報データおよび
クリップ関連付け情報データや、映像コンテンツデータに関する撮影条件情報データおよ
び電子マークデータなどである。
【００６６】
　「構成表メタデータ」とは、映像プログラムの制作に必要な各種のメタデータが表形式
で構造化された表データである。具体的には、この構成表メタデータは、例えば、１つの
映像プログラムの内容をその構成要素に分割して、プログラム識別階層、取材階層、シー
ン階層、カット階層、クリップ階層の順に階層構造化されている。この各階層には、例え
ば、それぞれの構成（数や順番）、タイトル、説明、その他付随する情報等のメタデータ
が記述されている。なお、構成表メタデータは、例えば、映像プログラム毎に単位ファイ
ルで管理されるプログラムメタデータと、クリップ毎に単位ファイルで管理されるクリッ
プメタデータからなる。
【００６７】
　「プログラムメタデータ」とは、「構成表メタデータ」のうち、カット階層以上の階層
のメタデータを、１つの映像プログラムにつき１つのメタデータファイル（単位ファイル
）にまとめて管理するためのメタデータである。このプログラムメタデータにおいては、
例えば、プログラム識別階層、取材階層、シーン階層、およびカット階層が、この順序で
階層構造化されている。プログラムメタデータには、例えば、後述する制作指示情報、プ
ログラム撮影状況情報およびクリップ関連付け情報等のメタデータが含まれる。
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【００６８】
　「クリップメタデータ」とは、「構成表メタデータ」のうち、クリップに関するメタデ
ータからなり、１つのクリップにつき１つのメタデータファイル（単位ファイル）で管理
されるメタデータである。このため、クリップメタデータは、例えば、１つの映像プログ
ラムについて（１つのプログラムメタデータに対して）、例えば複数のファイルが作成さ
れる場合がある。このクリップメタデータは、プログラムメタデータのカット階層に関連
付けられ、例えば、かかるカット階層の下位階層に該当する。かかるクリップメタデータ
には、例えば、後述するクリップ撮影状況情等報のメタデータが含まれる。
【００６９】
　「テイク」とは、撮像装置による１回の記録開始から記録終了に至るまでの連続した撮
影処理である。換言すると、このテイクは、映像プログラムの撮影段階における撮影処理
の最小単位である。なお、映像作品の制作分野では、このテイクは、「クリップ」、「シ
ョット」または「カット」等と呼ばれる場合もある。また、テイク（クリップ）は、撮像
装置による１回の記録開始から記録終了に至るまでの連続した映像区間を指す場合もある
。
【００７０】
　「クリップ階層」とは、クリップメタデータにおいて、クリップに関するメタデータか
らなる階層である。「クリップ階層」は、同時に、テイク階層としても取り扱われる。
【００７１】
　「カット」とは、企画段階（即ち、シナリオ作成時）における映像プログラムを構成す
る最小単位である。このカットは、あくまで企画構成部署側からみたシナリオの一部（即
ち、想定された撮影場面）であり、取材部署側からみた実際の撮影処理の最小単位である
クリップとは異なる。クリップの映像コンテンツデータから必要部分を抽出したものが、
このカットに割り当てられる。
【００７２】
　「カット階層」とは、プログラムメタデータにおいて、カットに関するメタデータから
なる階層である。
【００７３】
　「シーン」とは、企画段階（即ち、シナリオ作成時）における映像プログラムを構成す
る中規模単位であり、１又は２以上の上記カットから構成される。即ち、このシーンは、
１又は２以上のカットをまとめた撮影場面であるともいえる。例えば、同一の取材現場内
で撮影位置が異なれば、別のシーンとすることができる。
【００７４】
　「シーン階層」とは、プログラムメタデータにおいて、シーンに関するメタデータから
なる階層である。
【００７５】
　「取材」とは、企画段階（即ち、シナリオ作成時）における映像プログラムを構成する
最大単位であり、１又は２以上のシーンから構成される。即ち、この取材は、１又は２以
上のシーンをまとめた撮影場面であるともいえる。例えば、取材現場が異なれば、別の取
材とすることができる。映像プログラムは、例えば、１または２以上の取材から構成され
る。
【００７６】
　「取材階層」とは、プログラムメタデータにおいて、取材に関するメタデータからなる
階層である。
【００７７】
　「プログラム識別階層」とは、プログラムメタデータにおいて、そのプログラムメタデ
ータに対応する映像プログラムを識別するためのメタデータからなる階層である。
【００７８】
　次に、粗編集処理を実行するフィールドＰＣ１５について説明する。
【００７９】
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　図２は、フィールドＰＣ１５の一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【００８０】
　CPU（Central Processing Unit）１１１にはバス１１５を介して入出力インタフェース
１１６が接続されており、CPU１１１は、入出力インタフェース１１６を介して、ユーザ
から、キーボード、マウスなどよりなる入力部１１８から指令が入力されると、例えば、
ROM（Read Only Memory）１１２、ハードディスク１１４、またはドライブ１２１に装着
される磁気ディスク１３１、光ディスク１３２、光磁気ディスク１３３、若しくは半導体
メモリ１３４などの記録媒体に格納されているプログラムを、RAM（Random Access Memor
y）１１３にロードして実行する。これにより、後述する各種の処理が行われる。
【００８１】
　また、CPU１１１は、ドライブ１２０に、装着された光ディスク１７から記録されてい
る映像コンテンツデータおよび構成表メタデータを読み出させ、ドライブに、編集の結果
を示す構成表メタデータを光ディスク１７に記録させる。
【００８２】
　さらに、CPU１１１は、その処理結果を、例えば、入出力インタフェース１１６を介し
て、LCD（Liquid Crystal Display）などよりなる出力部１１７に必要に応じて出力する
。
【００８３】
　通信部１１９は、ネットワーク１２のインタフェースとして動作する。
【００８４】
　図３は、フィールドＰＣ１５により実行されるプログラムの例を示す図である。編集プ
ログラム１５１は、粗編集の処理を実行するプログラムである。すなわち、編集プログラ
ム１５１は、クリップごとに記録された複数の映像コンテンツデータの中から、本編集で
使用すべき映像コンテンツデータを収集し、収集された映像コンテンツデータの中から、
必要な映像部分を選択（Ｌｏｇｇｉｎｇ）する。そして、編集プログラム１５１は、選択
された映像部分に対応した編集開始位置（Ｉｎ点）または編集終了位置（Ｏｕｔ点）を後
述する電子マークデータを基に設定して、映像コンテンツデータの中から必要部分を抽出
する。
【００８５】
　編集プログラム１５１は、エッセンスマーク設定プログラム１６１、ディスク情報表示
プログラム１６２、構成表表示プログラム１６３、および代表画設定プログラム１６４を
含む。
【００８６】
　エッセンスマーク設定プログラム１６１は、クリップメタデータに、映像または音声の
特徴を示す電子マークデータであるエッセンスマークを設定するプログラムである。エッ
センスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク表示プログラム１７１、映像表
示プログラム１７２、映像編集プログラム１７３、およびタイトル設定プログラム１７４
を含む。
【００８７】
　エッセンスマークは、例えば、録画を開始した映像、録画を終了した映像、シーンチェ
ンジした映像、フラッシュがたかれた映像など特定の映像を示す。また、エッセンスマー
クは、プログラムの構成の鍵になる映像、例えば、編集者が視聴者に注目してほしい映像
、または視聴者が注目する映像などに付される。
【００８８】
　エッセンスマーク表示プログラム１７１は、映像または音声の特徴を示す電子マークデ
ータであるエッセンスマークが設定されているクリップメタデータを基に、エッセンスマ
ークが示す特徴を有する映像の時間的位置の表示を制御する。映像表示プログラム１７２
は、映像コンテンツデータを基に、映像の表示を制御する。
【００８９】
　映像編集プログラム１７３は、映像コンテンツデータを編集するプログラムである。タ
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イトル設定プログラム１７４は、クリップのタイトルをクリップメタデータに設定する。
【００９０】
　ディスク情報表示プログラム１６２は、光ディスク１７から読み出された映像コンテン
ツデータに関する情報を表示するプログラムである。ディスク情報表示プログラム１６２
は、ディスク情報ツリー表示プログラム１７５およびサムネイル表示プログラム１７６を
含む。
【００９１】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、光ディスク１７から読み出された映像コ
ンテンツデータに関する情報（エッセンスマークを含む）をツリー（Tree）構造で表示す
るよう表示を制御するプログラムである。サムネイル表示プログラム１７６は、映像コン
テンツデータに対応するサムネイルの表示を制御する。サムネイルは、サムネイル表示プ
ログラム１７６が生成するようにしてもよく、光ディスク１７に予め記録するようにして
もよい。例えば、サムネイル表示プログラム１７６は、光ディスク１７に記録されている
ローレゾリューション映像からサムネイルを生成する。
【００９２】
　構成表表示プログラム１６３は、光ディスク１７から読み出された構成表メタデータに
関する情報を表示するプログラムである。構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー
表示プログラム１７７、付加情報表示プログラム１７８、代表画表示プログラム１７９、
およびサムネイル表示プログラム１８０を含む。
【００９３】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表メタデータを基に、構成表をツリー（Tr
ee）構造で表示するよう表示を制御するプログラムである。付加情報表示プログラム１７
８は、構成表メタデータに設定された付加情報の表示を制御するプログラムである。代表
画表示プログラム１７９は、テイク、カット、シーン、エピソード、またはプログラム（
映像プログラム）の代表画の表示を制御するプログラムである。代表画は、テイク、カッ
ト、シーン、エピソード、またはプログラムを代表する映像である。代表画が表示される
ことにより、使用者は、テイク、カット、シーン、エピソード、またはプログラムなどの
内容をより簡単に認識することができる。サムネイル表示プログラム１８０は、クリップ
（テイク）、カット、シーン、エピソード、またはプログラムの代表画、またはクリップ
のサムネイルの表示を制御する。
【００９４】
　以下、映像プログラムを単にプログラムと称し、コンピュータが実行するプログラムを
コンピュータプログラムと称する。なお、特定のコンピュータプログラムの名称において
は、”コンピュータ”を省略する。
【００９５】
　代表画設定プログラム１６４は、クリップ、カット、シーン、エピソード、およびプロ
グラムの代表画を設定するプログラムである。代表画設定プログラム１６４は、エッセン
スマーク表示プログラム１８１、映像表示プログラム１８２、映像編集プログラム１８３
、および構成表表示プログラム１８４を含む。
【００９６】
　エッセンスマーク表示プログラム１８１は、映像または音声の特徴を示す電子マークデ
ータであるエッセンスマークが設定されているクリップメタデータを基に、エッセンスマ
ークが示す特徴を有する映像の時間的位置の表示を制御する。映像表示プログラム１８２
は、映像コンテンツデータを基に、映像の表示を制御する。映像編集プログラム１８３は
、映像コンテンツデータを編集するプログラムである。構成表表示プログラム１８４は、
構成表メタデータを基に、構成表の表示を制御するプログラムである。
【００９７】
　図４は、プログラム、エピソード、シーン、カット、およびテイクの構造を示す図であ
る。すなわち、１つのプログラムの下位には、１または複数のエピソードが配置され、１
つのエピソードの下位には、１または複数のシーンが配置される。さらに、１つのシーン
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の下位には、１または複数のカットが配置され、１つのカットには、１または複数のテイ
クが配置される。すなわち、プログラム、エピソード、シーン、カット、およびテイクは
、木構造を有する。
【００９８】
　後述するように、１つのカットの中の、１または複数のテイクのうちの１つのテイクが
採用される。採用されたテイクがカットを構成することになる。なお、テイクをカットに
採用することを、テイクをカットに貼り付けるとも称する。
【００９９】
　ここで、光ディスク１７に記録されている素材としての映像コンテンツデータをクリッ
プと称し、プログラムを構成する映像コンテンツデータをテイクと称する。すなわち、ク
リップもテイクも同じ映像コンテンツデータであるが、光ディスク１７に記録されている
素材として見た場合、クリップと称し、プログラムを構成するコンテンツと見た場合、テ
イクと称する。
【０１００】
　図５および図６は、光ディスク１７に記録されているディレクトリ（フォルダ）および
ファイルの構造を説明する図である。図５で示されるように、ルートディレクトリには、
１つのプログラムに対応する映像コンテンツデータを格納するPROAVディレクトリおよびP
ROAVディレクトリに関係するプログラムメタデータファイルが格納される。
【０１０１】
　PROAVディレクトリには、さらに、ディスクメタデータファイル（DISKMETA.XML）、イ
ンデックスファイル（INDEX.XML）、インデックスファイルがコピーされたファイル（IND
EX.RSV）、ディスク情報ファイル（DISCINFO.XML）、ディスク情報ファイルがコピーされ
たファイル（DISCINFO.RSV）が格納される。ディスクメタデータファイルは、ディスクの
代表画のパス、ディスクのタイトルまたはコメントを記述するディスクメタデータを格納
するファイルである。インデックスファイルは、目次を記述する（データの）ファイルで
あり、クリップおよび編集リストを管理するための情報を記述するファイルである。
【０１０２】
　ディスク情報ファイルは、光ディスク１７の属性、再生開始位置などを記述する（デー
タの）ファイルである。
【０１０３】
　PROAVディレクトリには、さらにまた、クリップディレクトリ（CLPR）およびエディッ
トディレクトリ（EDTR）が格納される。クリップディレクトリには、それぞれのクリップ
に対応するディレクトリが格納される。エディットディレクトには、映像データおよび音
声データの再生順序を示すエディットリストのデータが格納される。より具体的には、エ
ディットディレクトの各ディレクトリには、シーンについての、クリップを特定するデー
タとその編集開始位置（Ｉｎ点）および編集終了位置（Ｏｕｔ点）を示すデータとが配置
される。
【０１０４】
　図６は、クリップに対応するディレクトリに格納されるファイルを説明する図である。
クリップに対応するディレクトリには、１セットの独立したマルチメディアオブジェクト
（映像または音声のオブジェクト）の表現の時間的な挙動、画面上のレイアウト、または
他のマルチメディアオブジェクトとの結び付きをSMIL言語で記述するファイル（例えば、
名前がC001C01.SMIであるファイル）、映像データを格納するファイル（例えば、名前がC
001V01.MXFであるファイル）、音声データを格納するファイル（例えば、名前がC001A01.
MXF乃至C001A08.MXFのいずれかであるファイル）、ローレゾリューション映像を格納する
ファイル（例えば、名前がC0001S01.MXFであるファイル）、クリップメタデータを格納す
るファイル（例えば、名前がC0001M01.XMLであるファイル）、フレームメタデータを格納
するファイル（例えば、名前がC0001R01.BIMであるファイル）、およびフレーム構造の記
述を格納するファイル（例えば、名前がC0001I01.PPFであるファイル）が格納される。
【０１０５】
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　図６で示される例において、８チャンネルの音声データが格納されている。クリップメ
タデータには、例えば、クリップのタイトルまたはコメントが設定される。フレームメタ
データは、クリップを構成するフレームに対するメタデータであり、例えば、XML方式の
ファイルをバイナリ変換したBIM（binary format for metadata）方式で記述される。
【０１０６】
　次に、構成表メタデータについて説明する。
【０１０７】
　次に、図７は、構成表メタデータの全体的な構成の例を示す図である。なお、図７にお
いては、プログラムメタデータの内容の一部のみが表示されている。
【０１０８】
　図７には、構成表メタデータの例として、麺つゆの東西境界線を調べるという内容の映
像プログラムに関する構成表メタデータが示されている。このように、構成表メタデータ
は、例えば、映像プログラム毎に作成されるデータ表である。構成表メタデータは、例え
ば、企画用端末措置１０によって電子ファイル形式で作成される。
【０１０９】
　図７に示すように、１つの映像プログラムに関する構成表メタデータは、例えば、１つ
のプログラムメタデータ１９１、および複数のクリップメタデータ１９２－１乃至クリッ
プメタデータ１９２－１５から構成される。クリップメタデータ１９２－１乃至クリップ
メタデータ１９２－１５を個々に区別する必要がないとき、単に、クリップメタデータ１
９２と称する。
【０１１０】
　即ち、例えば、１つの映像プログラムに関係する構成表メタデータは、１つのプログラ
ムメタデータ１９１と、撮影したクリップ数に相当する数（図７で示される例では１５個
）のクリップメタデータ１９２とを含む。なお、図７においては、クリップメタデータ１
９２－１乃至クリップメタデータ１９２－１５のそれぞれがプログラムメタデータ１９１
中のどのカットに関連付けられているかを分かり易くするため、複数のクリップメタデー
タ１９２を縦に連結して表現しているが、実際には、各クリップメタデータ１９２はクリ
ップ毎に独立した１つのファイルとして管理されている。
【０１１１】
　次に、図７乃至図９を参照して、プログラムメタデータ１９１について詳細に説明する
。また、図８および図９は、図２に示した構成表メタデータの一部を拡大して示す説明図
である。なお、図９においては、クリップメタデータの一部のみを示す。
【０１１２】
　プログラムメタデータ１９１は、図７に示すように、例えば、プログラム識別階層、取
材階層、シーン階層、カット階層からなる階層構造を有している。これらの階層のうち、
例えば、プログラム識別階層が最上位階層であり、取材階層がこのプログラム識別階層の
下位階層であり、さらに、シーン階層がこの取材階層の下位階層であり、カット階層が最
下位階層である。
【０１１３】
　具体的には、図７に示すプログラムメタデータ１９１において、プログラム識別階層は
、例えば、プログラムを識別するためのメタデータを有している。また、取材階層は、例
えば、２つの取材に関するメタデータを有している。さらに、シーン階層は、例えば、５
つのシーンに関するメタデータを有している。最後に、カット階層は、例えば、１３つの
カットに関するメタデータを有している。換言すると、図７に示した構成表メタデータの
映像プログラムは、例えば、２つの取材から構成されている、５つのシーンから構成され
ている、或いは、１３つのカットから構成されているということができる。
【０１１４】
　このように、プログラムメタデータ１９１は、プログラム識別階層を頂点とし、取材階
層、シーン階層、カット階層に遷移するにつれて徐々に細分化されるようなツリー構造を
有する。なお、プログラムメタデータ１９１の階層構造は、上述した例に限定されない。
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例えば、プログラムメタデータ１９１の階層構造は、少なくともプログラム識別階層とカ
ット階層さえ含めばよく、取材階層またはシーン階層は必ずしも含まなくともよい。一方
、プログラムメタデータ１９１の階層構造は、上述した４つ以外にも、さらに新たな階層
を含んでもよい。
【０１１５】
　また、プログラムメタデータ１９１の各階層において、例えば、上方の欄に記入されて
いる取材、シーン、カットほど、シナリオ順が先であることを示す。例えば、図７に示す
映像プログラムを構成する５つのシーンのうち、最上段の欄のシーンがシナリオの最初の
シーンであり、一方、最下段の欄のシーンがシナリオの最終のシーンとなる。
【０１１６】
　次に、かかる構造のプログラムメタデータ１９１が有するメタデータの内容について説
明する。
【０１１７】
　まず、プログラムメタデータ１９１は、全体としては、例えば、制作指示情報と、プロ
グラム撮影状況情報と、クリップ関連付け情報などを含んでいる。これらのうち、例えば
、制作指示情報およびプログラム撮影状況情報は、階層構造化されており、一方、クリッ
プ関連付け情報は、例えば、カット階層にのみ含まれている。以下に、制作指示情報、プ
ログラム撮影状況情報およびクリップ関連付け情報についてそれぞれ説明する。
【０１１８】
　制作指示情報は、企画構成部署が、取材部署や編集部署などに映像プログラムの制作内
容を指示するために作成するメタデータであり、映像プログラムのシナリオに該当するメ
タデータである。この制作指示情報は、企画構成部署担当者の入力に基づいて、企画用端
末装置１１によって生成され、プログラムメタデータ１９１内の該当欄に書き込まれる。
映像プログラムの制作を分担する各部署は、かかる制作指示情報を閲覧することにより、
制作すべき映像プログラムの内容を把握できる。
【０１１９】
　かかる制作指示情報は、例えば、プログラムメタデータ１９１において、プログラム識
別階層全体、取材階層の「取材指示」、シーン階層の「シーン指示」、およびカット階層
の「カット指示」の欄に、例えばテキストデータとして記入される。この結果、制作指示
情報は、全体として階層構造化されることとなる。制作指示情報がこのように階層構造化
されていることにより、企画構成部署の意図（シナリオ）を明確かつ簡潔に表現すること
ができる。
【０１２０】
　プログラム撮影状況情報は、例えば、カット階層以上の階層（例えば、カット階層、シ
ーン階層、取材階層等）に対応した撮影状況に関するメタデータである。このプログラム
撮影状況情報とは、より具体的には、例えば、取材・撮影した映像に関する連絡事項や注
意事項、提案事項、撮影した情景の特徴や印象、或いは、取材・撮影作業で発生した事項
などである。かかるプログラム撮影状況情報は、例えば、取材部署担当者の入力に基づい
てフィールドＰＣ１５によって生成され、プログラムメタデータ１９１内の該当欄に書き
込まれる。映像プログラムの制作を分担する各部署は、かかるプログラム撮影状況情報を
閲覧することにより、映像撮影時における撮影状況を把握できる。
【０１２１】
　かかるプログラム撮影状況情報は、例えば、プログラムメタデータ１９１において、取
材階層の「取材メモ」、シーン階層の「シーンメモ」、およびカット階層の「カットメモ
」の欄に、例えばテキストデータとして記載される。この結果、プログラム撮影状況情報
もまた、全体として階層構造化されることとなる。プログラム撮影状況情報がこのように
階層構造化されていることにより、上記撮影状況を明確かつ簡潔に表現することができる
。なお、本実施形態にかかるプログラムメタデータ１９１では、プログラム識別階層に上
記プログラム撮影状況情報を含んでいないが、かかる例に限定されず、例えば、プログラ
ム識別階層に上記プログラム撮影状況情報を記載できるようにしてもよい。
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【０１２２】
　クリップ関連付け情報は、クリップの映像コンテンツデータおよびクリップメタデータ
１９２を、カットに関連付けるためのメタデータである。より具体的には、このクリップ
関連付け情報は、例えば、「テイクデータ」情報、「ＯＫ／ＮＧ」情報、「ビデオファイ
ル名」情報、「ローレゾファイル名」情報および「クリップメタデータファイル名」情報
などからなるが、詳細については後述する。クリップ関連付け情報は、例えば、取材部署
または編集部署担当者の入力に基づいて、取材用端末装置１３または編集用端末装置１６
によって生成され、プログラムメタデータ１９１のカット階層内の該当欄に書き込まれる
。映像プログラムの制作を分担する各部署は、かかるクリップ関連付け情報を閲覧するこ
とにより、カットに対していかなるクリップが割り当てられているかを把握できる。さら
に、編集用端末装置１６なども、例えば、かかるクリップ関連付け情報に基づいて、カッ
トとクリップの関連性を自動的に判断することができる。
【０１２３】
　次に、図８および図９を参照しながら、プログラムメタデータ１９１のメタデータ項目
の具体例について、各階層毎に、詳細に説明する。
【０１２４】
　まず、プログラム識別階層には、図８に示すように、例えば、「プログラムＩＤ：［Ｉ
Ｄ］」、「プログラムタイトル：［Ｔｔｌ］」などの項目が設けられる。「プログラムＩ
Ｄ」には、映像プログラム毎に付される固有のＩＤが記入される。図８の例の映像プログ
ラムには、例えば「Ｐ２００２－１０」なるプログラムＩＤが付されている。このプログ
ラムＩＤにより、そのプログラムメタデータ１９１がいかなる映像プログラムに関するも
のであるかを識別することができる。「プログラムタイトル」には、映像プログラムのタ
イトルが記入される。図８の例では、「東西麺つゆの境界線」なるタイトルが記入されて
いる。
【０１２５】
　次に、取材階層は、図８に示すように、「取材指示」の欄と、「取材メモ」の欄に区分
されている。
【０１２６】
　「取材指示」の欄は、企画構成部署の担当者が取材レベルの制作指示情報を記入するた
めの欄である。この「取材指示」の欄には、例えば、「取材ＩＤ：［ＩＤ］」、「取材タ
イトル：［Ｔｔｌ］」、「カメラマン：［Ｃａｍ］」、「レポータ：［Ｒｅｐ］」、「場
所：［Ｐｌｃ］」、「指定時刻：［Ｔｉｍ］」、「取材指示内容：［Ｄｓｃ］」などの項
目が設けられる。
【０１２７】
　「取材ＩＤ」には、取材毎に付される固有のＩＤが記入される。例えば、図８に示す取
材には、例えば「Ａ２００２－１００１」なる取材ＩＤが付されている。この取材ＩＤに
より、例えば、その取材がいかなる映像プログラムに属する何番目の取材であるかを識別
することができる。
【０１２８】
　「取材タイトル」には、取材のタイトルが記入される。図８の例では、「名古屋の麺つ
ゆ」なるタイトルが記入されている。
【０１２９】
　「カメラマン」には、当該取材を担当するよう指名されたカメラマンの名前またはＩＤ
が記入される。
【０１３０】
　「レポータ」には、当該取材を担当するよう指名されたレポータの名前またはＩＤが記
入される。
【０１３１】
　「場所」には、当該取材を行う場所の指示が記入される。
【０１３２】
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　「指定時刻」には、取材開始時刻および終了時刻の指示が記入される。
【０１３３】
　「取材指示内容」には、取材指示の内容が記入される。この取材指示とは、例えば、当
該取材の目的、概要などである。
【０１３４】
　また、「取材メモ」の欄は、取材部署の担当者が取材レベルのプログラム撮影状況情報
を記入するための欄である。この「取材メモ」の欄には、「取材メモ内容：［Ｄｓｃ］」
などの項目が設けられる。
【０１３５】
　「取材メモ内容」には、例えば、取材レベルの取材・撮影状況のメモが記入される。具
体的には、例えば、取材担当者が取材全体を通して気づいた連絡事項、注意事項および提
案事項、取材場所の特徴および印象、取材作業全体で発生した事項などの情報が主に記入
される。
【０１３６】
　次に、シーン階層は、図８で示されるように、「シーン指示」の欄と、「シーンメモ」
の欄とに区分されている。
【０１３７】
　「シーン指示」の欄は、企画構成部署の担当者がシーンレベルの制作指示情報を記入す
るための欄である。この「シーン指示」の欄には、例えば、「シーン番号：［Ｎｏ］」、
「シーンタイトル：［Ｔｔｌ］」、「シーン指示内容：［Ｄｓｃ］」などの項目が設けら
れる。
【０１３８】
　「シーン番号」には、１つの取材を構成する１または２以上のシーンに付される固有の
番号が記入される。このシーン番号は、例えば、１つの取材内においてシーン順に通し番
号で付されるので、１つの取材内で同一のシーン番号が用いられることはない。例えば、
図８に示す取材（「名古屋のつゆ」の取材）は、２つのシーンから構成されており、この
うち、シーン順が１番目のシーンにはシーン番号「１」が付され、２番目のシーンにはシ
ーン番号「２」が付されている。このように、シーン番号はシーンの構成順を指示する情
報であるともいえる。
【０１３９】
　「シーンタイトル」には、シーンのタイトルが記入される。図８の例では、「店の外観
」または「店の名」なるタイトルが記入されている。
【０１４０】
　「シーン指示内容」には、シーン指示の内容が記入される。このシーン指示とは、撮影
すべきシーン構成の指示であり、例えば、当該シーンの概要、展開などである。このよう
な、「シーンタイトル」および「シーン指示内容」に記載された内容は、シーン構成を指
示するシナリオに該当する。
【０１４１】
　また、「シーンメモ」の欄は、取材部署の担当者がシーンレベルのプログラム撮影状況
情報を記入するための欄である。この「シーンメモ」の欄には、「シーンメモ内容：［Ｄ
ｓｃ］」などの項目が設けられる。
【０１４２】
　「シーンメモ内容」には、例えば、シーンレベルの取材・撮影状況のメモが記入される
。具体的には、例えば、取材担当者がシーンレベルで気づいた連絡事項、注意事項および
提案事項、撮影したシーンの特徴および印象、シーンの撮影作業で発生した事項などの情
報が主に記入される。
【０１４３】
　次に、カット階層は、図９に示すように、「カット指示」の欄と、「カットメモ」の欄
と、「クリップ関連付け情報」の欄とに区分されている。
【０１４４】
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　「カット指示」の欄は、企画構成部署の担当者がカットレベルの制作指示情報を記入す
るための欄である。この「カット指示」の欄には、例えば、「カット番号：［Ｎｏ］」、
「カットタイトル：［Ｔｔｌ］」などの項目が設けられる。「カット番号」には、１つの
シーンを構成する１または２以上のカットに付される固有の番号が記入される。このカッ
ト番号は、例えば、１つのシーン内において通し番号で付されるので、１つのシーン内で
同一のカット番号が用いられることはない。図９の例では、シーン番号１のシーン（即ち
、「店の外観」のシーン）は、２つのカットから構成されており、このうち、カット順が
１番目のカットにはカット番号「１」が付され、２番目のカットにはカット番号「２」が
付されている。このように、かかるカット番号はカットの構成順を指示する情報であると
もいえる。「カットタイトル」には、カットのタイトルが記入される。図９の例では、「
店の全体」または「店の入り口」なるタイトルが記入されている。このカットタイトルの
内容は、例えば、撮影すべきカット内容を指示する情報として機能する（即ち、カット構
成を指示するシナリオに該当する。）ので、カメラマンが撮影対象を特定できる程度具体
的に記入されることが好ましい。なお、例えば、「カット指示」の欄が、カットの内容を
より詳細に指示するための「カット指示内容」の項目をさらに含むように構成してもよい
。
【０１４５】
　また、「カットメモ」の欄には、取材部署の担当者がカットレベルのプログラム撮影状
況情報を記入するための欄である。この「カットメモ」の欄には、「カットメモ内容：［
Ｄｓｃ］」などの項目が設けられる。
【０１４６】
　「カットメモ内容」には、例えば、カットレベルの取材・撮影状況のメモが記入される
。具体的には、例えば、取材担当者がカットレベルで気づいた連絡事項、注意事項および
提案事項、撮影したカットの特徴および印象、カットの撮影作業で発生した事項などの情
報が主に記入される。
【０１４７】
　また、「クリップ関連付け情報」の欄は、例えば、取材用端末装置１３および編集用端
末装置１６がクリップ関連付け情報を入力するための欄である。この「クリップ関連付け
情報」の欄には、「テイクデータ（「クリップ番号」、「Ｉｎ点」および「Ｏｕｔ点」）
」、「ＯＫ／ＮＧ」、「ビデオファイル名」、「ローレゾファイル名」、「クリップメタ
データファイル名」などの項目が設けられる。
【０１４８】
　「テイクデータ」には、「クリップ番号」、「Ｉｎ点」および「Ｏｕｔ点」などの項目
が設けられる。
【０１４９】
　「クリップ番号」には、クリップ毎に付される固有の番号が記入される。このクリップ
番号とは、例えば、取材部署側で新たなクリップが実行される度にそのクリップに対して
順次付されていく番号であり、企画構成側の意図したシナリオとは無関係に付されるもの
である。従って、原則として、異なるクリップに対して同一のクリップ番号が用いられる
ことはない。また、かかるクリップ番号は、例えば、ＵＭＩＤ（Ｕｎｉｑｕｅ　Ｍａｔｅ
ｒｉａｌ　ＩＤ）、即ち、映像素材（クリップ単位の映像コンテンツデータ）ごとに付さ
れた識別ＩＤとしても機能するものである。このようにして、映像素材にシナリオとは無
関係なクリップ番号を付することで、シナリオと映像素材を分離することができる。また
、例えば、複数の映像プログラム間においても、同一のクリップ番号を付さないようにす
ることで、シナリオと映像素材をより完全に分離できる。なお、クリップ番号は、例えば
、撮像装置１４によって自動的に作成されて、入力される。
【０１５０】
　「Ｉｎ点」および「Ｏｕｔ点」には、例えば、編集作業において決定された編集開始位
置（Ｉｎ点）のタイムコードと、編集終了位置（Ｏｕｔ点）のタイムコードとが入力され
る。このタイムコードが例えば「０９：４３：５２：０１」と入力されている場合には、
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「９時４３分５２秒の第１フレーム」であることを意味する。かかるＩｎ点およびＯｕｔ
点情報は、クリップの映像コンテンツデータから必要な映像部分を抽出した範囲を表す情
報、即ち、映像プログラムに用いられる有効範囲を表す情報の一例である。なお、このＩ
ｎ点およびＯｕｔ点情報は、タイムコードだけではなく、例えば日付情報を含んでもよい
。
【０１５１】
　「ＯＫ／ＮＧ」には、「ＯＫ」または「ＮＧ」が入力される。「ＯＫ」と入力された場
合には、クリップ（テイク）の映像コンテンツデータが採用されるべきものであることを
表す。一方、「ＮＧ」と入力された場合には、クリップ（テイク）の映像コンテンツデー
タが不採用とすべきものであることを表す。１のカットについて複数のクリップが関連付
けられている場合、原則として、「ＯＫ」とされるのは、１つのクリップだけであり、そ
の他は「ＮＧ」とされる。このように、かかるＯＫ／ＮＧ情報は、カットに関連付けられ
たクリップの中からいずれか１つの採用すべきクリップを選択する情報として機能する。
なお、かかるＯＫ／ＮＧ情報は、例えば、撮像装置１４またはフィールドＰＣ１５によっ
て、手動または自動で入力される。また、「ＯＫ」または「ＮＧ」を保留する「Ｋｅｅｐ
」が入力される場合もある。
【０１５２】
　１つのカットの全てのテイクに「ＯＫ」、「ＮＧ」、および「Ｋｅｅｐ」のいずれも設
定されていないとき、先頭のテイクがカットに採用される。
【０１５３】
　「ビデオファイル名」には、クリップのオリジナル映像が記録されているファイル名が
入力される。このビデオファイル名は、クリップ番号と同様に、映像素材ごとに固有のフ
ァイル名が、シナリオとは無関係に付されている。かかるビデオファイル名は、カットに
関連付けられたクリップのオリジナル映像の所在を表す情報として機能する。なお、かか
るビデオファイル名は、例えば、撮像装置１４またはフィールドＰＣ１５によって、手動
または自動で入力される。
【０１５４】
　「ローレゾファイル名」には、クリップのローレゾリューション映像が記録されている
ファイル名が入力される。このローレゾファイル名も、クリップ番号と同様に、映像素材
ごとに固有のファイル名が、シナリオとは無関係に付されている。かかるビデオファイル
名は、カットに関連付けられたクリップのローレゾリューション映像の所在を表す情報と
して機能する。なお、かかるローレゾファイル名は、例えば、撮像装置１４またはフィー
ルドＰＣ１５によって、手動または自動で入力される。
【０１５５】
　「クリップメタデータファイル名」には、当該クリップに対応したクリップメタデータ
のファイル名が入力される。かかるクリップメタデータファイル名は、プログラムメタデ
ータ１９１のカット階層とクリップメタデータ１９２を関連付ける情報として機能する。
なお、かかるクリップメタデータファイル名は、例えば、撮像装置１４またはフィールド
ＰＣ１５によって、手動または自動で入力される。
【０１５６】
　このようにクリップ関連付け情報によって、プログラムメタデータ１９１内のカットに
対して、クリップを従属させることができる。例えば、図７の例では、プログラムＩＤ：
「Ｐ２００２－１０」、取材ＩＤ：「Ａ２００２－１００１」、シーン番号：「１」、カ
ット番号：「１」で特定されるカット（最上段の欄のカット）には、クリップ番号「１」
および「２」で特定される２つのクリップがリンクされている。このように、クリップ関
連付け情報は、企画構成部署側で意図したカットと、取材部署側で得た実際の映像素材と
を結びつける機能を有する。
【０１５７】
　以上、プログラムメタデータ１９１内の各項目、およびそのメタデータの内容について
詳細に説明した。なお、プログラムメタデータ１９１内の項目および内容は、上記例に限
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定されず、上記以外にも、例えば、取材用機材の指示、制作スケジュール、作業の進捗状
況、代表的な静止画像、他部署の作業に関するメモなど、映像プログラムの制作に関わる
各種情報が入力されてもよい。
【０１５８】
　次に、図７、図９および図１０に基づいて、クリップメタデータ１９２について詳細に
説明する。なお、図１０は、１つのクリップメタデータ１９２の内容を詳細に例示する説
明図である。
【０１５９】
　まず、クリップメタデータ１９２の構造およびプログラムメタデータ１９１との関係に
ついて説明する。
【０１６０】
　クリップメタデータ１９２は、撮像装置１４によってあるクリップの映像コンテンツデ
ータが記録されると、例えば、このクリップの映像コンテンツデータと１対１対応して作
成される。即ち、クリップの撮影が行われる度に、新たなクリップメタデータ１９２が作
成される。従って、撮影したクリップの回数が多いほど、作成されるクリップメタデータ
１９２のファイル数も多くなることになる。例えば、図７で示される例では、１３個のカ
ットに対して１５個のクリップが実行されているため、作成されたクリップメタデータ１
９２のファイル数も１５個になっている。
【０１６１】
　このように、クリップメタデータ１９２のファイルは、プログラムメタデータ１９１の
ファイルとは別個の独立したファイルとしてクリップ毎に作成される。
【０１６２】
　さらに、かかるクリップメタデータ１９２は、例えば、プログラムメタデータ１９１内
のクリップ関連付け情報（「クリップメタデータファイル名」の項目）によって、映像コ
ンテンツデータとともに上記カット階層のカットに関連付けられている。例えば、クリッ
プメタデータ１９２－１は、プログラムＩＤ：「２００２－１０」、取材ＩＤ：「２００
２－１００１」、シーン番号：「１」、カット番号：「１」で特定されるカットに、関連
付けられている。この際、クリップメタデータ１９２－１は、ビデオファイル１およびロ
ーレゾファイル１とともにカットに関連付けられている。さらに、このカットには、クリ
ップメタデータ１９２－２も関連付けられている。このように、１つのカットに対して２
つのクリップメタデータ１９２を関連付けることもできる。また、逆に、１つのクリップ
メタデータ１９２を異なる２以上のカットに関連付けることもできる。
【０１６３】
　次に、クリップメタデータ１９２の内容について説明する。
【０１６４】
　クリップメタデータ１９２の内容は、例えば、クリップ撮影条件情報およびクリップ撮
影状況情報などである。このクリップ撮影条件情報とは、例えば、クリップの撮影条件や
撮影状態その他のクリップに関する客観的なメタデータである。かかるクリップ撮影条件
情報は、例えば、撮像装置１４などによって自動的に生成され、クリップメタデータ１９
２内に書き込まれる。また、クリップ撮影状況情報とは、例えば、クリップの撮影処理レ
ベルでの撮影状況に関する主観的なメタデータである。かかるクリップ撮影状況情報は、
例えば、取材部署担当者の入力に基づいてフィールドＰＣ１５などによって生成され、ク
リップメタデータ１９２内に書き込まれる。
【０１６５】
　具体例を挙げて説明すると、図１０に示すように、クリップメタデータ１９２には、ク
リップ撮影状況情報である「クリップメモ内容：［Ｄｓｃ］」と、クリップ撮影条件情報
である「日付：［Ｄａｔｅ］」、「時刻：［Ｔｉｍｅ］」、「緯度経度情報：［Ｐｏｓ］
」、「機器番号：［Ｍａｃｈｉｎｅ］」および「機器設定情報：［Ｓｅｔｕｐ］」などの
項目が設けられる。
【０１６６】
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　「クリップメモ内容」には、例えば、クリップレベルの撮影状況のメモが記入される。
具体的には、例えば、クリップの撮影時において、取材担当者が気づいた連絡事項、注意
事項および提案事項、クリップの特徴および印象、クリップの撮影作業で発生した事項、
当該クリップの映像コンテンツデータに関する事項などの情報が主に記入される。
【０１６７】
　「日付」には、当該クリップの撮影を行った日付が入力される。
【０１６８】
　「時刻」には、当該クリップの撮影を行った時刻が入力される。
【０１６９】
　「緯度経度情報」には、当該クリップの撮影を行った場所の緯度および経度情報（ＧＰ
Ｓ情報）が入力される。
【０１７０】
　「機器番号」には、当該クリップの撮影を行った撮像装置１４の機器番号が入力される
。
【０１７１】
　「機器設定情報」には、当該クリップの撮影を行った撮像装置１４の設定（セットアッ
プ）情報が入力される。この機器設定情報は、例えば、カメラのフィルタの種類、ホワイ
トバランススイッチ、ゲインスイッチ、ＤＣＣ（ダイナミックコントラストコントロール
）スイッチ、シャッタスイッチ、エクステンダースイッチ等の状態（スイッチのｏｎ／ｏ
ｆｆやレベル等）などである。
【０１７２】
　以上のようにクリップメタデータ１９２は、あくまで、実際の撮影処理であるクリップ
に関するメタデータからなり、シナリオ等の企画構想に関するメタデータなどは含んでい
ない。かかる内容のクリップメタデータ１９２を参照することによって、映像プログラム
の制作を分担する各部署は、例えば、クリップメタデータ１９２に対応する映像コンテン
ツデータの内容、撮影条件、機器の状態などを把握できる。クリップメタデータ１９２内
の情報は、特に、編集部署において映像コンテンツデータの編集作業を行う際に有用であ
る。
【０１７３】
　次に、編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示さ
せる画面を説明する。
【０１７４】
　図１１乃至図２９は、編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であ
るLCDに表示させる画面の例を示す図である。編集プログラム１５１は、フィールドＰＣ
１５の出力部１１７であるLCDに、GUI（Graphical User Interface）としての表示画面で
あるウィンドウ３０１を表示させる。所定の場合、図１１で示されるように、ウィンドウ
３０１は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１、ストラクチャーウィンドウ３
１２、およびモニターウィンドウ３１３を含む。
【０１７５】
　ディスクインフォメーションウィンドウ３１１は、ディスク情報表示プログラム１６２
によって表示が制御される、GUIとしての表示画面である。ストラクチャーウィンドウ３
１２は、構成表表示プログラム１６３によって表示が制御される、GUIとしての表示画面
である。モニターウィンドウ３１３は、エッセンスマーク設定プログラム１６１によって
表示が制御される、GUIとしての表示画面である。
【０１７６】
　図１２は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の構成を説明する図である。
タイトルバー３３１には、ディスクインフォメーションウィンドウの名称（図中の”Disc
 Information Window”）および選択されているクリップ等の略称が表示される。例えば
、ディスク１（図中の”Disc 1”）のクリップ５（図中の”Clip5”）が選択されている
とき、ディスク情報表示プログラム１６２は、タイトルバー３３１に、”Disc 1”および
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”Clip5”の略称である”D1-<C5>”を表示させる。
【０１７７】
　ツリー（Tree）表示部３３２には、光ディスク１７毎のクリップの構成が表示される。
例えば、３つのDisc1乃至Disc3である光ディスク１７が使用されているとき、ディスク情
報表示プログラム１６２のディスク情報ツリー表示プログラムは、ツリー表示部３３２に
、ディスク情報表示プログラム１６２を示す文字または図形（例えば、図中の”Disc Man
ager”）を表示させ、ディスク情報表示プログラム１６２の下位階層を示す位置に、Disc
1乃至Disc3のそれぞれを示す文字または図形を表示させる。例えば、Disc1である光ディ
スク１７に、Clip1乃至Clip6である６つのクリップが記録されているとき、ディスク情報
表示プログラム１６２のディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３
２に、Disc1を示す文字または図形を表示させ、Disc1の下位階層を示す位置に、６つのCl
ip1乃至Clip6のそれぞれを示す文字または図形を表示させる。
【０１７８】
　このように、ツリー表示部３３２には、ディスク情報表示プログラム１６２を示す文字
または図形をルートとして、ディスクを示す文字または図形、クリップを示す文字または
図形、およびエッセンスマークを示す文字または図形をノードとする木構造（階層構造）
で、ディスク、クリップ、およびエッセンスマークの関係が表示される。
【０１７９】
　ディスクインフォメーションウィンドウ３１１において、ルート、ディスク、クリップ
、またはエッセンスマークが選択されているとき、ウィンドウ３０１には、モニターウィ
ンドウ３１３が表示される。
【０１８０】
　ツリー表示部３３２において、ディスク情報表示プログラム１６２を示す文字または図
形（例えば、図中の”Disc Manager”）がクリックされることにより選択された場合、デ
ィスク情報表示プログラム１６２は、図１３で示されるように、ツリー表示部３３２に、
ディスク情報表示プログラム１６２の下位階層を示す位置に、Disc1乃至Disc3のそれぞれ
を示す文字または図形を表示させ、ディスク以下の階層の表示を消去する。
【０１８１】
　ここで、クリックとは、入力部１１８であるマウスの左ボタンを押圧して、離す操作を
いう。使用者は、入力部１１８であるマウスに、クリック、ダブルクリック、またはドラ
ッグなどの操作を加えて、編集プログラム１５１に指令を与える。
【０１８２】
　ツリー表示部３３２において、Disc1を示す文字または図形がクリックされることによ
り選択された場合、ディスク情報表示プログラム１６２は、図１４で示されるように、ツ
リー表示部３３２に、Disc1の下位階層を示す位置に、Clip1乃至Clip6のそれぞれを示す
文字または図形を表示させる。
【０１８３】
　ツリー表示部３３２において、Clip1を示す文字または図形がクリックされることによ
り選択された場合、ディスク情報表示プログラム１６２は、図１５で示されるように、ツ
リー表示部３３２に、Clip1の下位階層を示す位置に、エッセンスマークを示す文字また
は図形を表示させる。
【０１８４】
　図１２に戻り、ディスク情報表示プログラム１６２のディスク情報ツリー表示プログラ
ム１７５は、スクロールバー３３３が操作されたとき、ツリー表示部３３２の表示をスク
ロールさせる。
【０１８５】
　サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２のそれぞれには、ディスクの代表画、ク
リップの代表画、またはエッセンスマークが設定されている（時点の）映像（例えば、フ
レームの映像）のサムネイルなどが表示される。例えば、ディスク情報表示プログラム１
６２のサムネイル表示プログラム１７６は、ツリー表示部３３２において、１つのクリッ
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プが選択されているとき、サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２のそれぞれに、
エッセンスマークが設定されている映像のサムネイルを表示させる。例えば、ディスク情
報表示プログラム１６２のサムネイル表示プログラム１７６は、ツリー表示部３３２にお
いて、１つのクリップが選択されているとき、サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－
１２のそれぞれに、キーフレームであるエッセンスマークが設定されている映像のサムネ
イルを表示させる。
【０１８６】
　以下、サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２を個々に区別する必要がないとき
、単に、サムネイル表示部３３４と称する。
【０１８７】
　サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２のいずれかをクリックして、選択し、メ
ニューから代表画設定コマンドを実行したとき、ディスク情報表示プログラム１６２は、
選択されているサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２に表示されている画像を代
表画に設定する。例えば、エッセンスマークが設定されている映像のサムネイルを表示し
ているサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２のいずれかをクリックして、選択し
、メニューから代表画設定コマンドを実行したとき、ディスク情報表示プログラム１６２
は、選択されているサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２に表示されている、エ
ッセンスマークが設定されている映像のサムネイルを、クリップの代表画に設定する。
【０１８８】
　例えば、クリップの代表画を表示しているサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１
２のいずれかをクリックして、選択し、メニューから代表画設定コマンドを実行したとき
、ディスク情報表示プログラム１６２は、選択されているサムネイル表示部３３４－１乃
至３３４－１２に表示されているクリップの代表画をディスクの代表画に設定する。
【０１８９】
　１つのクリップが選択されている場合、選択されたクリップにエッセンスマークが設定
されているとき、サムネイル表示プログラム１７６は、図１６で示されるように、サムネ
イル表示部３３４に、ディスクのID（IDentifier）、エッセンスマークが設定されている
映像上の時刻を示すタイムカウント（TC:Time Count）、およびクリップが撮像が開始さ
れた日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０１９０】
　１つのクリップが選択されている場合、選択されたクリップにエッセンスマークが設定
されていないとき、サムネイル表示プログラム１７６は、図１７で示されるように、サム
ネイル表示部３３４に、ディスクのID（IDentifier）、クリップの長さ（Dur:Duration）
、およびクリップが撮像された日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０１９１】
　なお、サムネイル表示部３３４において、タイムカウントは、Durationを表示する色と
異なる色で表示される。例えば、文字そのものの色が変更されるか、または背景の色が変
更されるか、枠が変更される。このようにすることで、使用者は、サムネイル表示部３３
４において、タイムカウントが表示されているか、Durationが表示されているかを、ひと
目で認識することができる。
【０１９２】
　図１２に戻り、ディスク情報表示プログラム１６２のサムネイル表示プログラム１７６
は、スクロールバー３３５が操作されたとき、サムネイル表示部３３４－１乃至３３４－
１２の表示をスクロールさせる。
【０１９３】
　ボタン３３６がクリックされたとき、ディスク情報表示プログラム１６２は、ディスク
インフォメーションウィンドウ３１１を閉じる。
【０１９４】
　図１８は、ストラクチャーウィンドウ３１２の構成を説明する図である。タイトルバー
３５１には、ストラクチャーウィンドウの名称（図中の”Structure Window”）および選
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択されているクリップ等の略称が表示される。例えば、プログラム１（図中の”Program1
”）のエピソード１（図中の”Epsode1”）のシーン１（図中の”Scene1”）のカット１
（図中の”Cut1”）のテイク１が選択されているとき、構成表表示プログラム１６３は、
タイトルバー３５１に、”Program1”，”Epsode1”，”Scene1”，”Cut1”、および”T
ake1”の略称である”P1-E1-S1-C1-<T1>”を表示させる。
【０１９５】
　構成表ツリー表示部３５２には、構成表メタデータを基に、構成表の構成が表示される
。例えば、構成表表示プログラム１６３の構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表
ツリー表示部３５２に、プログラムを示す文字または図形（例えば、図中の”Program1”
）を表示させ、プログラムの下位階層を示す位置に、エピソードを示す文字または図形（
例えば、図中の”Epsode1”または”Epsode2”）を表示させ、エピソードの下位階層を示
す位置に、シーンを示す文字または図形（例えば、図中の”Scene1”乃至”Scene3”）を
表示させ、シーンの下位階層を示す位置に、カットを示す文字または図形（例えば、図中
の”Cut1”または”Cut2”）を表示させる。
【０１９６】
　このように、構成表ツリー表示部３５２には、構成表ツリー表示プログラム１７７を示
す文字または図形をルートとして、プログラムを示す文字または図形、エピソードを示す
文字または図形、シーンを示す文字または図形、カットを示す文字または図形、およびテ
イクを示す文字または図形をノードとする木構造（階層構造）で、プログラム、エピソー
ド、シーン、カット、およびテイクの階層関係が表示される。
【０１９７】
　また、構成表表示プログラム１６３の構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツ
リー表示部３５２に、プログラムを示す文字または図形に対応させて、プログラムのタイ
トル（例えば、図中の”Program1 Title”）を表示させ、エピソードを示す文字または図
形に対応させて、エピソードのタイトル（例えば、図中の”Epsode1 Title”）を表示さ
せる。さらに、構成表表示プログラム１６３の構成表ツリー表示プログラム１７７は、構
成表ツリー表示部３５２に、シーンを示す文字または図形に対応させて、シーンのタイト
ル（例えば、図中の”Scene1 Title”）を表示させ、カットを示す文字または図形に対応
させて、カットのタイトル（例えば、図中の”Cut1 Title”）を表示させる。
【０１９８】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４に、
エピソードの映像のサムネイル、エピソードの代表画、シーンの映像のサムネイル、シー
ンの代表画、カットの映像のサムネイル、カットの代表画、またはエッセンスマークが設
定されている（映像上の時点の）映像（例えば、フレーム）のサムネイルなどを表示させ
る。例えば、構成表ツリー表示部３５２においてエピソードが選択されているとき、サム
ネイル表示部３５３－１乃至３５３－４には、選択されているエピソードの下位（子供）
のシーンの画像のサムネイルまたはエピソードの代表画が表示される。
【０１９９】
　ここで、子供とは、プログラムに対して、そのプログラムに属するエピソード、エピソ
ードに対して、そのエピソードに属するシーン、シーンに対して、そのシーンに属するカ
ット、またはカットに対して、そのカットに属するテイクを言う。逆に、テイクに対して
、そのテイクが属するカット、カットに対して、そのカットが属するシーン、シーンに対
して、そのシーンが属するエピソード、エピソードに対して、そのエピソードが属するプ
ログラムを親と称する。
【０２００】
　サムネイル表示プログラム１８０は、スクロールバー３５４が操作されたとき、サムネ
イル表示部３５３－１乃至３５３－４の表示をスクロールさせる。
【０２０１】
　代表画表示プログラム１７９は、構成表ツリー表示部３５２において選択されている、
プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの代表画を代表画表示部３５６
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に表示させる。代表画表示プログラム１７９は、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３
－４に表示されている、サムネイルまたは代表画が選択され、ボタン３５５がクリックさ
れたとき、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４において選択されているサムネイ
ルまたは代表画を、構成表ツリー表示部３５２において選択されている、プログラム、エ
ピソード、シーン、カット、またはテイクの代表画に設定する。すなわち、代表画表示プ
ログラム１７９は、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４に表示されている、サム
ネイルまたは代表画が選択され、ボタン３５５がクリックされたとき、サムネイル表示部
３５３－１乃至３５３－４において選択されているサムネイルまたは代表画を、その親の
代表画に設定する。
【０２０２】
　また、代表画表示プログラム１７９は、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４に
表示されている、サムネイルまたは代表画を代表画表示部３５６にドラッグアンドドロッ
プしたとき、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４からドラッグアンドドロップさ
れたサムネイルまたは代表画を、サムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４に表示され
ているサムネイルまたは代表画の親の代表画に設定する。
【０２０３】
　このようにすることで、簡単に代表画を設定することができるようになる。
【０２０４】
　なお、テイクの代表画が選択されてカットの代表画とされた場合、代表画が選択された
テイクがカットに採用される。
【０２０５】
　付加情報表示部３５７には、構成表ツリー表示部３５２において選択されている、プロ
グラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの情報が表示される。例えば、付加
情報表示プログラム１７８は、構成表ツリー表示部３５２においてカットが選択されてい
るとき、選択されているカットの、タイトルなどの一般情報を付加情報表示部３５７に表
示する。また、例えば、付加情報表示プログラム１７８は、構成表ツリー表示部３５２に
おいてカットが選択されている場合、付加情報表示部３５７にタイトルまたはコメントが
入力されたとき、選択されているカットに入力されたタイトルまたはコメントを設定する
。
【０２０６】
　付加情報表示プログラム１７８は、ディテールボタン３５８がクリックされたとき、構
成表ツリー表示部３５２において選択されている、プログラム、エピソード、シーン、カ
ット、またはテイクの他の情報をさらに表示する。この場合、付加情報表示プログラム１
７８は、他の情報を付加情報表示部３５７に表示させるようにしてもよく、または、さら
に図示せぬ他のウィンドウを開いて、そのウィンドウに他の情報を表示させるようにして
もよい。
【０２０７】
　ボタン３５９がクリックされたとき、構成表表示プログラム１６３は、ストラクチャー
ウィンドウ３１２を閉じる。
【０２０８】
　図１９は、モニターウィンドウ３１３の構成を説明する図である。タイトルバー３７１
には、モニターウィンドウの名称（図中の”Monitor Window”）および選択されているク
リップ等の略称が表示される。例えば、ディスク１のクリップ５が選択されているとき、
エッセンスマーク設定プログラム１６１は、タイトルバー３７１に、”Disc 1”および”
Clip5”の略称である”D1-<C5>”を表示させる。エッセンスマーク設定プログラム１６１
は、略称ではなく、全てのタイトル（例えば、”Disc1 - Clip5”など）を表示するよう
にしてもよい。
【０２０９】
　画像表示部３７２には、映像コンテンツデータの映像データを基に、静止画像または動
画像である映像が表示される。例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６１の映像表
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示プログラム１７２は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１のサムネイル表示
部３３４－１乃至３３４－１２に表示されている代表画またはサムネイルがクリックされ
たとき、クリックされた代表画またはサムネイルに対応する映像データ（例えば、図６で
示される、名前がC001V01.MXFであるファイルから読み込まれた映像データ）を基に、映
像データにより表示される最初のフレームの画像を画像表示部３７２に表示させる。
【０２１０】
　また、例えば、映像表示プログラム１７２は、ストラクチャーウィンドウ３１２の代表
画表示部３５６またはサムネイル表示部３５３－１乃至３５３－４に表示されている代表
画またはサムネイルがクリックされたとき、クリックされた代表画またはサムネイルに対
応する映像データを基に、映像データにより表示される最初のフレームの画像を画像表示
部３７２に表示させるようにしてもよい。
【０２１１】
　さらに、例えば、映像表示プログラム１７２は、ディスクインフォメーションウィンド
ウ３１１のサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２に表示されているエッセンスマ
ークが付されている映像のサムネイルがクリックされたとき、エッセンスマークおよび映
像データを基に、エッセンスマークが付されている映像（フレーム）を画像表示部３７２
に表示させる。
【０２１２】
　例えば、エッセンスマークが設定されている映像のサムネイルを表示しているサムネイ
ル表示部３３４－１乃至３３４－１２のいずれかがダブルクリックされたとき、映像表示
プログラム１７２は、選択されているサムネイル表示部３３４－１乃至３３４－１２に対
応する、エッセンスマークが設定されているクリップの最初のフレームを画像表示部３７
２に表示させる。
【０２１３】
　映像表示プログラム１７２は、ポジションバー３７３が操作されたとき、操作の内容に
応じた映像を、映像データを基に画像表示部３７２に表示させる。ポジションバー３７３
には、フレームコントロールボタン３７４、フレームコントロールボタン３７５、エッセ
ンスマーカー３７６、およびエッセンスマーカー３７７が含まれる。
【０２１４】
　フレームコントロールボタン３７４がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２
は、時間的に１つ前のフレームの映像を画像表示部３７２に表示させる。フレームコント
ロールボタン３７５がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、時間的に１つ
後のフレームの映像を画像表示部３７２に表示させる。フレームコントロールボタン３７
４またはフレームコントロールボタン３７５にポインタが位置する状態で、マウスの左ボ
タンが継続して押圧された場合、画像表示部３７２に表示される映像は、早送りまたは早
戻しされる。この場合、押圧されている時間に応じて、例えば、0.5倍乃至1倍の可変速と
するようにしてもよい。
【０２１５】
　エッセンスマーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、画像表示部３７２に映
像が表示されている映像コンテンツデータに関係するクリップメタデータに設定されてい
るエッセンスマークの映像上の時間的位置を示す。すなわち、ポジションバー３７３の長
さは、画像表示部３７２に表示されている映像の時間的な長さを示し、例えば、ポジショ
ンバー３７３の左端は、映像の開始時刻を示し、ポジションバー３７３の右端は、映像の
終了時刻を示す。ディスクが選択されているとき、ポジションバー３７３の長さは、選択
されたディスクに記録されているクリップの映像の時間的な長さの合計を示す。クリップ
が選択されているとき、ポジションバー３７３の長さは、選択されたクリップの映像の時
間的な長さを示す。
【０２１６】
　すなわち、ポジションバー３７３の左端から、エッセンスマーカー３７６またはエッセ
ンスマーカー３７７が表示されている図中の横方向の距離は、映像の時間に対する、映像
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の開始時刻からエッセンスマークが設定されている時刻までの相対的な時間を示す。
【０２１７】
　したがって、使用者は、エッセンスマークが設定されている画像の位置を迅速に知るこ
とができる。
【０２１８】
　編集開始位置（Ｉｎ点）および編集終了位置（Ｏｕｔ点）が設定されていないクリップ
が選択された場合、図２０で示されるように、映像表示プログラム１７２は、ポジション
バー３７３の左端に、編集開始位置（Ｉｎ点）を示すＩｎ点マーカー４１１を配置し、ポ
ジションバー３７３の右端に、編集終了位置（Ｏｕｔ点）を示すＯｕｔ点マーカー４１２
を配置し、ポジションバー３７３の左端に、画像表示部３７２に表示されている映像の時
間的位置を示すと共に、画像表示部３７２に表示させる映像の時間的位置を調整するため
のスライダ４１３を表示させる。すなわち、この場合、クリップの全てが切り出されるこ
とになる。
【０２１９】
　Ｉｎ点マーカー４１１とＯｕｔ点マーカー４１２との間は、ポジションバー３７３に対
して色が変わるなどの強調表示される。
【０２２０】
　以下、ポジションバー３７３の左端に、編集開始位置（Ｉｎ点）を示すＩｎ点マーカー
４１１を配置し、ポジションバー３７３の右端に、編集終了位置（Ｏｕｔ点）を示すＯｕ
ｔ点マーカー４１２を配置することを、１００％表示とも称する。
【０２２１】
　映像を再生し、早送り、または早戻しし、映像上の時刻が変化すると、ポジションバー
３７３上のスライダ４１３の位置は、左右に移動することになる。逆に、ポジションバー
３７３上のスライダ４１３の位置をドラッグして移動させると、ポジションバー３７３上
のスライダ４１３の位置に対応した映像上の時刻の映像が、画像表示部３７２に表示され
る。
【０２２２】
　スライダ４１３をエッセンスマーカー３７６またはエッセンスマーカー３７７の位置に
移動させれば、エッセンスマークが設定されている画像を迅速に表示させることができる
。
【０２２３】
　編集開始位置（Ｉｎ点）および編集終了位置（Ｏｕｔ点）が設定されたクリップが選択
された場合、図２１で示されるように、映像表示プログラム１７２は、ポジションバー３
７３上の編集開始位置（Ｉｎ点）が設定された時刻に対応する位置に、Ｉｎ点マーカー４
１１を配置し、ポジションバー３７３上の編集終了位置（Ｏｕｔ点）が設定された時刻に
対応する位置に、Ｏｕｔ点マーカー４１２を配置する。
【０２２４】
　Ｉｎ点マーカー４１１がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、編集開始
位置（Ｉｎ点）が設定された時刻の映像を画像表示部３７２に表示させる。Ｏｕｔ点マー
カー４１２がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、編集終了位置（Ｏｕｔ
点）が設定された時刻の映像を画像表示部３７２に表示させる。
【０２２５】
　なお、エッセンスマーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、エッセンスマー
ク表示プログラム１７１によってモニターウィンドウ３１３に表示される。エッセンスマ
ーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、２つとは限らない。エッセンスマーク
表示プログラム１７１は、画像表示部３７２に映像が表示されている映像コンテンツデー
タに関係するクリップメタデータに設定されているエッセンスマークの数だけ、エッセン
スマーカーを、モニターウィンドウ３１３のポジションバー３７３に表示させる。
【０２２６】
　図１９に戻り、シャトルバー３７８が操作されたとき、映像表示プログラム１７２は、
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画像表示部３７２に表示されている映像の再生速度を制御する。例えば、シャトルバー３
７８のスライダ（図中の四角の部分）は、通常は、シャトルバー３７８のセンターに配置
され、スライダがセンターに位置するとき、映像表示プログラム１７２は、画像表示部３
７２に静止している映像を表示する。スライダがドラッグされて左側に移動されたとき、
映像表示プログラム１７２は、センターからの移動量に応じた速度で、映像上の時間が逆
に（過去に向かって）進行する映像（いわゆる、逆転再生の映像）を、画像表示部３７２
に表示させる。一方、スライダがドラッグされて右側に移動されたとき、映像表示プログ
ラム１７２は、センターからの移動量に応じた速度で、映像上の時間が順に（未来に向か
って）進行する映像を、画像表示部３７２に表示させる。
【０２２７】
　映像表示プログラム１７２は、TC表示部３７９に、タイムカウント（Time Count）を表
示させる。すなわち、映像表示プログラム１７２は、画像表示部３７２に表示されている
映像の、映像上の時刻をTC表示部３７９に表示する。
【０２２８】
　映像表示プログラム１７２は、Duration表示部３８０に、時間を表示させる。例えば、
ディスクインフォメーションウィンドウ３１１においてディスクが選択されているとき、
映像表示プログラム１７２は、Duration表示部３８０に、選択されているディスクの時間
的長さを表示させる。例えば、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１においてデ
ィスクが選択されているとき、映像表示プログラム１７２は、選択されているディスクに
記録されている映像の長さを、Duration表示部３８０に表示させる。
【０２２９】
　例えば、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１においてクリップが選択されて
いるとき、映像表示プログラム１７２は、選択されているクリップの映像の長さを、Dura
tion表示部３８０に表示させる。例えば、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１
においてエッセンスマークが選択されているとき、映像表示プログラム１７２は、Durati
on表示部３８０に”０”を表示させる。
【０２３０】
　映像表示プログラム１７２は、音声ボタン３８１がクリックされたとき、音声の出力を
制御するためのオーディオチャンネルセッティングウィンドウを開く（表示させる）。
【０２３１】
　図２２および図２３は、オーディオチャンネルセッティングウィンドウの例を示す図で
ある。ラジオボタン４４１は、ステレオ単位で音声データの選択をするためのボタンであ
る。スライダ４４２がドラッグされて上下に移動されたとき、映像表示プログラム１７２
は、スライダ４４２の位置に対応するように、出力する音声信号のレベル（ゲイン）を調
整する。図２３で示されるように、チェックボックス４４３がチェックされたとき、映像
表示プログラム１７２は、音声信号を出力させない。
【０２３２】
　ＯＫボタン４４４がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、オーディオチ
ャンネルセッティングウィンドウの操作に応じた音声に対する設定を取得し、オーディオ
チャンネルセッティングウィンドウを閉じる。一方、キャンセルボタン４４５がクリック
されたとき、映像表示プログラム１７２は、オーディオチャンネルセッティングウィンド
ウの操作に応じた音声に対する設定を破棄し、オーディオチャンネルセッティングウィン
ドウを開く前の、音声に対する設定に戻して、オーディオチャンネルセッティングウィン
ドウを閉じる。
【０２３３】
　図１９に戻り、映像表示プログラム１７２は、コントロールボタンであるTOPボタン３
８２乃至ENDボタン３８９がクリックされたとき、画像表示部３７２に表示させる映像を
制御する。
【０２３４】
　TOPボタン３８２がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、クリップの先



(29) JP 4501061 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

頭のフレームを画像表示部３７２に表示させる。SKIPボタン３８３がクリックされたとき
、映像表示プログラム１７２は、前のクリップの映像を画像表示部３７２に表示させる。
REWボタン３８４がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、クリップの映像
を早戻し再生して、早戻し再生した映像を画像表示部３７２に表示させる。STOPボタン３
８５がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、動画の再生を停止して、再生
を停止した映像上の時刻の静止画像を画像表示部３７２に表示させる。STOPボタン３８５
がダブルクリックされたとき、動画の再生を停止して、選択したクリップの先頭のフレー
ムの画像を画像表示部３７２に表示させる。
【０２３５】
　PLAYボタン３８６がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、動画の再生を
開始して、再生した映像を画像表示部３７２に表示させる。例えば、ディスクが選択され
ている場合、PLAYボタン３８６がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、選
択されているディスクの含まれる全てのクリップの映像を再生して、再生した映像を画像
表示部３７２に表示させる。例えば、クリップが選択されている場合、PLAYボタン３８６
がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、選択されているクリップの映像を
再生して、再生した映像を画像表示部３７２に表示させる。
【０２３６】
　FFボタン３８７がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、クリップの映像
を早送り再生して、早送り再生した映像を画像表示部３７２に表示させる。SKIPボタン３
８８がクリックされたとき、映像表示プログラム１７２は、次のクリップの映像を画像表
示部３７２に表示させる。ENDボタン３８９がクリックされたとき、映像表示プログラム
１７２は、クリップの最終のフレームを画像表示部３７２に表示させる。
【０２３７】
　エントリーインボタン３９０がクリックされたとき、映像編集プログラム１７３は、映
像表示プログラム１７２によって、画像表示部３７２に表示されているフレームに編集開
始位置（Ｉｎ点）を設定する。映像編集プログラム１７３は、設定された編集開始位置（
Ｉｎ点）の映像上の時刻（TC）を、TC表示部３９１に表示させる。すなわち、エントリー
インボタン３９０がクリックされたとき、スライダ４１３の位置に、Ｉｎ点マーカー４１
１が移動する。
【０２３８】
　エントリーアウトボタン３９２がクリックされたとき、映像編集プログラム１７３は、
映像表示プログラム１７２によって、画像表示部３７２に表示されているフレームに編集
終了位置（Ｏｕｔ点）を設定する。映像編集プログラム１７３は、設定された編集終了位
置（Ｏｕｔ点）の映像上の時刻（TC）を、TC表示部３９３に表示させる。すなわち、エン
トリーアウトボタン３９２がクリックされたとき、スライダ４１３の位置に、Ｏｕｔ点マ
ーカー４１２が移動する。
【０２３９】
　コンボボックス３９４は、クリップ（テイク）のステータスを設定するためのコンボボ
ックスである。コンボボックス３９４をクリックすると、ブランク（空白）、「ＯＫ」、
「ＮＧ」、または「ＫＰ」（Keep）からなるメニューがプルダウンされ、ブランク（空白
）、「ＯＫ」、「ＮＧ」、および「ＫＰ」のいずれか１つをハイライトとして選択するこ
とにより、映像編集プログラム１７３は、ブランク（空白）、「ＯＫ」、「ＮＧ」、およ
び「ＫＰ」のいずれか１つを、クリップ（テイク）のステータスとして入力する。
【０２４０】
　コンボボックス３９４によって、「ＯＫ」と入力されたとき、映像編集プログラム１７
３は、クリップ（テイク）の映像コンテンツデータを採用する。一方、コンボボックス３
９４によって、「ＮＧ」と入力されたとき、映像編集プログラム１７３は、クリップ（テ
イク）の映像コンテンツデータを不採用とする。また、コンボボックス３９４によって、
「ＫＰ」（Keep）と入力されたとき、映像編集プログラム１７３は、クリップ（テイク）
の映像コンテンツデータの採用の判断を保留したことを示すデータを設定する。
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【０２４１】
　なお、編集前には、テイクのステータスにはブランク（空白）が設定され、この場合、
コンボボックス３９４には、ブランク（空白）が表示される。
【０２４２】
　エッセンスマーク設定プログラム１６１は、採用されたテイクの代表画を、そのカット
の代表画に設定する。
【０２４３】
　エッセンスマークセッティングタブ３９５がクリックされたとき、エッセンスマーク設
定プログラム１６１は、テキストボックス３９７、エッセンスマーク設定ボタン３９８－
１乃至３９８－１５、およびエッセンスマーク設定コンボボックス３９９を表示させる。
一方、タイトル設定タブ３９６がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム
１６１は、後述するタイトルまたはコメントを設定するためのテキストボックスを表示さ
せる。
【０２４４】
　エッセンスマーク設定プログラム１６１は、テキストボックス３９７に、エッセンスマ
ーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５によって設定されるエッセンスマークが利用
される映像のジャンルを表示させる。
【０２４５】
　テキストボックス３９７に入力されたジャンルによって、エッセンスマーク設定プログ
ラム１６１は、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５によって設定さ
れるエッセンスマークを変更する。例えば、プルダウンメニューにより、ジャンルを設定
することができる。
【０２４６】
　例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、野球であるジャンルが選択されて
いるとき、映像に、ストライク、ボール、アウト、またはストライクアウトなどのエッセ
ンスマークを設定するためのエッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５を
モニターウィンドウ３１３に表示させる。例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６
１は、サッカーであるジャンルが選択されているとき、映像に、ゴール、コーナーキック
、またはイエローカードなどのエッセンスマークを設定するためのエッセンスマーク設定
ボタン３９８－１乃至３９８－１５をモニターウィンドウ３１３に表示させる。
【０２４７】
　エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃
至３９８－１５のいずれかがクリックされたとき、映像表示プログラム１７２によって、
画像表示部３７２に表示されているフレームにエッセンスマークを設定する。より具体的
には、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク設定ボタン３９８－
１乃至３９８－１５のいずれかがクリックされたとき、映像表示プログラム１７２によっ
て、画像表示部３７２に表示されている映像コンテンツデータに関係する、クリップメタ
データに、画像表示部３７２に表示されているフレームを特定するとともに、映像または
音声の特徴の内容を示す電子マークデータであるエッセンスマークを設定する。
【０２４８】
　例えば、野球であるジャンルが選択され、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１がク
リックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、映像表示プログラム１７
２によって、画像表示部３７２に表示されているフレームに”ストライク”を示すエッセ
ンスマークを設定する。例えば、野球であるジャンルが選択され、エッセンスマーク設定
ボタン３９８－２がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、映
像表示プログラム１７２によって、画像表示部３７２に表示されているフレームに”ボー
ル”を示すエッセンスマークを設定する。
【０２４９】
　一方、例えば、サッカーであるジャンルが選択され、エッセンスマーク設定ボタン３９
８－１がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、映像表示プロ
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グラム１７２によって、画像表示部３７２に表示されているフレームに”ゴール”を示す
エッセンスマークを設定する。例えば、サッカーであるジャンルが選択され、エッセンス
マーク設定ボタン３９８－２がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１
６１は、映像表示プログラム１７２によって、画像表示部３７２に表示されているフレー
ムに”オフサイド”を示すエッセンスマークを設定する。
【０２５０】
　このように、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５によって、簡単
に、迅速に、エッセンスマークを設定できるようになる。また、ジャンルを選択すること
によって、同じエッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５でも、ジャンル
毎に異なるエッセンマークを設定できるので、簡単に、迅速に、所望のエッセンスマーク
を設定できるようになる。
【０２５１】
　以下、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１乃至３９８－１５を個々に区別する必要
が無いとき、単に、エッセンスマーク設定ボタン３９８と称する。
【０２５２】
　コンボボックス３９９は、設定する頻度の低いエッセンマークを設定するためのコンボ
ボックスである。コンボボックス３９９をクリックすると、設定する頻度の低いエッセン
マークからなるメニューがプルダウンされ、プルダウンされたエッセンマークのいずれか
１つをハイライトとして選択することにより、エッセンスマーク設定プログラム１６１は
、選択されたエッセンスマークを映像に設定する。
【０２５３】
　ボタン４００がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、モニ
ターウィンドウ３１３を閉じる。
【０２５４】
　図２４は、ジャンル毎に、エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設
定されるエッセンスマークを変更するためのウィンドウの例を示す図である。図２４で示
されるウィンドウは、メニューコマンドの実行によって開かれる。
【０２５５】
　コンボボックス５０１がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１
は、プルダウンメニューを表示する。そして、エッセンスマーク設定プログラム１６１は
、使用者の操作に対応して、表示されたプルダウンメニューの所望のジャンルをハイライ
ト表示し、クリックされることにより選択されたジャンルを取得する。
【０２５６】
　リストボックス５０２には、エッセンスマーク設定ボタン３９８と、設定されるエッセ
ンスマークとが対応して表示される。例えば、図２４で示される例において、モニターウ
ィンドウ３１３において、”start”の文字が表示されるエッセンスマーク設定ボタン３
９８－１と、エッセンスマーク設定ボタン３９８－１がクリックされたとき設定される、
”REC start”であるエッセンスマークとが対応して表示される。また、図２４で示され
る例において、モニターウィンドウ３１３において、”stop”の文字が表示されるエッセ
ンスマーク設定ボタン３９８－２と、エッセンスマーク設定ボタン３９８－２がクリック
されたとき設定される、”REC end”であるエッセンスマークとが対応して表示される。
エッセンスマーク設定ボタン３９８と、設定されるエッセンスマークとの対応は、ジャン
ル毎に、例えば、表であるデータに記述され、ハードディスク１１４の所定のファイルに
格納される。
【０２５７】
　リストボックス５０２のスクロールバーを表示することにより、リストボックス５０２
内の表示が上下にスクロールされる。図２４で示されるように、リストボックス５０２の
スクロールバーの操作によって、スクロールされる部分をリストボックス５０２の一部分
とすることができる。例えば、設定する頻度の低いエッセンマークを設定するコンボボッ
クス３９９についての、エッセンスマークのみをスクロールするようにしてもよい。
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【０２５８】
　リストボックス５０３には、全てのジャンルにおける、エッセンスマーク設定ボタン３
９８の操作によって設定されるエッセンスマークと、エッセンスマーク設定ボタン３９８
に表示される文字とが対応して表示される。リストボックス５０３に表示される、エッセ
ンスマークに関する情報は、ジャンル毎のエッセンスマークのデータとは別に、例えば、
表であるデータに記述され、ハードディスク１１４の所定のファイルに格納される。
【０２５９】
　リストボックス５０３から、所望のエッセンスマークに関する情報を選択し、リストボ
ックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択して、コピーボタン
５０４をクリックしたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、リストボックス
５０２において選択されたエッセンスマーク設定ボタン３９８に、リストボックス５０３
において選択されたエッセンスマークに関する情報をコピーする。
【０２６０】
　例えば、リストボックス５０３から、”xstart”と”xRECstart”とからなるエッセン
スマークに関する情報を選択し、リストボックス５０２から、”start”の文字が表示さ
れ、クリックされたとき”REC start”であるエッセンスマークを設定するエッセンスマ
ーク設定ボタン３９８－１を選択して、コピーボタン５０４をクリックしたとき、エッセ
ンスマーク設定プログラム１６１は、”xstart”の文字を表示し、クリックされたとき”
xRECstart”であるエッセンスマークを設定するように、エッセンスマーク設定ボタン３
９８－１にエッセンスマークに関する情報を設定する。
【０２６１】
　リストボックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択して、ム
ーブボタン５０５をクリックしたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、リス
トボックス５０２において選択されたエッセンスマーク設定ボタン３９８に設定されてい
る情報を、リストボックス５０３を表示させるためのエッセンスマークに関する情報から
なるデータに移動（戻す）する。
【０２６２】
　リストボックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択するか、
リストボックス５０３から、エッセンスマークに関する情報を選択して、削除ボタン５０
６をクリックしたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、選択されている情報
を削除する。
【０２６３】
　リストボックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択して、ア
ップボタン５０７をクリックしたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、選択
されているエッセンスマーク設定ボタン３９８の順番を上げる。例えば、エッセンスマー
ク設定ボタン３９８－４を選択して、アップボタン５０７をクリックしたとき、エッセン
スマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク設定ボタン３９８－４の情報を、エ
ッセンスマーク設定ボタン３９８－３に移動すると共に、移動前のエッセンスマーク設定
ボタン３９８－３の情報をエッセンスマーク設定ボタン３９８－４に移動する。
【０２６４】
　リストボックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択して、ダ
ウンボタン５０８をクリックしたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、選択
されているエッセンスマーク設定ボタン３９８の順番を下げる。例えば、エッセンスマー
ク設定ボタン３９８－４を選択して、ダウンボタン５０８をクリックしたとき、エッセン
スマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク設定ボタン３９８－４の情報を、エ
ッセンスマーク設定ボタン３９８－５に移動すると共に、移動前のエッセンスマーク設定
ボタン３９８－５の情報をエッセンスマーク設定ボタン３９８－４に移動する。
【０２６５】
　このようにすることで、エッセンスマーク設定ボタン３９８が表示する文字およびエッ
センスマーク設定ボタン３９８をクリックすることにより設定されるエッセンスマークを



(33) JP 4501061 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

簡単に変更することができる。
【０２６６】
　リストボックス５０２のエッセンスマーク設定ボタン３９８のいずれかを選択するか、
リストボックス５０３から、エッセンスマークに関する情報を選択して、変更ボタン５０
９がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、例えば、図２５で
示されるウィンドウを表示させる。図２５で示されるウィンドウのボタン名テキストボッ
クス５３１には、エッセンスマーク設定ボタン３９８に表示されるテキストが表示され、
エッセンスマーク名テキストボックス５３２には、エッセンスマークであるテキストが表
示される。ボタン名テキストボックス５３１のテキスト、またはエッセンスマーク名テキ
ストボックス５３２のテキストは、変更することができる。
【０２６７】
　ボタン名テキストボックス５３１のテキスト、またはエッセンスマーク名テキストボッ
クス５３２のテキストが、変更されて、保存ボタン５３３がクリックされたとき、エッセ
ンスマーク設定プログラム１６１は、変更されたボタン名テキストボックス５３１のテキ
スト、またはエッセンスマーク名テキストボックス５３２のテキストを保存して、図２５
で示されるウィンドウを消去させる。すなわち、エッセンスマーク設定プログラム１６１
は、変更されたボタン名テキストボックス５３１のテキスト、またはエッセンスマーク名
テキストボックス５３２のテキストを所定のファイルに書き込む。
【０２６８】
　キャンセルボタン５３４がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６
１は、所定のファイルに、変更されたボタン名テキストボックス５３１のテキスト、また
はエッセンスマーク名テキストボックス５３２のテキストを書き込まないで、図２５で示
されるウィンドウを消去させる。すなわち、この場合、エッセンスマーク設定ボタン３９
８に表示されるテキスト、およびエッセンスマークであるテキストは、変更されない。
【０２６９】
　新規追加ボタン５１０がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム１６１
は、例えば、図２５で示されるウィンドウを表示させる。この場合、ボタン名テキストボ
ックス５３１、およびエッセンスマーク名テキストボックス５３２は、空欄となる。ボタ
ン名テキストボックス５３１のテキスト、またはエッセンスマーク名テキストボックス５
３２のテキストが、入力されて、保存ボタン５３３がクリックされたとき、エッセンスマ
ーク設定プログラム１６１は、変更されたボタン名テキストボックス５３１のテキスト、
またはエッセンスマーク名テキストボックス５３２のテキストを新たに保存して、図２５
で示されるウィンドウを消去させる。
【０２７０】
　リスト読み込みボタン５１１がクリックされたとき、エッセンスマーク設定プログラム
１６１は、指定されたファイルであるリストから、ボタン名のテキストとエッセンスマー
クのテキストとからなる情報を読み込み、リストボックス５０２に表示させるか、または
リストボックス５０３に表示させる。この場合、指定されたファイルであるリストは、ジ
ャンル別のリストとするか、リストボックス５０３に追加表示させるリストとすることが
できる。
【０２７１】
　図２６は、ジャンル毎に、エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設
定されるエッセンスマークを設定するためのウィンドウの他の例を示す図である。図２６
で示される、エッセンスマークを設定するためのウィンドウは、コンボボックス５０１、
リストボックス５０２、削除ボタン５０６、アップボタン５０７、ダウンボタン５０８、
変更ボタン５０９、新規追加ボタン５１０、およびリスト読み込みボタン５１１からなり
、リストボックス５０３、コピーボタン５０４、およびムーブボタン５０５を含まない。
【０２７２】
　このように、エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設定されるエッ
センスマークを設定するためのウィンドウは、より簡単な構成としてもよい。
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【０２７３】
　図２７は、タイトル設定タブ３９６がクリックされたときの、モニターウィンドウ３１
３の構成を説明する図である。図１９で示す場合と同様の部分には、同一の番号を付して
あり、その説明は省略する。
【０２７４】
　タイトル設定プログラム１７４は、クリップが選択されているとき、テキストボックス
６０１に入力されたテキストを、選択されているクリップのタイトルに設定する。タイト
ル設定プログラム１７４は、クリップが選択されているとき、テキストボックス６０２に
入力されたテキストを、選択されているクリップのコメントに設定する。タイトル設定プ
ログラム１７４は、クリップのタイトルおよびコメントを、クリップメタデータに記述す
る。
【０２７５】
　タイトル設定プログラム１７４は、ディスクが選択されているとき、テキストボックス
６０１に入力されたテキストを、選択されているディスクのタイトルに設定する。タイト
ル設定プログラム１７４は、ディスクが選択されているとき、テキストボックス６０２に
入力されたテキストを、選択されているディスクのコメントに設定する。タイトル設定プ
ログラム１７４は、ディスクのタイトルおよびコメントを、ディスクメタデータに記述す
る。
【０２７６】
　なお、図２８で示されるように、モニターウィンドウ３１３において、ジャンルを選択
するためのテキストボックス３９７に代えて、ジャンルを選択するためのリストボックス
６３１を表示させるようにしてもよい。この場合、ジャンルの選択がより容易に、迅速に
できるようになる。
【０２７７】
　次に、ストラクチャーウィンドウ３１２において、プログラム、エピソード、シーン、
カット、またはテイクが選択されたときの、ウィンドウ３０１について説明する。図２９
は、ストラクチャーウィンドウ３１２において、プログラム、エピソード、シーン、カッ
ト、またはテイクが選択されたときの、ウィンドウ３０１の例を示す図である。ストラク
チャーウィンドウ３１２において、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテ
イクが選択されたとき、編集プログラム１５１は、フィールドＰＣ１５の出力部１１７で
あるLCDに、GUIとしての表示画面である、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１
、ストラクチャーウィンドウ３１２、およびモニターウィンドウ７０１からなるウィンド
ウ３０１を表示させる。
【０２７８】
　図３０は、代表画設定プログラム１６４により表示されるモニターウィンドウ７０１の
構成を説明する図である。タイトルバー７２１乃至TC表示部７２９、音声ボタン７３１、
およびエントリーインボタン７４０乃至コンボボックス７４４のそれぞれは、図１９のタ
イトルバー３７１乃至TC表示部３７９、音声ボタン３８１、およびエントリーインボタン
３９０乃至コンボボックス３９４のそれぞれと同様なので、その説明は省略する。
【０２７９】
　ただし、エッセンスマーク表示プログラム１７１乃至映像編集プログラム１７３に代わ
って、エッセンスマーク表示プログラム１８１乃至映像編集プログラム１３３が処理を実
行する。そして、モニターウィンドウ７０１の表示の対象が、プログラム、エピソード、
シーン、カット、またはテイクである点が異なる。
【０２８０】
　例えば、ストラクチャーウィンドウ３１２においてプログラムが選択されているとき、
映像表示プログラム１７２は、Duration表示部３８０に、選択されているプログラムの時
間（の長さ）を表示させる。例えば、ストラクチャーウィンドウ３１２においてエピソー
ドが選択されているとき、映像表示プログラム１７２は、Duration表示部３８０に、選択
されているエピソードの時間（の長さ）を表示させる。例えば、ストラクチャーウィンド
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ウ３１２においてシーンが選択されているとき、映像表示プログラム１７２は、Duration
表示部３８０に、選択されているシーンの時間（の長さ）を表示させる。
【０２８１】
　例えば、ストラクチャーウィンドウ３１２においてカットが選択されているとき、映像
表示プログラム１８２は、Duration表示部７３０に、選択されているカットの時間（の長
さ）を表示させる。例えば、ストラクチャーウィンドウ３１２においてテイクが選択され
ているとき、映像表示プログラム１８２は、Duration表示部７３０に、選択されているテ
イクの時間（の長さ）を表示させる。
【０２８２】
　映像表示プログラム１８２は、コントロールボタンであるTOPボタン７３２乃至ENDボタ
ン７３９がクリックされたとき、画像表示部７２２に表示させる映像を制御する。
【０２８３】
　例えば、プログラムが選択されている場合、TOPボタン７３２がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの先頭のエピソードを画像表示
部７２２に表示させる。エピソードが選択されている場合、TOPボタン７３２がクリック
されたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されているエピソードの先頭のシーンを
画像表示部７２２に表示させる。シーンが選択されている場合、TOPボタン７３２がクリ
ックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されているシーンの先頭のカットを
画像表示部７２２に表示させる。
【０２８４】
　例えば、プログラムが選択されている場合、SKIPボタン７３３がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの中の、それまでに画像表示部
７２２に表示されていたエピソードの前のエピソードを画像表示部７２２に表示させる。
エピソードが選択されている場合、SKIPボタン７３３がクリックされたとき、映像表示プ
ログラム１８２は、選択されているエピソードの中の、それまでに画像表示部７２２に表
示されていたシーンの前のシーンを画像表示部７２２に表示させる。シーンが選択されて
いる場合、SKIPボタン７３３がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択
されているシーンの中の、それまでに画像表示部７２２に表示されていたカットの前のカ
ットを画像表示部７２２に表示させる。
【０２８５】
　例えば、プログラムが選択されている場合、REWボタン７３４がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの含まれる全てのエピソードを
早戻し再生して、画像表示部７２２に表示させる。例えば、エピソードが選択されている
場合、REWボタン７３４がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択され
ているエピソードの含まれる全てのシーンを早戻し再生して、画像表示部７２２に表示さ
せる。例えば、シーンが選択されている場合、REWボタン７３４がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているシーンの含まれる全てのカットを早戻し再
生して、画像表示部７２２に表示させる。
【０２８６】
　STOPボタン７３５がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、動画の再生を
停止して、再生を停止した映像上の時刻の静止画像を画像表示部７２２に表示させる。
【０２８７】
　PLAYボタン７３６がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、動画の再生を
開始して、再生した映像を画像表示部７２２に表示させる。例えば、プログラムが選択さ
れている場合、PLAYボタン７３６がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、
選択されているプログラムの含まれる全てのエピソードを再生して、画像表示部７２２に
表示させる。例えば、エピソードが選択されている場合、PLAYボタン７３６がクリックさ
れたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されているエピソードの含まれる全てのシ
ーンを再生して、画像表示部７２２に表示させる。例えば、シーンが選択されている場合
、PLAYボタン７３６がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されてい
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るシーンの含まれる全てのカットを再生して、画像表示部７２２に表示させる。
【０２８８】
　例えば、プログラムが選択されている場合、ＦＦボタン７３７がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの含まれる全てのエピソードを
早送り再生して、画像表示部７２２に表示させる。例えば、エピソードが選択されている
場合、ＦＦボタン７３７がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択され
ているエピソードの含まれる全てのシーンを早送り再生して、画像表示部７２２に表示さ
せる。例えば、シーンが選択されている場合、ＦＦボタン７３７がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているシーンの含まれる全てのカットを早送り再
生して、画像表示部７２２に表示させる。
【０２８９】
　例えば、プログラムが選択されている場合、SKIPボタン７３８がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの中の、それまでに画像表示部
７２２に表示されていたエピソードの次のエピソードを画像表示部７２２に表示させる。
エピソードが選択されている場合、SKIPボタン７３８がクリックされたとき、映像表示プ
ログラム１８２は、選択されているエピソードの中の、それまでに画像表示部７２２に表
示されていたシーンの次のシーンを画像表示部７２２に表示させる。シーンが選択されて
いる場合、SKIPボタン７３８がクリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択
されているシーンの中の、それまでに画像表示部７２２に表示されていたカットの次のカ
ットを画像表示部７２２に表示させる。
【０２９０】
　例えば、プログラムが選択されている場合、ENDボタン７３９がクリックされたとき、
映像表示プログラム１８２は、選択されているプログラムの最後尾のエピソードを画像表
示部７２２に表示させる。エピソードが選択されている場合、ENDボタン７３９がクリッ
クされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されているエピソードの最後尾のシー
ンを画像表示部７２２に表示させる。シーンが選択されている場合、ENDボタン７３９が
クリックされたとき、映像表示プログラム１８２は、選択されているシーンの最後尾のカ
ットを画像表示部７２２に表示させる。
【０２９１】
　構成表表示プログラム１８４は、リストボックス７４５に、選択されているプログラム
、エピソード、シーン、またはテイクに設定されているエッセンスマークの映像上の時刻
を示すリストを表示する。例えば、シーンが選択されているとき、構成表表示プログラム
１８４は、リストボックス７４５に、選択されているシーンに含まれるカットに設定され
ているエッセンスマークであるテキストおよび映像上の時刻を示すリストを表示する。
【０２９２】
　リストボックス７４５に表示されている１つのエッセンスマークの文字（エッセンスマ
ークのテキストと時刻とからなる）がダブルクリックされると、構成表表示プログラム１
８４は、映像表示プログラム１８２に、ダブルクリックされたエッセンスマークが設定さ
れている映像を画像表示部７２２に表示させる。エッセンスマークが設定されている映像
の時刻を表示するように、ポジションバー７２３およびTC表示部７２９の表示が変更され
る。
【０２９３】
　構成表表示プログラム１８４は、サムネイル表示部７４６に、選択されているプログラ
ム、エピソード、シーン、またはテイクの代表画を表示する。構成表表示プログラム１８
４は、テキストボックス７４７に、選択されているプログラム、エピソード、シーン、ま
たはテイクの代表画のタイムカウント（TC）を表示する。
【０２９４】
　代表画設定プログラム１６４は、エントリボタン７４８がクリックされたとき、画像表
示部７２２に表示されている画像を、選択されているプログラム、エピソード、シーン、
またはテイクの代表画に設定する。例えば、エピソードが選択されている場合、エントリ
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ボタン７４８がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６４は、画像表示部７２２
に表示されている画像を、選択されているエピソードの代表画に設定する。設定された代
表画を示す情報は、構成表メタデータに格納される。
【０２９５】
　キャンセルボタン７４９がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６４は、直前
になされた代表画の設定を解除し、直前になされた代表画の設定の前の状態に代表画の設
定を戻す。
【０２９６】
　ボタン７５０がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６４は、モニターウィン
ドウ７０１を閉じる。
【０２９７】
　図３１は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の操作に対する、ディスクイ
ンフォメーションウィンドウ３１１の表示の動作およびモニターウィンドウ３１３の表示
の動作を説明する図である。
【０２９８】
　ツリー表示部３３２のルートであるディスク情報表示プログラム１６２を示す文字また
は図形（例えば、図１２中の”Disc Manager”）が選択されているとき、サムネイル表示
プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、各ディスクの代表画を表示させる。サ
ムネイル表示部３３４に表示されている、ディスクの代表画がクリックされたとき、ディ
スク情報表示プログラム１６２は、クリックされたディスクを選択する。このとき、映像
表示プログラム１７２は、ディスクの代表画を画像表示部３７２に表示させ、タイトル設
定プログラム１７４は、ディスクのタイトルを表示させる。
【０２９９】
　ツリー表示部３３２のディスクを示す文字または図形（例えば、図１２中の”Disc 1”
）が選択されているとき、サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４
に、選択されている文字または図形に対応するディスクの各クリップの代表画を表示させ
る。サムネイル表示部３３４に表示されている、クリップの代表画がクリックされたとき
、ディスク情報表示プログラム１６２は、クリックされたクリップを選択する。このとき
、映像表示プログラム１７２は、クリップの代表画またはディスクの代表画を画像表示部
３７２に表示させ、タイトル設定プログラム１７４は、クリップのタイトルを表示させる
。
【０３００】
　ツリー表示部３３２のクリップを示す文字または図形（例えば、図１２中の”Clip5”
）が選択されているとき、サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４
に、選択されている文字または図形に対応するクリップのエッセンスマークが設定されて
いるフレームの画像を表示させる。サムネイル表示部３３４に表示されている、エッセン
スマークが設定されているフレームの画像がクリックされたとき、ディスク情報表示プロ
グラム１６２は、クリックされた、エッセンスマークが設定されているフレームの画像を
選択する。このとき、映像表示プログラム１７２は、クリップの代表位置の映像を画像表
示部３７２に表示させ、タイトル設定プログラム１７４は、クリップのタイトルを表示さ
せる。
【０３０１】
　ツリー表示部３３２のエッセンスマークを示す文字または図形が選択されているとき、
サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、選択されている文字ま
たは図形に対応するエッセンスマークが付されているクリップのエッセンスマークが設定
されているフレームの画像を表示させる。サムネイル表示部３３４に表示されている、エ
ッセンスマークが設定されているフレームの画像がクリックされたとき、ディスク情報表
示プログラム１６２は、クリックされた、エッセンスマークが設定されているフレームの
画像を選択する。このとき、映像表示プログラム１７２は、エッセンスマークが設定され
ているフレームの映像を画像表示部３７２に表示させ、タイトル設定プログラム１７４は
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、クリップのタイトルを表示させる。
【０３０２】
　ツリー表示部３３２のルートであるディスク情報表示プログラム１６２を示す文字また
は図形が選択されている場合、代表画が設定されていないとき、サムネイル表示プログラ
ム１７６は、クリップのサムネイルを作成して、サムネイル表示部３３４に、サムネイル
を表示させる。例えば、サムネイル表示プログラム１７６は、クリップの先頭のフレーム
を基に、サムネイルを作成する。このとき、映像表示プログラム１７２は、代表クリップ
の代表画を画像表示部３７２に表示させる。
【０３０３】
　ツリー表示部３３２のクリップであるディスク情報表示プログラム１６２を示す文字ま
たは図形が選択されている場合、代表画が設定されていないとき、サムネイル表示プログ
ラム１７６は、エッセンスマークが設定されているフレームの画像からサムネイルを作成
して、サムネイル表示部３３４に、サムネイルを表示させる。このとき、エッセンスマー
ク設定プログラム１７１は、キーフレームが設定された映像の位置を表示させる。キーフ
レームとは、エッセンスマークの１種である。
【０３０４】
　図３２は、ストラクチャーウィンドウ３１２の操作に対する、ストラクチャーウィンド
ウ３１２の表示の動作およびモニターウィンドウ７０１の表示の動作を説明する図である
。
【０３０５】
　構成表ツリー表示部３５２のルートである構成表表示プログラム１６３を示す文字また
は図形が選択されているとき、構成表ツリー表示プログラム１７７は、代表画表示部３５
６に、プログラムの代表画を表示させる。このとき、映像表示プログラム１８２は、プロ
グラムの代表画を画像表示部７２２に表示させる。
【０３０６】
　構成表ツリー表示部３５２のプログラムである構成表表示プログラム１６３を示す文字
または図形が選択されているとき、構成表ツリー表示プログラム１７７は、代表画表示部
３５６に、プログラムの代表画を表示させ、サムネイル表示プログラム１８０は、サムネ
イル表示部３５３に、エピソードのサムネイルを表示させ、構成表表示プログラム１６３
は、タイトルバー３５１に、プログラムのタイトルを表示させる。このとき、映像表示プ
ログラム１８２は、プログラムの代表画を画像表示部７２２に表示させ、Duration表示部
７３０に、プログラムの全長（時間）を表示させる。
【０３０７】
　構成表ツリー表示部３５２のエピソードである構成表表示プログラム１６３を示す文字
または図形が選択されているとき、構成表ツリー表示プログラム１７７は、代表画表示部
３５６に、エピソードの代表画を表示させ、サムネイル表示プログラム１８０は、サムネ
イル表示部３５３に、シーンのサムネイルを表示させ、構成表表示プログラム１６３は、
タイトルバー３５１に、エピソードのタイトルを表示させる。このとき、映像表示プログ
ラム１８２は、エピソードの代表画を画像表示部７２２に表示させ、Duration表示部７３
０に、エピソードの全長（時間）を表示させる。
【０３０８】
　構成表ツリー表示部３５２のシーンである構成表表示プログラム１６３を示す文字また
は図形が選択されているとき、構成表ツリー表示プログラム１７７は、代表画表示部３５
６に、シーンの代表画を表示させ、サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示
部３５３に、カットのサムネイルを表示させ、構成表表示プログラム１６３は、タイトル
バー３５１に、シーンのタイトルを表示させる。
【０３０９】
　構成表ツリー表示部３５２のカットである構成表表示プログラム１６３を示す文字また
は図形が選択されているとき、構成表ツリー表示プログラム１７７は、代表画表示部３５
６に、採用テイクの映像を表示させ、サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表
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示部３５３に、テイクのサムネイルを表示させ、構成表表示プログラム１６３は、タイト
ルバー３５１に、カットのタイトルを表示させる。
【０３１０】
　図３３は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の操作に対する、モニターウ
ィンドウ３１３の動作の詳細を説明する図である。
【０３１１】
　以下に、ツリー表示部３３２のルートであるディスク情報表示プログラム１６２を示す
文字または図形が選択されたときの、モニターウィンドウ３１３の動作を説明する。
【０３１２】
　タイトルバー３７１には、ディスクの番号および再生中のクリップの番号が表示される
。画像表示部３７２には、ディスクの代表画が表示される。ポジションバー３７３の表示
は、ディスクのDurationが基準とされる。ポジションバー３７３上のスライダ４１３の位
置は、（（現フレームの番号）－（最少のテイクの開始フレームの番号））／（Duration
）の演算によって決定される。フレームコントロールボタン３７４およびフレームコント
ロールボタン３７５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの番号によって
制御される。
【０３１３】
　Ｉｎ点マーカー４１１およびＯｕｔ点マーカー４１２は機能しない。エッセンスマーカ
ー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、ディスク内のエッセンスマークの位置を表
示する。シャトルバー３７８の操作によって、ディスクの全てのクリップの再生速度が決
定される。TC表示部３７９には、クリップのタイムカウント（TC:Time Count）が表示さ
れる。Duration表示部３８０には、ディスクに記録されている映像の長さ（時間）が表示
される。
【０３１４】
　音声ボタン３８１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン３８２がクリックされると、最初のクリップの最初のフレームの映
像が画像表示部３７２に表示される。SKIPボタン３８３がクリックされると、前のディス
クの最初のフレームの映像が画像表示部３７２に表示される。REWボタン３８４がクリッ
クされると、最初のクリップの最初のフレームに向かって映像がサーチされる。STOPボタ
ン３８５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３１５】
　PLAYボタン３８６がクリックされると、最後のクリップまで映像が再生され、映像が画
像表示部３７２に表示される。FFボタン３８７がクリックされると、最後のクリップの最
後のフレームに向かって映像がサーチされる。SKIPボタン３８８がクリックされると、次
のディスクの最初のフレームの映像が画像表示部３７２に表示される。ENDボタン３８９
がクリックされると、最後のクリップの最後のフレームの映像が画像表示部３７２に表示
される。
【０３１６】
　エントリーインボタン３９０、TC表示部３９１、エントリーアウトボタン３９２、およ
びTC表示部３９３は、機能しない。
【０３１７】
　テキストボックス３９７、エッセンスマーク設定ボタン３９８、およびコンボボックス
３９９は、機能しない。また、エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき
設定されるエッセンスマークを変更することはできない。
【０３１８】
　次に、ツリー表示部３３２のディスクであるディスク情報表示プログラム１６２を示す
文字または図形が選択されたときの、モニターウィンドウ３１３の動作を説明する。
【０３１９】
　タイトルバー３７１には、ディスクの番号および再生中のクリップの番号が表示される
。ルートを選択した場合から、ディスクの番号および再生中のクリップの番号の表示は変
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化する。画像表示部３７２には、選択されたディスクの代表画が表示される。ポジション
バー３７３の表示は、選択されたディスクのDurationが基準とされる。ポジションバー３
７３上のスライダ４１３の位置は、（（現フレームの番号）－（テイクの開始フレームの
番号））／（Duration）の演算によって決定される。フレームコントロールボタン３７４
およびフレームコントロールボタン３７５の操作による動作は、フレームメタデータのフ
レームの番号によって制御される。
【０３２０】
　エッセンスマーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、ディスクのDurationに
対する、各クリップ内のエッセンスマークの位置を表示する。シャトルバー３７８の操作
によって、現在のクリップの再生速度が決定される。TC表示部３７９には、クリップのタ
イムカウント（TC:Time Count）が表示される。Duration表示部３８０には、選択された
ディスクに記録されている映像の長さ（時間）が表示される。
【０３２１】
　音声ボタン３８１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン３８２がクリックされると、現在のクリップの最初のフレームの映
像が画像表示部３７２に表示される。SKIPボタン３８３がクリックされると、前のクリッ
プの映像が画像表示部３７２に表示される。REWボタン３８４がクリックされると、現在
のクリップの最初のフレームに向かって映像がサーチされる。STOPボタン３８５がクリッ
クされると、映像の再生が停止する。
【０３２２】
　PLAYボタン３８６がクリックされると、現在のクリップの映像が再生され、映像が画像
表示部３７２に表示される。FFボタン３８７がクリックされると、現在のクリップの最後
のフレームに向かって映像がサーチされる。SKIPボタン３８８がクリックされると、次の
クリップのテイクの映像が画像表示部３７２に表示される。ENDボタン３８９がクリック
されると、現在のクリップの最後のフレームの映像が画像表示部３７２に表示される。
【０３２３】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーインボタン３９０が操作されると、
そのときのタイムカウントがそのカットの編集開始位置として記録される。TC表示部３９
１には、編集開始位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３２４】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーアウトボタン３９２が操作されると
、そのときのタイムカウントがそのカットの編集終了位置として記録される。TC表示部３
９３には、編集終了位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３２５】
　エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされると、タイムカウントのフレームの
位置に、クリックされたエッセンスマーク設定ボタン３９８に対応したエッセンスマーク
が挿入される。コンボボックス３９９によってメニューが選択されると、タイムカウント
のフレームの位置に、メニューに対応したエッセンスマークが挿入される。また、エッセ
ンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設定されるエッセンスマークを変更す
ることができる。
【０３２６】
　次に、ツリー表示部３３２のクリップであるディスク情報表示プログラム１６２を示す
文字または図形が選択されたときの、モニターウィンドウ３１３の動作を説明する。
【０３２７】
　タイトルバー３７１には、ディスクの番号および再生中のクリップの番号が表示される
。画像表示部３７２には、映像コンテンツデータを基に、選択されたクリップの代表画ま
たは最初のフレームの静止画が表示される。ポジションバー３７３の表示は、選択された
クリップのDurationが基準とされる。ポジションバー３７３上のスライダ４１３の位置は
、（（現フレームの番号）－（テイクの開始フレームの番号））／（Duration）の演算に
よって決定される。フレームコントロールボタン３７４およびフレームコントロールボタ
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ン３７５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの番号によって制御される
。
【０３２８】
　エッセンスマーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、クリップのDurationに
対する、各クリップ内のエッセンスマークの位置を表示する。シャトルバー３７８の操作
によって、現在のクリップの再生速度が決定される。TC表示部３７９には、クリップのタ
イムカウント（TC:Time Count）が表示される。Duration表示部３８０には、選択された
クリップに記録されている映像の長さ（時間）が表示される。
【０３２９】
　音声ボタン３８１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン３８２がクリックされると、現在のクリップの最初のフレームの映
像が画像表示部３７２に表示される。SKIPボタン３８３がクリックされると、前のクリッ
プの映像が画像表示部３７２に表示される。REWボタン３８４がクリックされると、現在
のクリップの最初のフレームに向かって映像がサーチされる。STOPボタン３８５がクリッ
クされると、映像の再生が停止する。
【０３３０】
　PLAYボタン３８６がクリックされると、現在のクリップの映像が再生され、映像が画像
表示部３７２に表示される。FFボタン３８７がクリックされると、現在のクリップの最後
のフレームに向かって映像がサーチされる。SKIPボタン３８８がクリックされると、次の
クリップのテイクの映像が画像表示部３７２に表示される。ENDボタン３８９がクリック
されると、現在のクリップの最後のフレームの映像が画像表示部３７２に表示される。
【０３３１】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーインボタン３９０が操作されると、
そのときのタイムカウントがそのカットの編集開始位置として記録される。TC表示部３９
１には、編集開始位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３３２】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーアウトボタン３９２が操作されると
、そのときのタイムカウントがそのカットの編集終了位置として記録される。TC表示部３
９３には、編集終了位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３３３】
　エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされると、タイムカウントのフレームの
位置に、クリックされたエッセンスマーク設定ボタン３９８に対応したエッセンスマーク
が挿入される。コンボボックス３９９によってメニューが選択されると、タイムカウント
のフレームの位置に、メニューに対応したエッセンスマークが挿入される。また、エッセ
ンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設定されるエッセンスマークを変更す
ることができる。
【０３３４】
　テキストボックス６０１には、クリップメタデータを基に、テイクのタイトルが表示さ
れる。テキストボックス６０２には、クリップメタデータを基に、テイクのコメントが表
示される。
【０３３５】
　次に、ツリー表示部３３２のエッセンスマークであるディスク情報表示プログラム１６
２を示す文字または図形が選択されたときの、モニターウィンドウ３１３の動作を説明す
る。
【０３３６】
　タイトルバー３７１には、ディスクの番号および再生中のクリップの番号が表示される
。画像表示部３７２には、選択されたエッセンスマークが付されたフレームの静止画が表
示される。ポジションバー３７３の表示は、選択されたクリップのDurationが基準とされ
る。ポジションバー３７３上のスライダ４１３の位置は、（（現フレームの番号）－（テ
イクの開始フレームの番号））／（Duration）の演算によって決定される。フレームコン
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トロールボタン３７４およびフレームコントロールボタン３７５の操作による動作は、フ
レームメタデータのフレームの番号によって制御される。
【０３３７】
　エッセンスマーカー３７６およびエッセンスマーカー３７７は、クリップのDurationに
対する、各クリップ内のエッセンスマークの位置を表示する。シャトルバー３７８の操作
によって、現在のクリップの再生速度が決定される。TC表示部３７９には、クリップのタ
イムカウント（TC:Time Count）が表示される。Duration表示部３８０には、選択された
クリップに記録されている映像の長さ（時間）が表示される。
【０３３８】
　音声ボタン３８１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン３８２がクリックされると、現在のクリップの最初のフレームの映
像が画像表示部３７２に表示される。SKIPボタン３８３がクリックされると、映像上の時
間的に前の、エッセンスマークがふれされたフレームの映像が画像表示部３７２に表示さ
れる。REWボタン３８４がクリックされると、現在のクリップの最初のフレームに向かっ
て映像がサーチされる。STOPボタン３８５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３３９】
　PLAYボタン３８６がクリックされると、現在のクリップの映像が再生され、映像が画像
表示部３７２に表示される。FFボタン３８７がクリックされると、現在のクリップの最後
のフレームに向かって映像がサーチされる。SKIPボタン３８８がクリックされると、映像
上の時間的に後の、エッセンスマークがふれされたフレームの映像がENDボタン３８９が
クリックされると、現在のクリップの最後のフレームの映像が画像表示部３７２に表示さ
れる。
【０３４０】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーインボタン３９０が操作されると、
そのときのタイムカウントがそのカットの編集開始位置として記録される。TC表示部３９
１には、編集開始位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３４１】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーアウトボタン３９２が操作されると
、そのときのタイムカウントがそのカットの編集終了位置として記録される。TC表示部３
９３には、編集終了位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３４２】
　エッセンスマーク設定ボタン３９８およびコンボボックス３９９は機能しない。また、
エッセンスマーク設定ボタン３９８がクリックされたとき設定されるエッセンスマークを
変更することができる。
【０３４３】
　テキストボックス６０１には、クリップメタデータを基に、テイクのタイトルが表示さ
れる。テキストボックス６０２には、クリップメタデータを基に、テイクのコメントが表
示される。
【０３４４】
　図３４は、ストラクチャーウィンドウ３１２の操作に対する、モニターウィンドウ７０
１の動作の詳細を説明する図である。
【０３４５】
　以下に、構成表ツリー表示部３５２のルートを示す文字または図形が選択されたときの
、モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３４６】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、およびカットの名前が表
示される。画像表示部７２２には、プログラム１の代表画が表示される。ポジションバー
７２３の表示は、プログラムに含まれる全カットのDurationの合計が基準とされる。ポジ
ションバー７２３上のスライダの位置は、プログラム１の代表画のタイムカウントによっ
て決定される。フレームコントロールボタン７２４およびフレームコントロールボタン７
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２５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの番号によって制御される。
【０３４７】
　Ｉｎ点マーカーおよびＯｕｔ点マーカーは機能しない。エッセンスマーカー７２６およ
びエッセンスマーカー７２７は、プログラム１内のエッセンスマークの位置を表示する。
シャトルバー７２８の操作によって、プログラム１の全てのカットの再生速度が決定され
る。TC表示部７２９には、プログラム１の先頭からのフレームカウントが表示される。Du
ration表示部７３０には、プログラム１の全てのカットの映像の長さ（時間）が表示され
る。
【０３４８】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、プログラムの最初のカットの最初のフ
レームの映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３は機能しない。REWボ
タン７３４がクリックされると、プログラムの最初のカットの最初のフレームに向かって
、エディットテーブル順に戻り、停止し、映像がサーチされる。STOPボタン７３５がクリ
ックされると、映像の再生が停止する。
【０３４９】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、最後のカットまで、エディットテーブル順に映
像が再生され、映像が画像表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされる
と、プログラムの最後のカットの最後のフレームに向かって、エディットテーブル順に進
み、停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると、次のプログラ
ムの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７４がクリッ
クされると、プログラムの最後のカットの最後のフレームの映像が画像表示部７２２に表
示される。
【０３５０】
　エントリーインボタン７４０、TC表示部７４１、エントリーアウトボタン７４２、およ
びTC表示部７４３は、機能しない。
【０３５１】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、プログラムの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、プログラムの
代表画のタイムカウントが表示される。
【０３５２】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像がプログラムの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックされると、代
表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である。
【０３５３】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のプログラムを示す文字または図形が選択されたとき
の、モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３５４】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、およびカットの名前が表
示される。画像表示部７２２には、選択されたプログラムの代表画、またはエピソード１
のシーン１のカット１の編集開始位置の映像が表示される。ポジションバー７２３の表示
は、選択されたプログラムのDurationが基準とされる。ポジションバー７２３上のスライ
ダの位置は、選択されたプログラムの代表画のタイムカウントによって決定される。フレ
ームコントロールボタン７２４およびフレームコントロールボタン７２５の操作による動
作は、フレームメタデータのフレームの番号によって制御される。
【０３５５】
　Ｉｎ点マーカーおよびＯｕｔ点マーカーは機能しない。エッセンスマーカー７２６およ
びエッセンスマーカー７２７は、選択されたプログラムの全てのエッセンスマークの位置
を表示する。シャトルバー７２８の操作によって、選択されたプログラムの全てのカット
の再生速度が決定される。TC表示部７２９には、選択されたプログラムの先頭からのフレ
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ームカウントが表示される。Duration表示部７３０には、選択されたプログラムの映像の
長さ（時間）が表示される。
【０３５６】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、選択されたプログラムの最初のカット
の最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３がクリック
されると、前のプログラムの最初のカットの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に
表示される。REWボタン７３４がクリックされると、選択されたプログラムの最初のカッ
トの最初のフレームに向かって、エディットテーブル順に戻り、停止し、映像がサーチさ
れる。STOPボタン７３５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３５７】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、最後のカットまで、エディットテーブル順に映
像が再生され、映像が画像表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされる
と、プログラムの最後のカットの最後のフレームに向かって、エディットテーブル順に進
み、停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると、次のプログラ
ムの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７４がクリッ
クされると、選択されたプログラムの最後のカットの最後のフレームの映像が画像表示部
７２２に表示される。
【０３５８】
　エントリーインボタン７４０、TC表示部７４１、エントリーアウトボタン７４２、およ
びTC表示部７４３は、機能しない。
【０３５９】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、プログラムの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、プログラムの
代表画のタイムカウントが表示される。
【０３６０】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像が選択されたプログラムの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックさ
れると、代表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である
。
【０３６１】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のエピソードを示す文字または図形が選択されたとき
の、モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３６２】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、およびカットの名前が表
示される。画像表示部７２２には、選択されたエピソードの代表画、またはシーン１のカ
ット１の編集開始位置の映像が表示される。ポジションバー７２３の表示は、選択された
エピソードのDurationが基準とされる。ポジションバー７２３上のスライダの位置は、選
択されたエピソードの代表画のタイムカウントによって決定される。フレームコントロー
ルボタン７２４およびフレームコントロールボタン７２５の操作による動作は、フレーム
メタデータのフレームの番号によって制御される。
【０３６３】
　Ｉｎ点マーカーおよびＯｕｔ点マーカーは機能しない。エッセンスマーカー７２６およ
びエッセンスマーカー７２７は、選択されたエピソードの全てのエッセンスマークの位置
を表示する。シャトルバー７２８の操作によって、選択されたエピソードの全てのカット
の再生速度が決定される。TC表示部７２９には、選択されたエピソードの先頭からのフレ
ームカウントが表示される。Duration表示部７３０には、選択されたエピソードの映像の
長さ（時間）が表示される。
【０３６４】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
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開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、選択されたエピソードの最初のカット
の最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３がクリック
されると、前のエピソードの最初のカットの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に
表示される。REWボタン７３４がクリックされると、選択されたエピソードの最初のカッ
トの最初のフレームに向かって、エディットテーブル順に戻り、停止し、映像がサーチさ
れる。STOPボタン７３５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３６５】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、最後のカットまで、エディットテーブル順に映
像が再生され、映像が画像表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされる
と、エピソードの最後のカットの最後のフレームに向かって、エディットテーブル順に進
み、停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると、次のエピソー
ドの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７４がクリッ
クされると、選択されたエピソードの最後のカットの最後のフレームの映像が画像表示部
７２２に表示される。
【０３６６】
　エントリーインボタン７４０、TC表示部７４１、エントリーアウトボタン７４２、およ
びTC表示部７４３は、機能しない。
【０３６７】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、エピソードの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、エピソードの
代表画のタイムカウントが表示される。
【０３６８】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像が選択されたエピソードの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックさ
れると、代表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である
。
【０３６９】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のシーンを示す文字または図形が選択されたときの、
モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３７０】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、およびカットの名前が表
示される。画像表示部７２２には、選択されたシーンの代表画、またはカット１の編集開
始位置の映像が表示される。ポジションバー７２３の表示は、選択されたシーンのDurati
onが基準とされる。ポジションバー７２３上のスライダの位置は、選択されたシーンの代
表画のタイムカウントによって決定される。フレームコントロールボタン７２４およびフ
レームコントロールボタン７２５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの
番号によって制御される。
【０３７１】
　Ｉｎ点マーカーおよびＯｕｔ点マーカーは機能しない。エッセンスマーカー７２６およ
びエッセンスマーカー７２７は、選択されたシーンの全てのエッセンスマークの位置を表
示する。シャトルバー７２８の操作によって、選択されたシーンの全てのカットの再生速
度が決定される。TC表示部７２９には、選択されたシーンの先頭からのフレームカウント
が表示される。Duration表示部７３０には、選択されたシーンの映像の長さ（時間）が表
示される。
【０３７２】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、選択されたシーンの最初のカットの最
初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３がクリックされ
ると、前のシーンの最初のカットの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示され
る。REWボタン７３４がクリックされると、選択されたシーンの最初のカットの最初のフ
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レームに向かって、エディットテーブル順に戻り、停止し、映像がサーチされる。STOPボ
タン７３５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３７３】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、最後のカットまで、エディットテーブル順に映
像が再生され、映像が画像表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされる
と、シーンの最後のカットの最後のフレームに向かって、エディットテーブル順に進み、
停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると、次のシーンの最初
のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７４がクリックされる
と、選択されたシーンの最後のカットの最後のフレームの映像が画像表示部７２２に表示
される。
【０３７４】
　エントリーインボタン７４０、TC表示部７４１、エントリーアウトボタン７４２、およ
びTC表示部７４３は、機能しない。
【０３７５】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、シーンの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、シーンの代表画の
タイムカウントが表示される。
【０３７６】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像が選択されたシーンの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックされる
と、代表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である。
【０３７７】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のカットを示す文字または図形が選択されたときの、
モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３７８】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、およびカットの名前が表
示される。画像表示部７２２には、選択されたカットの代表画または編集開始位置の映像
が表示される。ポジションバー７２３の表示は、選択されたカットのDurationが基準とさ
れる。ポジションバー７２３上のスライダの位置は、選択されたカットの代表画のタイム
カウントによって決定される。フレームコントロールボタン７２４およびフレームコント
ロールボタン７２５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの番号によって
制御される。
【０３７９】
　Ｉｎ点マーカーは、編集開始位置を示し、Ｏｕｔ点マーカーは編集終了位置を示す。映
像編集プログラム１８３は、Ｉｎ点マーカーがドラッグされ移動されたとき、移動した位
置を編集開始位置に設定し、Ｏｕｔ点マーカーがドラッグされ移動されたとき、移動した
位置を編集終了位置に設定する。
【０３８０】
　エッセンスマーカー７２６およびエッセンスマーカー７２７は、選択されたカットの全
てのエッセンスマークの位置を表示する。シャトルバー７２８の操作によって、選択され
たカットの再生速度が決定される。TC表示部７２９には、選択されたカットの先頭からの
フレームカウントが表示される。Duration表示部７３０には、選択されたカットの映像の
長さ（時間）が表示される。
【０３８１】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、選択されたカットの最初のフレームの
映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３がクリックされると、前のカッ
トの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。REWボタン７３４がクリッ
クされると、選択されたカットの最初のフレームに向かって戻り、停止し、映像がサーチ
される。STOPボタン７３５がクリックされると、映像の再生が停止する。
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【０３８２】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、カットの最後まで映像が再生され、映像が画像
表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされると、カットの最後のフレー
ムに向かって進み、停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると
、次のカットの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７
４がクリックされると、選択されたカットの最後のフレームの映像が画像表示部７２２に
表示される。
【０３８３】
　エントリーインボタン７４０がクリックされると、そのときのタイムカウントがそのカ
ットの編集開始位置として記録される。TC表示部７４１には、編集開始位置のフレーム番
号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３８４】
　エントリーアウトボタン７４２がクリックされると、そのときのタイムカウントがその
カットの編集終了位置として記録される。TC表示部７４３には、編集終了位置のフレーム
番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３８５】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、カットの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、カットの代表画の
タイムカウントが表示される。
【０３８６】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像が選択されたカットの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックされる
と、代表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である。
【０３８７】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のテイクを示す文字または図形が選択されたときの、
モニターウィンドウ７０１の動作を説明する。
【０３８８】
　タイトルバー７２１には、プログラム、エピソード、シーン、カット、およびテイクの
名前が表示される。画像表示部７２２には、選択されたテイクの代表画または編集開始位
置の映像が表示される。ポジションバー７２３の表示は、選択されたテイクのDurationが
基準とされる。ポジションバー７２３上のスライダの位置は、選択されたテイクの代表画
のタイムカウントによって決定される。フレームコントロールボタン７２４およびフレー
ムコントロールボタン７２５の操作による動作は、フレームメタデータのフレームの番号
によって制御される。
【０３８９】
　Ｉｎ点マーカーは、編集開始位置を示し、Ｏｕｔ点マーカーは編集終了位置を示す。映
像編集プログラム１８３は、Ｉｎ点マーカーがドラッグされ移動されたとき、移動した位
置を編集開始位置に設定し、Ｏｕｔ点マーカーがドラッグされ移動されたとき、移動した
位置を編集終了位置に設定する。
【０３９０】
　エッセンスマーカー７２６およびエッセンスマーカー７２７は、選択されたテイクの全
てのエッセンスマークの位置を表示する。シャトルバー７２８の操作によって、選択され
たテイクの再生速度が決定される。TC表示部７２９には、選択されたテイクの先頭からの
フレームカウントが表示される。Duration表示部７３０には、選択されたテイクの映像の
長さ（時間）が表示される。
【０３９１】
　音声ボタン７３１をクリックすると、オーディオチャンネルセッティングウィンドウが
開かれる。TOPボタン７３２がクリックされると、選択されたテイクの最初のフレームの
映像が画像表示部７２２に表示される。SKIPボタン７３３がクリックされると、前のテイ
クの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。REWボタン７３４がクリッ
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クされると、選択されたテイクの最初のフレームに向かって戻り、停止し、映像がサーチ
される。STOPボタン７３５がクリックされると、映像の再生が停止する。
【０３９２】
　PLAYボタン７３６がクリックされると、テイクの最後まで映像が再生され、映像が画像
表示部７２２に表示される。FFボタン７３７がクリックされると、テイクの最後のフレー
ムに向かって進み、停止し、映像がサーチされる。SKIPボタン７３８がクリックされると
、次のテイクの最初のフレームの映像が画像表示部７２２に表示される。ENDボタン７７
４がクリックされると、選択されたテイクの最後のフレームの映像が画像表示部７２２に
表示される。
【０３９３】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーインボタン７４０がクリックされる
と、そのときのタイムカウントがそのテイクの編集開始位置として記録される。TC表示部
７４１には、編集開始位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３９４】
　構成表のカットに貼り付けられたとき、エントリーアウトボタン７４２がクリックされ
ると、そのときのタイムカウントがそのテイクの編集終了位置として記録される。TC表示
部７４３には、編集終了位置のフレーム番号がタイムカウントに変換されて表示される。
【０３９５】
　リストボックス７４５には、キーフレームの位置が表示される。サムネイル表示部７４
６には、テイクの代表画が表示される。テキストボックス７４７には、テイクの代表画の
タイムカウントが表示される。
【０３９６】
　エントリボタン７４８をクリックすると、現在、画像表示部７２２に表示されている映
像が選択されたテイクの代表画に設定される。キャンセルボタン７４９がクリックされる
と、代表画の設定はキャンセルされる。また、代表画の変更または削除が可能である。
【０３９７】
　図３５および図３６は、クリップを、プログラムを構成する映像コンテンツデータであ
るテイクとして取り扱う場合の、モニターウィンドウ３１３の動作およびモニターウィン
ドウ７０１の動作を説明する図である。
【０３９８】
　この場合、図３３および図３４を参照して説明した動作と同様なので、その説明は省略
する。この場合において、クリップを、テイクと読み替えた処理が実行される。
【０３９９】
　図３７は、ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の動作の詳細を説明する図で
ある。
【０４００】
　まず、ツリー表示部３３２のルートを示す文字または図形が選択されたときの、ディス
クインフォメーションウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４０１】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、ルートを示す文
字または図形（例えば、図１２中の”Disc Manager”）をハイライト表示させる。また、
ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、ディスク番号を表
示させる。
【０４０２】
　サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、全ディスクのディス
ク番号順に、代表画を表示させる。このとき、ディスク１の代表画がハイライト表示され
る。サムネイル表示プログラム１７６は、図１７で示されるように、サムネイル表示部３
３４に、各ディスクのIDを表示させ、各ディスクの長さ（Duration）、およびディスクの
最終更新日（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４０３】
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　このとき、画像表示部３７２には、ディスク１の代表画が表示される。
【０４０４】
　次に、ツリー表示部３３２のルートを示す文字または図形が選択されて、サムネイル表
示部３３４のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ディスクインフォメーション
ウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４０５】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、ルートを示す文
字または図形（例えば、図１２中の”Disc Manager”）のハイライト表示を継続させる。
また、ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、ディスク番
号の表示を継続させる。
【０４０６】
　サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、全ディスクのディス
ク番号順に、代表画の表示を継続させる。そして、サムネイル表示プログラム１７６は、
サムネイル表示部３３４に、クリックして選択された、ディスクの代表画をハイライト表
示する。
【０４０７】
　このとき、画像表示部３７２には、選択されたディスクの代表画が表示される。
【０４０８】
　次に、ツリー表示部３３２のディスクを示す文字または図形が選択されたときの、ディ
スクインフォメーションウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４０９】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたディ
スクを示す文字または図形をハイライト表示させる。また、ディスク情報ツリー表示プロ
グラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたディスクのクリップ番号を表示させ
る。
【０４１０】
　サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、全ディスクのクリッ
プをクリップ番号順に、各クリップの代表画を表示させる。このとき、クリップがテイク
としてステータスが設定されている場合、サムネイル表示プログラム１７６は、「ＯＫ」
のクリップの代表画を表示するサムネイル表示部３３４の枠を青で表示し、「ＮＧ」のク
リップの代表画を表示するサムネイル表示部３３４の枠を赤で表示し、「ＫＰ」（Keep）
のクリップの代表画を表示するサムネイル表示部３３４の枠を緑で表示する。
【０４１１】
　なお、サムネイル表示プログラム１７６は、使用者にステータスを認識させることがで
きればよく、ステータスに対応して、枠を点滅させたり、サムネイル表示部３３４の全体
の色を変更したり、サムネイル表示部３３４の大きさを変更するなど、所定の強調表示を
させることができる。
【０４１２】
　また、「ＯＫ」、「ＮＧ」、または「ＫＰ」による表示の形態は、メニュー（マウスの
右クリックによるポップアップメニューを含む。）またはショートカットによって選択、
変更することができる。
【０４１３】
　サムネイル表示プログラム１７６は、図１７で示されるように、サムネイル表示部３３
４に、各クリップのIDを表示させ、各クリップの長さ（Duration）、およびクリップの記
録開始日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４１４】
　このとき、画像表示部３７２には、選択されたディスクの代表画が表示される。
【０４１５】
　次に、ツリー表示部３３２のディスクを示す文字または図形が選択されて、サムネイル
表示部３３４のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ディスクインフォメーショ
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ンウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４１６】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたディ
スクを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。また、ディスク情報ツリー表
示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたディスクのクリップ番号の表
示を継続させる。
【０４１７】
　サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、全ディスクのクリッ
プをクリップ番号順に、各クリップの代表画を表示させる、クリップがテイクとしてステ
ータスが設定されている場合、「ＯＫ」のクリップの代表画を表示するサムネイル表示部
３３４の枠を青で表示し、「ＮＧ」のクリップの代表画を表示するサムネイル表示部３３
４の枠を赤で表示し、「ＫＰ」（Keep）のクリップの代表画を表示するサムネイル表示部
３３４の枠を緑で表示する。
【０４１８】
　そして、サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４に、クリックし
て選択されたクリップの代表画をハイライト表示させる。
【０４１９】
　サムネイル表示プログラム１７６は、図１７で示されるように、サムネイル表示部３３
４に、各クリップのIDを表示させ、各クリップの長さ（Duration）、およびクリップの記
録開始日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４２０】
　このとき、画像表示部３７２には、選択されたクリップの代表画が表示される。
【０４２１】
　次に、ツリー表示部３３２のクリップを示す文字または図形が選択されたときの、ディ
スクインフォメーションウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４２２】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたクリ
ップを示す文字または図形をハイライト表示させる。また、ディスク情報ツリー表示プロ
グラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたクリップのエッセンシャルマークの
番号およびエッセンシャルマークの名前（エッセンシャルマークとして設定されているテ
キスト）を表示させる。
【０４２３】
　サムネイル表示プログラム１７６は、クリップの全エッセンシャルマークが付されたフ
レームの映像をタイムカウント順に、サムネイル表示部３３４に表示させる。このとき、
サムネイル表示プログラム１７６は、エッセンシャルマークが付されたフレームのうち、
代表となるフレーム（例えば、最初のキーフレーム）の映像が表示されるサムネイル表示
部３３４をハイライト表示する。
【０４２４】
　サムネイル表示プログラム１７６は、図１６で示されるように、サムネイル表示部３３
４に、クリップ内のエッセンシャルマークの連番を表示させ、エッセンスマークが設定さ
れている映像上の時刻を示すタイムカウント、およびエッセンシャルマークの名前を表示
させる。
【０４２５】
　このとき、画像表示部３７２には、選択されたクリップの代表画が表示される。
【０４２６】
　次に、ツリー表示部３３２のクリップを示す文字または図形が選択されて、サムネイル
表示部３３４のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ディスクインフォメーショ
ンウィンドウ３１１の動作を説明する。
【０４２７】
　ディスク情報ツリー表示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたクリ
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ップを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。また、ディスク情報ツリー表
示プログラム１７５は、ツリー表示部３３２に、選択されたクリップのエッセンシャルマ
ークの番号およびエッセンシャルマークの名前の表示を継続させる。
【０４２８】
　サムネイル表示プログラム１７６は、クリップの全エッセンシャルマークが付されたフ
レームの映像をタイムカウント順に、サムネイル表示部３３４に表示させる。サムネイル
表示プログラム１７６は、選択されたサムネイル表示部３３４をハイライト表示する。
【０４２９】
　サムネイル表示プログラム１７６は、図１６で示されるように、サムネイル表示部３３
４に、クリップ内のエッセンシャルマークの連番を表示させ、エッセンスマークが設定さ
れている映像上の時刻を示すタイムカウント、およびエッセンシャルマークの名前を表示
させる。
【０４３０】
　このとき、画像表示部３７２には、選択されたエッセンシャルマークが付されたフレー
ムの映像が表示される。
【０４３１】
　図３８は、ストラクチャーウィンドウ３１２の動作の詳細を説明する図である。
【０４３２】
　まず、構成表ツリー表示部３５２のルートを示す文字または図形が選択されたときの、
ストラクチャーウィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４３３】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、ルートを示す文
字または図形をハイライト表示させる。構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツ
リー表示部３５２に、ルートの下に、プログラムを示す文字または図形（例えば、図１８
中の”Program1”）をハイライト表示させる。
【０４３４】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、何も表示しない。サムネイル
表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各プログラムの代表画を、プログ
ラム番号順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３
のプログラム１の代表画をハイライト表示する。
【０４３５】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各ディスクの代表画
のクリップIDを表示させ、各プログラムの長さ（Duration）、およびプログラムの代表画
を含むクリップの記録開始日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４３６】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、何も表示させない。
【０４３７】
　このとき、画像表示部７２２には、プログラム１の代表画が表示される。
【０４３８】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のルートを示す文字または図形が選択されて、サムネ
イル表示部３５３のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ストラクチャーウィン
ドウ３１２の動作を説明する。
【０４３９】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、ルートを示す文
字または図形のハイライト表示を継続させる。構成表ツリー表示プログラム１７７は、構
成表ツリー表示部３５２に、ルートの下に、プログラムを示す文字または図形（例えば、
図１８中の”Program1”）のハイライト表示を継続させる。
【０４４０】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、何も表示しない。サムネイル
表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各プログラムの代表画を、プログ
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ラム番号順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、選択されたサムネイル表
示部３５３のプログラムの代表画をハイライト表示する。
【０４４１】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各ディスクの代表画
のクリップIDを表示させ、各プログラムの長さ（Duration）、およびプログラムの代表画
を含むクリップの記録開始日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４４２】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、何も表示させない。
【０４４３】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたプログラムの代表画が表示される。
【０４４４】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のプログラムを示す文字または図形が選択されたとき
の、ストラクチャーウィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４４５】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたプロ
グラムを示す文字または図形をハイライト表示させる。構成表ツリー表示プログラム１７
７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたプログラムの下に、エピソードを示す文
字または図形（例えば、図１８中の”Episode1”）を表示させる。
【０４４６】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたプログラムの代表
画を表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたプ
ログラムの代表画のクリップIDを表示させ、選択されたプログラムの長さ（Duration）、
および選択されたプログラムの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる
。
【０４４７】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたプログラ
ムのエピソードの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１
８０は、サムネイル表示部３５３に、プログラムの代表画と同じエピソードの代表画をハ
イライト表示させる。
【０４４８】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各エピソードの代表
画のクリップIDを表示させ、各エピソードの長さ（Duration）、およびエピソードの代表
画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４４９】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたプログラムの
英語のタイトル、選択されたプログラムの他の言語のタイトル、およびプログラムのコメ
ントなどの一般情報を表示させる。
【０４５０】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたプログラムの代表画が表示される。
【０４５１】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のプログラムを示す文字または図形が選択されて、サ
ムネイル表示部３５３のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ストラクチャーウ
ィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４５２】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたプロ
グラムを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。構成表ツリー表示プログラ
ム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたプログラムの下に、エピソードを
示す文字または図形の表示を継続させる。
【０４５３】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたプログラムの代表
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画を表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたプ
ログラムの代表画のクリップIDを表示させ、選択されたプログラムの長さ（Duration）、
および選択されたプログラムの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる
。
【０４５４】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたプログラ
ムのエピソードの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１
８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたサムネイル表示部３５３のエピソードの
代表画をハイライト表示させる。
【０４５５】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各エピソードの代表
画のクリップIDを表示させ、各エピソードの長さ（Duration）、およびエピソードの代表
画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４５６】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたプログラムの
英語のタイトル、選択されたプログラムの他の言語のタイトル、およびプログラムのコメ
ントなどの一般情報を表示させる。
【０４５７】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたエピソードの代表画が表示される。
【０４５８】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のエピソードを示す文字または図形が選択されたとき
の、ストラクチャーウィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４５９】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたエピ
ソードを示す文字または図形をハイライト表示させる。構成表ツリー表示プログラム１７
７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたエピソードの下に、シーンを示す文字ま
たは図形（例えば、図１８中の”Scene1”）を表示させる。
【０４６０】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたエピソードの代表
画を表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたエ
ピソードの代表画のクリップIDを表示させ、選択されたエピソードの長さ（Duration）、
および選択されたエピソードの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる
。
【０４６１】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたエピソー
ドのシーンの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０
は、サムネイル表示部３５３に、エピソードの代表画と同じシーンの代表画をハイライト
表示させる。
【０４６２】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各シーンの代表画の
クリップIDを表示させ、各シーンの長さ（Duration）、およびシーンの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４６３】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたエピソードの
英語のタイトル、選択されたエピソードの他の言語のタイトル、およびエピソードのコメ
ントなどの一般情報を表示させる。
【０４６４】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたエピソードの代表画が表示される。
【０４６５】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のエピソードを示す文字または図形が選択されて、サ
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ムネイル表示部３５３のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ストラクチャーウ
ィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４６６】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたエピ
ソードを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。構成表ツリー表示プログラ
ム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたエピソードの下に、シーンを示す
文字または図形の表示を継続させる。
【０４６７】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたエピソードの代表
画を表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたエ
ピソードの代表画のクリップIDを表示させ、選択されたエピソードの長さ（Duration）、
および選択されたエピソードの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる
。
【０４６８】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたエピソー
ドのシーンの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０
は、サムネイル表示部３５３に、エピソードの代表画と同じシーンの代表画をハイライト
表示させる。
【０４６９】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各シーンの代表画の
クリップIDを表示させ、各シーンの長さ（Duration）、およびシーンの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４７０】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたエピソードの
英語のタイトル、選択されたエピソードの他の言語のタイトル、およびエピソードのコメ
ントなどの一般情報を表示させる。
【０４７１】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたエピソードの代表画が表示される。
【０４７２】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のシーンを示す文字または図形が選択されたときの、
ストラクチャーウィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４７３】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたシー
ンを示す文字または図形をハイライト表示させる。構成表ツリー表示プログラム１７７は
、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたシーンの下に、カットを示す文字または図形
（例えば、図１８中の”Cut1”）を表示させる。
【０４７４】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたシーンの代表画を
表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたシーン
の代表画のクリップIDを表示させ、選択されたシーンの長さ（Duration）、および選択さ
れたシーンの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４７５】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたシーンの
カットの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、
サムネイル表示部３５３に、シーンの代表画と同じカットの代表画をハイライト表示させ
る。
【０４７６】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各カットの代表画の
クリップIDを表示させ、各カットの長さ（Duration）、およびカットの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
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【０４７７】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたシーンの英語
のタイトル、選択されたシーンの他の言語のタイトル、およびシーンのコメントなどの一
般情報を表示させる。
【０４７８】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたシーンの代表画が表示される。
【０４７９】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のシーンを示す文字または図形が選択されて、サムネ
イル表示部３５３のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ストラクチャーウィン
ドウ３１２の動作を説明する。
【０４８０】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたシー
ンを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。構成表ツリー表示プログラム１
７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたシーンの下に、カットを示す文字また
は図形の表示を継続させる。
【０４８１】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたシーンの代表画を
表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたシーン
の代表画のクリップIDを表示させ、選択されたシーンの長さ（Duration）、および選択さ
れたシーンの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４８２】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたシーンの
カットの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、
サムネイル表示部３５３に、サムネイル表示部３５３のクリックによって選択されたカッ
トの代表画をハイライト表示させる。
【０４８３】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各カットの代表画の
クリップIDを表示させ、各カットの長さ（Duration）、およびカットの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４８４】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたシーンの英語
のタイトル、選択されたシーンの他の言語のタイトル、およびシーンのコメントなどの一
般情報を表示させる。
【０４８５】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたカットの代表画が表示される。
【０４８６】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のカットを示す文字または図形が選択されたときの、
ストラクチャーウィンドウ３１２の動作を説明する。
【０４８７】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたカッ
トを示す文字または図形をハイライト表示させる。構成表ツリー表示プログラム１７７は
、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたカットの下に、テイクを示す文字または図形
を表示させる。
【０４８８】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたカットの代表画を
表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたカット
の代表画のクリップIDを表示させ、選択されたカットの長さ（Duration）、および選択さ
れたカットの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４８９】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたカットの
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テイクの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、
サムネイル表示部３５３に、カットの代表画と同じテイクの代表画をハイライト表示させ
る。
【０４９０】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各テイクの代表画の
クリップIDを表示させ、各テイクの長さ（Duration）、およびテイクの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４９１】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたカットの英語
のタイトル、選択されたカットの他の言語のタイトル、およびカットのコメントなどの一
般情報を表示させる。
【０４９２】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたカットの代表画が表示される。
【０４９３】
　次に、構成表ツリー表示部３５２のカットを示す文字または図形が選択されて、サムネ
イル表示部３５３のサムネイルが選択（クリック）されたときの、ストラクチャーウィン
ドウ３１２の動作を説明する。
【０４９４】
　構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたカッ
トを示す文字または図形のハイライト表示を継続させる。構成表ツリー表示プログラム１
７７は、構成表ツリー表示部３５２に、選択されたカットの下に、テイクを示す文字また
は図形の表示を継続させる。
【０４９５】
　代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたカットの代表画を
表示させる。代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６に、選択されたカット
の代表画のクリップIDを表示させ、選択されたカットの長さ（Duration）、および選択さ
れたカットの代表画の日時（月、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４９６】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、選択されたカットの
テイクの代表画を、構成表の時間順に表示させる。サムネイル表示プログラム１８０は、
サムネイル表示部３５３に、サムネイル表示部３５３がクリックされて選択されたテイク
の代表画をハイライト表示させる。この場合、採用テイクと異なる方式で、選択されたテ
イクの代表画がハイライト表示される。
【０４９７】
　サムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３５３に、各テイクの代表画の
クリップIDを表示させ、各テイクの長さ（Duration）、およびテイクの代表画の日時（月
、日、時、分、および秒）を表示させる。
【０４９８】
　付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に、選択されたカットの英語
のタイトル、選択されたカットの他の言語のタイトル、およびカットのコメントなどの一
般情報を表示させる。
【０４９９】
　このとき、画像表示部７２２には、選択されたテイクの代表画が表示される。
【０５００】
　図３９および図４０は、メニューコマンドを説明する図である。
【０５０１】
　ファイルメニューには、モード、オープン、セーブ、セーブアズ、クリエイト、クリエ
イトコンソリデイト（consolidate）、クリエイトmp4ファイル、エクスポート、FTP、カ
ムコーダーコントロール、プロパティ、プリント、およびクローズコマンドが配置される
。
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【０５０２】
　モードコマンドの実行によって、ライブまたはオフラインのいずれかのモードが選択さ
れる。オープンコマンドの実行によって、プロジェクト、プログラム、またはディスクID
のいずれかのファイルが開かれる。クリエイトコマンドの実行によって、プロジェクト、
プログラム、エピソード、シーン、またはカットが生成される。FTPコマンドの実行によ
って、データのアップロードまたはダウンロードが実行される。
【０５０３】
　エディットメニューには、アンドゥ、リドゥ、カット、コピー、ペースト、デリート、
ムーブ、セレクト、セレクトネクスト、サーチ、オートセンス、インサートエッセンスマ
ーク、チェンジエッセンスマーク、タイトルインプット、コメントインプット、セットイ
ンポイント、セットアウトポイント、およびトップテイクコマンドが配置される。サーチ
コマンドを実行したとき、メタデータの内容が検索される。オートセンスコマンドの実行
によって、シーンチェンジを認識して、シーンチェンジのエッセンスマークが挿入される
。トップテイクコマンドの実行によって、カットで採用するテイクが設定される。
【０５０４】
　ビューメニューには、標準、ディスクインフォメーションウィンドウ、ストラクチャー
ウィンドウ、ショットビュワー、モニターコントロール、およびブラウザオプションコマ
ンドが配置される。モニタコントロールコマンドによって、コマ送りや早送りなどの映像
の再生が制御される。
【０５０５】
　ツールメニューには、エラーチェック、エッセンスマーク、コンティニュアスナンバー
、音声、ユーザ設定、および環境設定コマンドが配置される。エッセンスマークコマンド
の実行によって、ジャンルを変更したり、ボタンに対するエッセンスマークの設定を変更
することができる。
【０５０６】
　ウィンドウメニューには、メタデータエディタ、ストリーモニター、ソースモニター、
ソースブラウザ、ストラクチャーブラウザ、プレイストリーボード、プロジェクトファイ
ルコマンドが配置される。
【０５０７】
　ヘルプメニューには、アプリケーションヘルプ、バージョン表示、およびアップデート
コマンドが配置される。
【０５０８】
　図４１は、編集プログラム１５１の処理の流れを説明する図である。
【０５０９】
　図４１における基本操作１の処理を図４２のフローチャートを参照して説明する。ステ
ップＳ１１において、編集プログラム１５１は、ハードディスク１１４に記録されている
アプリケーションプロジェクトファイルを読み込む。ハードディスク１１４にアプリケー
ションプロジェクトファイルが記録されていないとき、編集プログラム１５１は、新規に
アプリケーションプロジェクトファイルを生成する。アプリケーションプロジェクトファ
イルには、前回の作業環境を示すデータが格納され、編集プログラム１５１は、アプリケ
ーションプロジェクトファイルを基に、作業環境を復元する、すなわち、前回の作業環境
と同じ作業環境を設定する。
【０５１０】
　ステップＳ１２において、編集プログラム１５１は、ドライブ１２０と接続し、ドライ
ブ１２０に装着された光ディスク１７からファイルを読み出すか、または光ディスク１７
にファイルを記録できるようにする。ステップＳ１３において、ディスク情報表示プログ
ラム１６２（ディスクマネージャー）は、サブストリームファイル（ローレゾリューショ
ン（ｌｏｗ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ：低解像度）映像のファイル（例えば、図６のC0001S
01.MXF））を光ディスク１７からクリップ単位で読み込む。
【０５１１】



(58) JP 4501061 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

　ステップＳ１４において、編集プログラム１５１は、光ディスク１７からプレイリスト
およびエディットリストを読み出す。プレイリストおよびエディットリストは、図５のプ
ログラムメタデータファイルの一部である。
【０５１２】
　ステップＳ１５において、構成表表示プログラム１６３は、光ディスク１７から構成表
を読み出す。すなわち、構成表表示プログラム１６３は、光ディスク１７からプログラム
メタデータ１９１およびクリップメタデータ１９２を読み出す。ステップＳ１６において
、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、アプリケーションプロジェクトファイルを
基に、ジャンル別のエッセンスマークおよびエッセンスマーク設定ボタン３９８を設定す
る。具体的には、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、ジャンル別に、エッセンス
マーク設定ボタン３９８がクリックされることにより設定されるエッセンスマークを決定
する。より詳細には、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、ジャンルを選択したと
きに、エッセンスマーク設定ボタン３９８に表示されるテキスト、およびエッセンスマー
ク設定ボタン３９８がクリックされることにより設定されるテキストであるエッセンスマ
ークを設定する。
【０５１３】
　ステップＳ１７において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、コンボボックス
３９４への操作を基に、映像に付加されるエッセンスマークのジャンルを設定する。ステ
ップＳ１８において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマーク設定
ボタン３９８またはコンボボックス３９９への操作を基に、映像にエッセンスマークを設
定する。
【０５１４】
　ステップＳ１９において、タイトル設定プログラム１７４は、テキストボックス６０１
への入力を基に、映像にタイトルを設定し、テキストボックス６０２への入力を基に、映
像にコメントを設定する。ステップＳ２０において、映像表示プログラム１７２は、モニ
ターウィンドウ３１３への操作に応じた映像等を表示する。
【０５１５】
　ステップＳ２１において、構成表表示プログラム１６３は、ディスク代表画を設定する
。ステップＳ２２において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、コンボボックス
３９４への操作を基に、クリップをテイクに貼り付けて、処理は終了する。
【０５１６】
　図４１における基本操作２の処理を図４３のフローチャートを参照して説明する。ステ
ップＳ４１乃至ステップＳ５１の処理のそれぞれは、図４２のステップＳ１１乃至ステッ
プＳ２１の処理のそれぞれと同様なので、その説明は省略する。
【０５１７】
　ステップＳ５２において、映像編集プログラム１７３は、エントリーインボタン３９０
、エントリーアウトボタン３９２、Ｉｎ点マーカー４１１、またはＯｕｔ点マーカー４１
２の操作を基に、テイクの編集開始位置（Ｉｎ点）または編集終了位置（Ｏｕｔ点）を設
定する。ステップＳ５３において、構成表表示プログラム１６３は、ディスク代表画を設
定する。ステップＳ２２において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、コンボボ
ックス３９４への操作を基に、クリップをテイクに貼り付けて、処理は終了する。
【０５１８】
　図４１における基本操作３の処理を図４４のフローチャートを参照して説明する。ステ
ップＳ６１乃至ステップＳ６４の処理は、図４２のステップＳ１２乃至ステップＳ１５の
処理とそれぞれ同様なので、その説明は省略する。
【０５１９】
　ステップＳ６５において、編集プログラム１５１は、光ディスク１７に記録されている
アプリケーションプロジェクトファイルを読み込む。光ディスク１７にアプリケーション
プロジェクトファイルが記録されていないとき、編集プログラム１５１は、新規にアプリ
ケーションプロジェクトファイルを生成する。編集プログラム１５１は、アプリケーショ
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ンプロジェクトファイルを基に、前回の作業環境と同じ作業環境を設定する。
【０５２０】
　ステップＳ６６乃至ステップＳ７３の処理は、それぞれ、図４３のステップＳ４６乃至
ステップＳ５３の処理のそれぞれと同様なので、その説明は省略する。
【０５２１】
　図４１におけるストラクチャー操作の処理を図４５乃至図４７のフローチャートを参照
して説明する。
【０５２２】
　ステップＳ１０１において、映像編集プログラム１７３は、エッセンスマークを参照し
た、使用者の操作を基に、テイクの編集開始位置または編集終了位置を設定する。すなわ
ち、エッセンスマーク表示プログラム１７１は、エッセンスマーカー３７６または３７７
などを表示するので、使用者は、これを参照して、エントリーインボタン３９０またはエ
ントリーアウトボタン３９２をクリックする。映像編集プログラム１７３は、エントリー
インボタン３９０またはエントリーアウトボタン３９２がクリックされた、映像の位置を
基に、テイクにテイクの編集開始位置または編集終了位置を設定する。
【０５２３】
　ステップＳ１０２において、代表画設定プログラム１６４は、テイクの代表画を決定す
る。すなわち、エントリボタン７４８がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６
４は、映像の位置を基に、テイクの代表画を決定する。ボタン３５５がクリックされたと
き、代表画表示プログラム１７９が、テイクの代表画を決定するようにしてもよい。
【０５２４】
　ステップＳ１０３において、構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、カットを選択する。ステップＳ１０４において、映像表示プロ
グラム１７２は、使用者の操作に応じた、カットの映像等を、例えば、画像表示部３７２
に表示させる。ステップＳ１０５において、代表画設定プログラム１６４は、代表画を決
定する。すなわち、エントリボタン７４８がクリックされたとき、代表画設定プログラム
１６４は、映像の位置を基に、代表画を決定する。ボタン３５５がクリックされたとき、
代表画表示プログラム１７９が、代表画を決定するようにしてもよい。
【０５２５】
　ステップＳ１０６において、エッセンスマーク設定プログラム１６１または構成表表示
プログラム１６３は、コンボボックス３９４またはコンボボックス７４４への操作を基に
、採用テイクを設定する。ステップＳ１０７において、タイトル設定プログラム１７４ま
たは付加情報表示プログラム１７８は、テイクにタイトルまたはコメントを設定する。
【０５２６】
　ステップＳ１０８において、構成表表示プログラム１６３は、使用者の操作に対応して
、必要に応じて、テイクを他のカットに移動する。構成表表示プログラム１６３は、使用
者の操作に対応して、必要に応じて、テイクを他のシーンまたはエピソードに移動するよ
うにしてもよい。ステップＳ１０９において、構成表表示プログラム１６３は、さらに、
テイクをコピー等の処理をすることができる。
【０５２７】
　ステップＳ１１０において、構成表表示プログラム１６３は、テイクを選択することに
よって、カットの代表画を選択する。すなわち、テイクが選択されたとき、選択されたテ
イクの代表画が、カットの代表画とされる。ステップＳ１１１において、構成表表示プロ
グラム１６３は、テイクを選択することによって、カットにタイトルまたはコメントを設
定する。すなわち、テイクが選択されたとき、選択されたテイクのタイトルまたはコメン
トが、カットのタイトルまたはコメントとされる。
【０５２８】
　ステップＳ１１２において、構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、シーンを選択する。ステップＳ１１３において、映像表示プロ
グラム１７２は、使用者の操作に応じた、シーンの映像等を、例えば、画像表示部３７２
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に表示させる。
【０５２９】
　ステップＳ１１４において、構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、カットの順番を変更する。ステップＳ１１５において、代表画
設定プログラム１６４は、代表画を決定する。すなわち、エントリボタン７４８がクリッ
クされたとき、代表画設定プログラム１６４は、映像の位置を基に、代表画を決定する。
ボタン３５５がクリックされたとき、代表画表示プログラム１７９が、代表画を決定する
ようにしてもよい。
【０５３０】
　ステップＳ１１６において、タイトル設定プログラム１７４または付加情報表示プログ
ラム１７８は、シーンにタイトルまたはコメントを設定する。
【０５３１】
　ステップＳ１１７において、構成表表示プログラム１６３は、使用者の操作に対応して
、必要に応じて、カットを他のシーンに移動する。構成表表示プログラム１６３は、使用
者の操作に対応して、必要に応じて、カットを他のエピソードに移動するようにしてもよ
い。ステップＳ１１８において、構成表表示プログラム１６３は、さらに、カットをコピ
ー等の処理をすることができる。
【０５３２】
　ステップＳ１１９において、構成表表示プログラム１６３は、カットを選択することに
よって、シーンの代表画を選択する。すなわち、選択されたカットの代表画が、シーンの
代表画とされる。ステップＳ１２０において、構成表表示プログラム１６３は、カットを
選択することによって、シーンにタイトルまたはコメントを設定する。すなわち、選択さ
れたカットのタイトルまたはコメントが、シーンのタイトルまたはコメントとされる。
【０５３３】
　ステップＳ１２１において、構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、エピソードを選択する。ステップＳ１２２において、映像表示
プログラム１７２は、使用者の操作に応じた、エピソードの映像等を、例えば、画像表示
部３７２に表示させる。
【０５３４】
　ステップＳ１２３において、代表画設定プログラム１６４は、代表画を決定する。すな
わち、エントリボタン７４８がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６４は、映
像の位置を基に、代表画を決定する。ボタン３５５がクリックされたとき、代表画表示プ
ログラム１７９が、代表画を決定するようにしてもよい。
【０５３５】
　ステップＳ１２４において、タイトル設定プログラム１７４または付加情報表示プログ
ラム１７８は、エピソードにタイトルまたはコメントを設定する。
【０５３６】
　ステップＳ１２５において、構成表ツリー表示プログラム１７７は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、プログラムを選択する。ステップＳ１２６において、映像表示
プログラム１７２は、使用者の操作に応じた、プログラムの映像等を、例えば、画像表示
部３７２に表示させる。
【０５３７】
　ステップＳ１２７において、代表画設定プログラム１６４は、代表画を決定する。すな
わち、エントリボタン７４８がクリックされたとき、代表画設定プログラム１６４は、映
像の位置を基に、代表画を決定する。ボタン３５５がクリックされたとき、代表画表示プ
ログラム１７９が、代表画を決定するようにしてもよい。
【０５３８】
　ステップＳ１２８において、タイトル設定プログラム１７４または付加情報表示プログ
ラム１７８は、プログラムにタイトルまたはコメントを設定する。
【０５３９】
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　ステップＳ１２９において、編集プログラム１５１は、作業環境を示すデータが格納さ
れているアプリケーションプロジェクトファイルをハードディスク１１４に記録させる。
ステップＳ１３０において、編集プログラム１５１は、選択されたプログラムをハードデ
ィスク１１４に記録させる。ステップＳ１３１において、編集プログラム１５１は、選択
されたプログラムをプレイリストとしてディスク情報表示プログラム１６２に出力する。
ステップＳ１３２において、編集プログラム１５１は、選択されたプログラムをエディッ
トリストとしてディスク情報表示プログラム１６２に出力する。
【０５４０】
　ステップＳ１３３において、編集プログラム１５１は、ディスク情報ファイル（DISCIN
FO.XML）、ディスクメタデータファイル（DISKMETA.XML）、プレイリスト、エディットリ
スト、およびプログラムメタデータ１９１を光ディスク１７に記録し、処理は終了する。
【０５４１】
　図４８乃至図５１は、起動された編集プログラム１５１の他の処理を説明するフローチ
ャートである。ステップＳ２０１において、編集プログラム１５１は、新規にプログラム
を作成するか否かを判定し、新規にプログラムを作成しないと判定された場合、ステップ
Ｓ２０２に進み、元の光ディスク１７から読み出すか否かを判定する。ステップＳ２０２
において、元の光ディスク１７から読み出すと判定された場合、ステップＳ２０３に進む
。
【０５４２】
　一方、ステップＳ２０１において、新規にプログラムを作成すると判定された場合、手
続きは、ステップＳ２０３に進む。
【０５４３】
　ステップＳ２０３において、編集プログラム１５１は、光ディスク１７との接続の処理
を実行する。すなわち、編集プログラム１５１は、ドライブ１２０と接続し、ドライブ１
２０に装着された光ディスク１７からファイルを読み出すか、または光ディスク１７にフ
ァイルを記録できるようにする。
【０５４４】
　ステップＳ２０４において、編集プログラム１５１は、光ディスク１７から、必要なフ
ァイルを読み出して、ファイルを取得して、手続きは、ステップＳ２０６に進む。
【０５４５】
　一方、ステップＳ２０２において、元の光ディスク１７から読み出さないと判定された
場合、手続きは、ステップＳ２０５に進み、編集プログラム１５１は、ハードディスク１
１４からプロジェクトファイルを読み込み、ステップＳ２０６に進む。
【０５４６】
　なお、ステップＳ２０４において、編集プログラム１５１は、光ディスク１７から、必
要なファイルを読み出して、ファイルを取得して、ステップＳ２０５に進んで、ハードデ
ィスク１１４からプロジェクトファイルを読み込むようにしてもよい。
【０５４７】
　ステップＳ２０６において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、アプリケーシ
ョンプロジェクトファイルを基に、ジャンル別のエッセンスマークおよびエッセンスマー
ク設定ボタン３９８を設定する。ステップＳ２０７において、ディスク情報表示プログラ
ム１６２は、使用者の操作に対応して、クリップを選択する。
【０５４８】
　なお、クリップの選択前に、ジャンル別のエッセンスマークおよびエッセンスマーク設
定ボタン３９８を設定することとしたのは、クリップの単位で、ジャンルが変更されるこ
とが多いからである。
【０５４９】
　なお、ステップＳ２０５において、編集プログラム１５１は、ハードディスク１１４か
らプロジェクトファイルを読み込み、ステップＳ２０７に進むようにしてもよい。
【０５５０】
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　ステップＳ２０８において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、使用者の操作
を基に、エッセンスマークメニューを設定するか否かを判定し、エッセンスマークメニュ
ーを設定すると判定された場合、ステップＳ２０６に戻り、処理を繰り返す。ステップＳ
２０８において、エッセンスマークメニューを設定しないと判定された場合、ステップＳ
２０９に進み、映像表示プログラム１７２は、使用者の操作を基に、エッセンスマークを
設定する位置を決める。
【０５５１】
　ステップＳ２１０において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、使用者の操作
を基に、クリップメタデータに、映像または音声の特徴を示す電子マークデータであるエ
ッセンスマークを設定する。
【０５５２】
　ステップＳ２１１において、ディスク情報表示プログラム１６２は、使用者の操作を基
に、クリップを選択する。ステップＳ２１２において、タイトル設定プログラム１７４は
、テキストボックス６０１への入力を基に、映像にタイトルを設定し、テキストボックス
６０２への入力を基に、映像にコメントを設定する。
【０５５３】
　ステップＳ２１３において、ディスク情報表示プログラム１６２は、使用者の操作を基
に、クリップを選択する。ステップＳ２１４において、映像編集プログラム１７３は、エ
ントリーインボタン３９０またはエントリーアウトボタン３９２がクリックされた、映像
の位置を基に、クリップの編集開始位置または編集終了位置を設定する。
【０５５４】
　なお、ステップＳ２１４の処理は、スキップされることもある。この場合、クリップは
、編集開始位置または編集終了位置が設定されずに、テイクとして、カットに採用される
。
【０５５５】
　ステップＳ２１５において、編集プログラム１５１は、クリップの設定を構成表（構成
表メタデータ）に設定する。ステップＳ２１６において、ディスク情報表示プログラム１
６２は、使用者の操作を基に、ディスクを選択する。ステップＳ２１７において、編集プ
ログラム１５１は、ディスクの代表画を設定する。
【０５５６】
　ステップＳ２１８において、タイトル設定プログラム１７４は、テキストボックス６０
１に入力されたテキストを、選択されているディスクのタイトルに設定する。タイトル設
定プログラム１７４は、テキストボックス６０２に入力されたテキストを、選択されてい
るディスクのコメントに設定する。
【０５５７】
　ステップＳ２１９において、ディスク情報表示プログラム１６２は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、ルートを選択する。ステップＳ２２０において、ディスク情報
表示プログラム１６２は、構成表ツリー表示部３５２に、ディスクの番号を表示させる。
【０５５８】
　ステップＳ２２１において、ディスク情報表示プログラム１６２は、構成表ツリー表示
部３５２への操作を基に、ディスクを切り替える。
【０５５９】
　このように、ステップＳ２０７乃至ステップＳ２２１の処理は、ディスクインフォメー
ションウィンドウ３１１およびモニターウィンドウ３１３への操作に対応した処理となる
。
【０５６０】
　ステップＳ２２２において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、テイクを選択する。ステップＳ２２３において、映像編集プログラム
１７３は、エントリーインボタン３９０またはエントリーアウトボタン３９２がクリック
された、映像の位置を基に、テイクにテイクの編集開始位置または編集終了位置を設定す
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る。
【０５６１】
　ステップＳ２２４において、代表画設定プログラム１６４は、エントリボタン７４８が
クリックされたとき、映像の位置を基に、テイクの代表画を設定する。ステップＳ２２５
において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５２への操作を基に、
カットを選択する。ステップＳ２２６において、映像編集プログラム１７３は、エントリ
ーインボタン３９０またはエントリーアウトボタン３９２がクリックされた、映像の位置
を基に、カットの編集開始位置または編集終了位置を設定する。
【０５６２】
　ステップＳ２２７において、代表画設定プログラム１６４は、エントリボタン７４８が
クリックされたとき、映像の位置を基に、カットの代表画を設定する。ステップＳ２２８
において、代表画設定プログラム１６４は、コンボボックス７４４への操作を基に、採用
テイクを決定する。ステップＳ２２９において、付加情報表示プログラム１７８は、付加
情報表示部３５７に入力されたタイトルまたはコメントをカットに設定する。
【０５６３】
　ステップＳ２３０において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、シーンを選択する。ステップＳ２３１において、構成表表示プログラ
ム１６３は、構成表ツリー表示部３５２への操作を基に、シーンにおける、カットの順番
を決定する。ステップＳ２３２において、代表画設定プログラム１６４は、エントリボタ
ン７４８がクリックされたとき、映像の位置を基に、シーンの代表画を設定する。ステッ
プＳ２３３において、付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３５７に入力さ
れたタイトルまたはコメントをシーンに設定する。
【０５６４】
　ステップＳ２３４において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、エピソードを選択する。ステップＳ２３５において、構成表表示プロ
グラム１６３は、構成表ツリー表示部３５２への操作を基に、エピソードにおける、シー
ンの順番を決定する。ステップＳ２３６において、代表画設定プログラム１６４は、エン
トリボタン７４８がクリックされたとき、映像の位置を基に、エピソードの代表画を設定
する。ステップＳ２３７において、付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示部３
５７に入力されたタイトルまたはコメントをエピソードに設定する。
【０５６５】
　ステップＳ２３８において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、プログラムを選択する。ステップＳ２３９において、構成表表示プロ
グラム１６３は、構成表ツリー表示部３５２への操作を基に、プログラムにおける、エピ
ソードの順番を決定する。ステップＳ２４０において、代表画設定プログラム１６４は、
エントリボタン７４８がクリックされたとき、映像の位置を基に、プログラムの代表画を
設定する。ステップＳ２４１において、付加情報表示プログラム１７８は、付加情報表示
部３５７に入力されたタイトルまたはコメントをプログラムに設定する。
【０５６６】
　ステップＳ２４２において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、ルートを選択する。ステップＳ２４３において、代表画設定プログラ
ム１６４は、モニターウィンドウ７０１への操作を基に、画像表示部７２２などにプログ
ラムの内容を表示する。
【０５６７】
　ステップＳ２４４において、構成表表示プログラム１６３は、構成表ツリー表示部３５
２への操作を基に、プログラムを切り替える。
【０５６８】
　このように、ステップＳ２２２乃至ステップＳ２４４の処理は、ストラクチャーウィン
ドウ３１２およびモニターウィンドウ７０１への操作に対応した処理となる。
【０５６９】
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　ステップＳ２４５において、編集プログラム１５１は、作業環境を示すデータが格納さ
れているアプリケーションプロジェクトファイルをハードディスク１１４に記録させる。
ステップＳ２４６において、編集プログラム１５１は、使用者の操作に応じて、所定のフ
ァイルをエクスポート（出力）する。ステップＳ２４７において、編集プログラム１５１
は、FTPに基づく手続きによって、ディスク情報ファイル（DISCINFO.XML）、ディスクメ
タデータファイル（DISKMETA.XML）、プレイリスト、エディットリスト、およびプログラ
ムメタデータ１９１を元の光ディスク１７に記録し、処理は終了する。
【０５７０】
　なお、元の光ディスク１７と異なる光ディスクがドライブ１２０に装着されているとき
、編集プログラム１５１は、元の光ディスク１７の装着を要求するメッセージを表示させ
る。
【０５７１】
　図５２は、エッセンスマーク設定プログラム１６１によるエッセンスマークの設定の処
理を説明するフローチャートである。
【０５７２】
　ステップＳ３０１において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマ
ークを設定するクリップを特定する。例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６１は
、映像表示プログラム１７２が映像を表示しているクリップを、エッセンスマークを設定
するクリップとする。例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、ディスク情報
表示プログラム１６２によって選択されているクリップを、エッセンスマークを設定する
クリップとする。
【０５７３】
　ステップＳ３０２において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマ
ークを設定する、クリップの映像上の時刻を取得する。例えば、エッセンスマーク設定プ
ログラム１６１は、エッセンスマークを設定する、クリップの映像上の時刻として、映像
表示プログラム１７２が映像表示部３７２に表示させている映像の時刻を、エッセンスマ
ークを設定する映像上の時刻とする。
【０５７４】
　ステップＳ３０３において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、エッセンスマ
ークとして設定するテキストを取得する。例えば、エッセンスマーク設定プログラム１６
１は、クリックされたエッセンスマーク設定ボタン３９８に対応して設定されているテキ
ストを、エッセンスマークとして設定するテキストとして取得する。例えば、エッセンス
マーク設定プログラム１６１は、コンボボックス３９９の操作によって選択されたメニュ
ーに対応するテキストを、エッセンスマークとして設定するテキストとして取得する。
【０５７５】
　ステップＳ３０４において、エッセンスマーク設定プログラム１６１は、クリップに関
係するクリップメタデータ１９２に、ステップＳ３０２の処理で取得した時刻、およびス
テップＳ３０３の処理で取得したテキストからなるエッセンスマークを書き込んで、処理
は終了する。
【０５７６】
　このように、編集プログラム１５１は、所望の映像に、映像の特徴を示すエッセンスマ
ークを簡単に、迅速に設定することができる。
【０５７７】
　図５３は、編集プログラム１５１によるエッセンスマークの表示の処理を説明するフロ
ーチャートである。
【０５７８】
　ステップＳ３２１において、編集プログラム１５１は、表示しようとするエッセンスマ
ークが設定されているクリップを特定する。例えば、編集プログラム１５１の映像表示プ
ログラム１７２は、映像を表示しているクリップを、エッセンスマークを表示するクリッ
プとする。例えば、編集プログラム１５１の映像表示プログラム１７２は、ディスク情報
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ツリー表示プログラム１７５によって選択されているディスクに属するクリップを、エッ
センスマークを表示するクリップとする。例えば、サムネイル表示プログラム１７６は、
ディスク情報ツリー表示プログラム１７５によって選択されているクリップを、エッセン
スマークを表示するクリップとする。
【０５７９】
　ステップＳ３２２において、編集プログラム１５１は、ステップＳ３２１の処理で特定
されたクリップに関係するクリップメタデータ１９２から、映像上の時刻およびテキスト
からなるエッセンスマークを読み出す。
【０５８０】
　ステップＳ３２３において、編集プログラム１５１の映像表示プログラム１７２は、ス
テップＳ３２２の処理で読み出したエッセンスマークの時刻から特定される位置にエッセ
ンスマーカー３７６を表示させる。
【０５８１】
　ステップＳ３２４において、編集プログラム１５１のサムネイル表示プログラム１７６
は、ディスク情報ツリー表示プログラム１７５によるルート、ディスク、およびクリップ
のいずれかの選択を基に、エッセンスマークが付された映像のサムネイルを表示するか否
かを判定し、エッセンスマークが付された映像のサムネイルを表示すると判定された場合
、ステップＳ３２５に進み、サムネイル表示プログラム１７６は、エッセンスマークの時
刻の映像を取得する。ステップＳ３２６において、サムネイル表示プログラム１７６は、
ステップＳ３２５の処理で取得した映像を基に、サムネイルを生成する。ステップＳ３２
７において、サムネイル表示プログラム１７６は、ステップＳ３２６の処理で生成したサ
ムネイルをサムネイル表示部３３４に表示させる。
【０５８２】
　なお、ステップＳ３２５乃至ステップＳ３２７の処理において、サムネイルを生成して
表示すると説明したが、サムネイル表示プログラム１７６は、エッセンスマークの時刻か
ら、予め記録しているサムネイルを特定し、特定されたサムネイルを表示するようにして
もよい。
【０５８３】
　ステップＳ３２８において、サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３
３４に、ステップＳ３２２の処理で取得した、エッセンスマークの時刻を表示させる。ス
テップＳ３２９において、サムネイル表示プログラム１７６は、サムネイル表示部３３４
に、ステップＳ３２２の処理で取得した、エッセンスマークのテキストを表示させ、処理
は終了する。
【０５８４】
　なお、サムネイル表示プログラム１７６は、予めテキストと色との対応を示すデータを
記憶し、エッセンスマークのテキストに対応する色で、サムネイル表示部３３４を表示さ
せるようにしてもよい。
【０５８５】
　このように、編集プログラム１５１は、エッセンスマークに応じて、エッセンスマーク
が付されている映像上の時刻を表示したり、エッセンスマークが付されている映像のサム
ネイルを表示することができる。さらに、編集プログラム１５１は、エッセンスマークが
付されている映像の特徴を示すテキストおよびエッセンスマークが付されている映像上の
時刻を表示することができる。
【０５８６】
　図５４は、編集プログラム１５１による、代表画の設定の処理を説明するフローチャー
トである。
【０５８７】
　ステップＳ３４１において、編集プログラム１５１は、代表画を特定する情報を取得す
る。例えば、編集プログラム１５１は、メニューから代表画を設定するコマンドが実行さ
れたとき、ボタン３５５がクリックされたとき、サムネイル表示部３５３のサムネイルが
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代表画表示部３５６にドラッグアンドドロップされたとき、選択されている画像またはド
ラッグアンドドロップされた画像を特定する情報を取得する。画像を特定する情報は、例
えば、クリップの映像上の時刻を特定する情報、キーフレームを特定する情報、または下
位の階層の代表画を特定する情報などである。
【０５８８】
　ステップＳ３４２において、編集プログラム１５１は、ディスク情報表示プログラム１
６２のサムネイル表示プログラム１７６において選択されているサムネイルなどを基に、
クリップの代表画に設定するか否かを判定し、クリップの代表画に設定すると判定された
場合、ステップＳ３４３に進み、編集プログラム１５１は、クリップのクリップメタデー
タ１９２に、代表画を特定する情報を書き込む。例えば、編集プログラム１５１は、サム
ネイル表示部３３４に表示されているキーフレームのサムネイルが選択されている場合、
代表画に設定するコマンドが実行されたとき、クリップの代表画に設定すると判定する。
【０５８９】
　ステップＳ３４２において、クリップの代表画に設定しないと判定された場合、ステッ
プＳ３４３の処理はスキップされ、手続きは、ステップＳ３４４に進む。
【０５９０】
　ステップＳ３４４において、編集プログラム１５１は、ディスク情報表示プログラム１
６２のサムネイル表示プログラム１７６において選択されているサムネイルなどを基に、
ディスクの代表画に設定するか否かを判定し、ディスクの代表画に設定すると判定された
場合、ステップＳ３４５に進み、編集プログラム１５１は、ディスクメタデータ（例えば
、図４のディスクメタデータファイルから読み出されるか、またはディスクメタデータフ
ァイルに書き込まれるデータ）に、代表画を特定する情報を書き込む。例えば、編集プロ
グラム１５１は、サムネイル表示部３３４に表示されているクリップの代表画が選択され
ている場合、代表画に設定するコマンドが実行されたとき、ディスクの代表画に設定する
と判定する。
【０５９１】
　ステップＳ３４４において、ディスクの代表画に設定しないと判定された場合、ステッ
プＳ３４５の処理はスキップされ、手続きは、ステップＳ３４６に進む。
【０５９２】
　ステップＳ３４６において、編集プログラム１５１は、構成表表示プログラム１６３の
サムネイル表示プログラム１８７によって表示されているサムネイルの選択などを基に、
プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの代表画に設定するか否かを判
定し、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの代表画に設定すると判
定された場合、ステップＳ３４７に進み、編集プログラム１５１は、プログラムメタデー
タ１９１に、代表画を特定する情報を書き込んで、処理は終了する。例えば、編集プログ
ラム１５１は、サムネイル表示部３５３に表示されているシーンの代表画が代表画表示部
３５６にドラッグアンドドロップされたとき、エピソードの代表画に設定すると判定する
。
【０５９３】
　ステップＳ３４６において、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイク
の代表画に設定しないと判定された場合、ステップＳ３４７の処理はスキップされ、手続
きは終了する。
【０５９４】
　このように、編集プログラム１５１は、代表画を設定することができる。
【０５９５】
　図５５は、編集プログラム１５１による、代表画の表示の処理を説明するフローチャー
トである。
【０５９６】
　ステップＳ３６１において、編集プログラム１５１は、ツリー表示部３３２またはサム
ネイル表示部３３４への操作などを基に、クリップの代表画を表示するか否かを判定し、
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クリップの代表画を表示すると判定された場合、ステップＳ３６２に進み、クリップのク
リップメタデータ１９２から、代表画を特定する情報を読み出す。
【０５９７】
　ステップＳ３６１において、クリップの代表画を表示しないと判定された場合、ステッ
プＳ３６２の処理はスキップされる。
【０５９８】
　ステップＳ３６３において、編集プログラム１５１は、ツリー表示部３３２またはサム
ネイル表示部３３４への操作などを基に、ディスクの代表画を表示するか否かを判定し、
ディスクの代表画を表示すると判定された場合、ステップＳ３６４に進み、ディスクメタ
データから、代表画を特定する情報を読み出す。
【０５９９】
　ステップＳ３６３において、ディスクの代表画を表示しないと判定された場合、ステッ
プＳ３６４の処理はスキップされる。
【０６００】
　ステップＳ３６５において、編集プログラム１５１は、構成表ツリー表示部３５２への
操作などを基に、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの代表画を表
示するか否かを判定し、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイクの代表
画を表示すると判定された場合、ステップＳ３６６に進み、プログラムメタデータ１９１
から、代表画を特定する情報を読み出す。
【０６０１】
　ステップＳ３６５において、プログラム、エピソード、シーン、カット、またはテイク
の代表画を表示しないと判定された場合、ステップＳ３６６の処理はスキップされる。
【０６０２】
　ステップＳ３６７において、編集プログラム１５１は、ステップＳ３６２、ステップＳ
３６４、またはステップＳ３６６の処理によって読み出された代表画を特定する情報を基
に、代表画を取得する。ステップＳ３６８において、編集プログラム１５１は、代表画を
表示して、処理は終了する。例えば、編集プログラム１５１のサムネイル表示プログラム
１７６は、サムネイル表示部３３４に代表画を表示させる。例えば、編集プログラム１５
１のサムネイル表示プログラム１８０は、サムネイル表示部３３３に代表画を表示させる
。例えば、編集プログラム１５１の代表画表示プログラム１７９は、代表画表示部３５６
に代表画を表示させる。
【０６０３】
　このように、編集プログラム１５１は、代表画を表示させることができる。
【０６０４】
　このように、クリップの映像を表示させて、所望の時刻に編集開始位置または編集終了
位置を設定するようにした場合、映像を編集することができるようになる。
【０６０５】
　また、映像を表示するための映像コンテンツデータに関係するメタデータに、映像の特
徴を示す電子マークデータを設定し、映像コンテンツデータを基に、映像の表示を制御し
、電子マークデータが設定されているメタデータを基に、電子マークデータが示す特徴を
有する映像の時間的位置、および映像の特徴の少なくとも一方の表示を制御するようにし
た場合、所望の特徴を含む映像を迅速に編集することができるようになる。
【０６０６】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、
そのソフトウェアを構成する、コンピュータプログラムが、専用のハードウェアに組み込
まれているコンピュータ、または、各種のコンピュータプログラムをインストールするこ
とで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに
、記録媒体からインストールされる。
【０６０７】
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　この記録媒体は、図２に示すように、コンピュータとは別に、ユーザにコンピュータプ
ログラムを提供するために配布される、コンピュータプログラムが記録されている磁気デ
ィスク１３１（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク１３２（CD-ROM(Compact Dis
c-Read Only Memory)、ＤＶＤ(Digital Versatile Disc)を含む）、光磁気ディスク１３
３（ＭＤ(Mini-Disc)（商標）を含む）、若しくは半導体メモリ１３４などよりなるパッ
ケージメディアにより構成されるだけでなく、コンピュータに予め組み込まれた状態でユ
ーザに提供される、コンピュータプログラムが記録されているROM１１２や、ハードディ
スク１１４などで構成される。
【０６０８】
　なお、上述した一連の処理を実行させるコンピュータプログラムは、必要に応じてルー
タ、モデムなどのインタフェース（通信部１１９）を介して、ローカルエリアネットワー
ク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を介してコ
ンピュータにインストールされるようにしてもよい。
【０６０９】
　また、本明細書において、記録媒体に格納されるコンピュータプログラムを記述するス
テップは、記載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列
的に処理されなくとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０６１０】
　なお、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【図面の簡単な説明】
【０６１１】
【図１】本発明に係る映像プログラム制作支援システムの構成を示す図である。
【図２】フィールドＰＣ１５の一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図３】フィールドＰＣ１５により実行されるプログラムの例を示す図である。
【図４】プログラム、エピソード、シーン、カット、およびプログラム（クリップ）の構
造を示す図である。
【図５】光ディスク１７に記録されているディレクトリ（フォルダ）およびファイルの構
造を説明する図である。
【図６】光ディスク１７に記録されているディレクトリ（フォルダ）およびファイルの構
造を説明する図である。
【図７】構成表メタデータの構成の例を示す図である。
【図８】構成表メタデータの構成の例を示す図である。
【図９】構成表メタデータの構成の例を示す図である。
【図１０】構成表メタデータの構成の例を示す図である。
【図１１】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１２】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１３】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１４】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１５】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１６】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１７】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図１８】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
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させる画面の例を示す図である。
【図１９】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２０】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２１】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２２】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２３】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２４】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２５】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２６】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２７】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２８】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図２９】編集プログラム１５１がフィールドＰＣ１５の出力部１１７であるLCDに表示
させる画面の例を示す図である。
【図３０】モニターウィンドウ７０１の構成を説明する図である。
【図３１】ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の表示の動作およびモニターウ
ィンドウ３１３の表示の動作を説明する図である。
【図３２】ストラクチャーウィンドウ３１２の表示の動作およびモニターウィンドウ７０
１の表示の動作を説明する図である。
【図３３】モニターウィンドウ３１３の動作の詳細を説明する図である。
【図３４】モニターウィンドウ７０１の動作の詳細を説明する図である。
【図３５】モニターウィンドウ３１３の動作およびモニターウィンドウ７０１の動作を説
明する図である。
【図３６】モニターウィンドウ３１３の動作およびモニターウィンドウ７０１の動作を説
明する図である。
【図３７】ディスクインフォメーションウィンドウ３１１の動作の詳細を説明する図であ
る。
【図３８】ストラクチャーウィンドウ３１２の動作の詳細を説明する図である。
【図３９】メニューコマンドを説明する図である。
【図４０】メニューコマンドを説明する図である。
【図４１】編集プログラム１５１の処理の流れを説明する図である。
【図４２】図４１の基本操作１の処理を説明するフローチャートである。
【図４３】図４１の基本操作２の処理を説明するフローチャートである。
【図４４】図４１の基本操作３の処理を説明するフローチャートである。
【図４５】図４１におけるストラクチャー操作の処理を説明するフローチャートである。
【図４６】図４１におけるストラクチャー操作の処理を説明するフローチャートである。
【図４７】図４１におけるストラクチャー操作の処理を説明するフローチャートである。
【図４８】編集プログラム１５１の他の処理を説明するフローチャートである。
【図４９】編集プログラム１５１の他の処理を説明するフローチャートである。
【図５０】編集プログラム１５１の他の処理を説明するフローチャートである。
【図５１】編集プログラム１５１の他の処理を説明するフローチャートである。
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【図５２】エッセンスマークの設定の処理を説明するフローチャートである。
【図５３】エッセンスマークの表示の処理を説明するフローチャートである。
【図５４】代表画の設定の処理を説明するフローチャートである。
【図５５】代表画の表示の処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【０６１２】
　１５　フィールドＰＣ，　１７　光ディスク，　１１１　ＣＰＵ，　１１２　ＲＯＭ，
　１１３　ＲＡＭ，　１１４　ハードディスク，　１１９　通信部，　１３１　磁気ディ
スク，　１３２　光ディスク，　１３３　光磁気ディスク，　１３４　半導体メモリ，　
１５１　編集プログラム，　１６１　エッセンスマーク設定プログラム，　１６２　ディ
スク情報表示プログラム，　１６３　構成表表示プログラム，　１６４　代表画設定プロ
グラム，　１７１　エッセンスマーク表示プログラム，　１７２　映像表示プログラム，
　１７３　映像編集プログラム，　１７４　タイトル設定プログラム，　１７５　ディス
ク情報ツリー表示プログラム，　１７６　サムネイル表示プログラム，　１７７　構成表
ツリー表示プログラム，　１７８　付加情報表示プログラム，　１７９　代表画表示プロ
グラム，　１８０　サムネイル表示プログラム，　１８１　エッセンスマーク表示プログ
ラム，　１８２　映像表示プログラム，　１８３　映像編集プログラム，　１８４　構成
表表示プログラム

【図１】 【図２】
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